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新 列 謙 告

昭和十四年改訂第九版

三月中旬緩行

昭和十四年 本 綴

二 月 増 補 菊 載 剣

附 ・ 防 空 建 築 規 則

本書は現行の市街地建築物法を始め震活改正賓施された

“ 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規制" 。“ 同法施行細則"

(大阪府、兵庫鯨、京都府、警視聴【東京問、神奈川廊、愛知鯨、福岡廓) 等々その他

“ 同法関係法令" を全部網羅編纂したるものである。本書は

その性質上校閲に最も力を費 L 関係官隣諸技師の援助を受け

て出来得る限り の正確を 期した。

建築家 、建築業者、建築皐生其他局 L くも建築に関 係ある者

の必要欠くべからさ・る定本さして敢て本書を薦む。

@ 定 債 50 銭 送 料 6 銭 .

日本建築協曾議行

丸善本支庖

捌

柳今堂書底



曾 告

今 般 理 事 副 令 長 竹 腰 健 造 氏 僻 任 に 付 昭 和 14 年 2 月

17 日 間 合 の 評 議 員 合 に 於 て 補 快 選 県 を 執 行 致 し ま

じ ? こ 結 果 下 記 の 当 直 り 常 選 相 成 り 2 月 2 3 日 附 襲 吏 整

記 脅 冬 了 い ， : し ま し ? こ

理 事 副 合 長 坂

jn : 閣

法 人
日

昭 和 14 年 3 月

本 建 築 協

月 例 曾 珠 告

青事

日 時 3 月 1 6 日 ( 木 〉 午 後 六 時 間 合

場 所 建 築 ク ラ プ 室

講 演

ｾ＠
Eヨ

雄 氏

防 空 開 係 法 規 に 就 て 大阪府防空課長 久 下 勝 共 氏

防 空 建 築 規 則 に 就 て 大阪府建築課長 中 津 誠 一 郎 氏

( 講演後質疑臆答を行よ、)

上 記 の 通 り 開 催 可 致 候 間 御 聴 講 被 下 度 別 に 例 合

通 知 可 仕 候 も 不 取 敢 漁 告 候 也

祉 関

法 人
日

昭 和 1 4 年 3 月

本 建 築 協 曾



曾 、 告

謹啓愈御隆盛奉賀候

陳者日本建築協曾西谷部君事此度辞職相成候庭向君は去る大正十一

年我協舎が劃期的大事業としてｾ丘に開催せる住宅大博覧曾事務局に

招備のにめ大正十年二月大阪府 より斡じ本曾書記として 今日に至り在

職買に十八ヶ 年の長年月五? 日夜精聞l合務に峡掌全く其牛世を協舎のに

めに捧げられ? こるものに有之候

同君は御存知の遁固尚温厚の誠寅家にして其に二十年一日の如〈舎

務に精励せられ本合今日の隆盛に寄興せし庭砂からすイ長就ては同君多

年の持に酬ひる矯め吾等相謀り下記要項により慰J持金募集い 1: し度時

局柄誠に乍恐縮何卒倒l賛同の上多少に不拘御申込み被成下度此段辱知

各位に希上候

要 項

一、金 額 武闘以上

一、排込方法 振替( 大阪三九九七五番目本建築協合宛、但通信欄に合費と混

同せき' る様西谷書記慰労金主記入の事〉又は需磐直接御j白け等

一、 領 牧 書 「建築と祉企」 四月 披誌上に掲載す

一、 贈呈方法 護起人に御一任下され度候

昭 和 十 四 年 二 月

西 谷 書 記 慰 勢 金 募 集 接 起 人

第 一回御申込領牧消高 ￥ 981.00 一月二十五 日現荘にてこ月蹴掲謀長i野分

第二回御申込領牧情高 ￥ 532. 00 二月二十入日現在

累 計 合 計 ￥ 1513.ω



第 二 回 受 領 者 芳 名 ( 言? ? 語)

秋 田 喜 代 治 殿 2. 00 荒 川 芹IJ ー殿 2. 00 1111j背1¥ 日 山 夫 殿 2. 00 

伊 東 忠 、 太 殿 3.00 池 田 谷 久 吉 殿 2. 00  岩 尾 安 衛 殿 3. 00 

岩崎甚大ｊＧｩｾ殿 2. 00 官 反 間 資 本 : 殿 2. 00  伊 藤 和 夫 殿 10. 00

猪 瀬 幸 太 郎 殿 2. 00 iiIT 英 之 助 殿 3. 00 大 | 仮窯業合社 殿 5. 00 

小 笹 徳 蔵 殿 5. 00 大 塚 錦 三 殿 2. 00 小 川 安 一 郎 殿 5. 00 

小 山 源 次 郎 殿 2. 00 大 倉 三 郎 殿 3. 00 大 石 忠 夫 殿 3.00 

阿 部 額 則 殿 5. 00 髭 胞 意殿 10. 00 育 長 岡 定 怒 殿 2.  00 

f可 i幸 喜 之 助 殿 5. 00 亀井幸攻 ｦ￮ｾ 殿 5. 00 加 納 慎 一 殿 う. 00

'* 山 源 I官民殿
3. 00 木 村 克 一 殿 10. 00 北 垣 熊 之 介 殿 5. 00 

4鳴 瀬 f故殿 2. 00 熊 取 谷 熊 治 郎 殿 5. 00 黒 海 研殿 2. 00 

Ｑ 毎回路ｬＧｩｾ殿 3. 00 高坂信ー手; : ｉｩｾ殿 5. 00 作 間 日 出 生 殿 2. 00 

酒 井 嫡L 三 郎 殿 2. 00 |佼 チi二 米 吉 殿 2. 00 坂 本 啓 一 般 3. 00 

白 杉 福 島 三 殿 10. 00 城 口 勉 吉 殿 10.00 清 水 釘 吉 殿 100.00

篠 原 太 郎 殿 3. 00 鈴 木 一 幸 殿 20. 00 杉 浦 巴民生 2. 00 

銭 高 久 吉 殿 20. 00 谷 民 政 殿 10. 00 高 橋 良 太 郎 殿 2. 00 

武 官 英 一 殿 3. 00 棚 橋 諒殿 10. 00 問 中 綱殿 5. 00 

高 橋 後 治 殿 5. 00 竹 中 景 一 般
3目。。

辻 正 雄 殿 5. 00 

土 手 弁 誠 一 殿 3. 00 鳥 井 信殿 10. 00 中 村 義 雄 殿 2. 00 

永 滞 毅 一 段 3. 00 中 野 順 次 郎 殿 3. 00 rf1 潔 誠 一 郎 殿 10. 00

内 藤 亮 一 殿 5. 00 ＧＱ Ｇ 商六 ｉｩ ｬｾ 殿 ＲＰ Ｎ ＰＰ '1" 島 敏 雄 殿
5. 00 

中 村 源 太 郎 殿 3. 00 
Hホ一; ポノレ トラン ト、、 10.00 

セメント同業含殿

西 原 修 三 殴 う 00

凶 原 工 業 所 殿 5. 00 花 関 長 一 殿 2.00 Ｑ ｾ ド 秀 雄 殿 5. 00 

橋 本 勉 殿 10. 00 H  高 』宇殿 30.00 ｭｾ 原義一民生 2. 00 

疎 開 建 太 郎 敗 3. 00 本 多 J E 道敗 2. 00 期 日 法 宮 殿 10.00

{ 呆 関 源 三 殿 5. 00 松 本 高 象 殿 10. 00 松 井 食 太 郎 殿 10.00

松 久 保 敬 三 殿 5. 00  松 尾 岩 雄 殿 10. 00 前 内 女 二 fj[1殿 2. 00 

遊間号車吹耳目殿 2.00 宮 崎 春 夫 殿 2. 00 宮 本 長 捗 : 殿 5.00 

村! i l j . 際吾殿 5. 00 村 上 徹 ー 殿 5. 00 村 井 主主民生 2. 00 

元 瓦 謝j 殿 2. 00 絵 本 j藤 吉 殿 5.00 矢 回 t袋詰長殿 5. 00 

矢 野 義 夫 殿 2.00 山 中 茂 一 殿 5. 00 111 日 儀 三 郎 殿 5. 00 

薮 中 一 文 殿 2. 00 吉 本 政 次 郎 殿 2. 00 巧: ・ぞf， 正殿 2.00  

吉 田 信 武 足 立 10.00 和 田 良攻I i [i殿 3. 00 i. 交 官C ヰ殿 2. 00 

ＧＱＧ Ｑ Ｑ 岡治 ｬｾ 日市殿 5. 00 

合 計 ￥ 603.00  

以 上 御 申 込 金 正 に 受 領 仕 り 候

此 外 二 月 末 日 現 在 に 於 げ る 未 領 牧 l ドの 御 申 込 を 受 け ?こる 15111・￥ 268. 00也

は)1交入消の_b37( 慌 に 掲il 戎致す べ 〈 候

向締切二月未日の彪如上通 ｨ 未Ｎ，Ｎｾ集金を了せきＧる向もあり叉途次御申込

ｾ受りつつ有之候保 三月ニ十日 迄受付の事に延期仕ｻ民間御思召の方もあら

ば此際至念待j J 申込願上度希望仕候

昭 和 十 四 年 三 月

主要 日本建築協舎 内 西 谷書記慰労金募集委超人一同



我闘が毎年絞る 、計算に衆らない程の甚大な損害を惹起せしむる 、洪水、火災、雲害、 早舷及土地

利用の不適性から来る都市及良i J l漁村の自然的並人的資源の浪1t . は見透のきいれ将来への企主主によっ

て逃げ得1: かも知れな L、o .Il. Pち国土に関する綜合的言十笠技術の鉄除、忍{ 際イキ下の勢働と生i舌γ 敬育並

厚生施設の披行性、施利計m: の鉄除から来る量土合的不安と盆胞が貴重なる人的資源に奥へ1: 惨憐1: る

損失 の大部分をば園土言十撃に立E却しに地方並都市計笠の緊符なる調和のとれ1: 健全なる路用によって

阻止し得ると云ム準科的確信の上に現下の非常時局に於げる長期建設へ の技術的出後がなされねは' な

ちな L、。

政府の撃明にある「常闘は必要なる間内諸般の改新i ' 断行 して愈 々凶家総力 の談充合 間 b 荷量f H: ，排

して斯業の達成に; 白土色せき' るべか らや」 と云ふ併図不動の方針と硲乎 1: る決意は 、 此の綜合技術の綜

合性による技術的E星空旦に倹って初めて具惚的に附明されるものでなりればならね。 而も比の綜合性へ

の言十笠技術の確立が 。新秩序の建設 φ とかク共同使命 のドに竪き結合。とか云ふ抽象的用語に具飽的

生命を? 奥へるところの pjl ; - の遣でめると思ム。

然らば技術の綜合牲とはなにか? 乙れが今日の課題として専門に『摘されなヵ: ら 、宅見代に生活してゐ

る我倒建築家 l 人 l 人の部I に展開されれ直接的な問題ではなからう 1P。

今や 、興亜院に技術部が創設され、企劃院には技術的調査の重用性が認識されて列{1: 。 比 の 篤 〈 べ

き時湖 i: 凝続するとき 、今日の我が園建築界合して 、如Jl 続新事態に，i! J t ! . するの必要かふ 革新のメ λ

ヵ: 何民主かに下されねばならぬごとを痛感する。

革新の前途には多〈の茨の道が横はってゐる。然し乍 C 国是の目標は決定的である。 而I ，J J bの決定

的なる目標への進軍に、力強くその歩調合揃へるべく、現代我が関建築界の機構は、 再検討されねば

ならなし、。
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市 街 地 建 築 物 法 令 改 正 の 要 旨

伊 東 五 郎

昨年 3 月公布になっ? こ ili 街地建築物法中改正の法律に関聯する施行令並に施行規則 の改

正及防空建築規則の制定に付ては其の後内務省に於て準備中の慮、本年 l 月9 日改正法律の

施行期日並に施行令中改正の 2 勅令及施行規則中改正の内務省令が公布せられ、何れも去

る Ｒ 月 ｬ 日から施行になＭ［Ｚｊ Ｑ こ事は既に本誌 ｊＺｬ こ ｴｾ 載さ Ｓ れに通りである。

法令を通じて今回の改正の要貼は

1. 月J i 全地域制の強化整備

2. 建築物の密度並に道路幅に閲する規定の強化

ｾ，Ｈ内務省令「防空建築規則 ｊ ¥ 

3 防空上必要な建築物の締法設備に閲する規定のjl;IJ ) L ¥中に取緩め近く公布の凡込j

等、即 ち都市計葺及都市防空に闘する事項を主主しにものであって、特に内容の重要性に

鑑み都-，i' i計輩中央委員合及 中央防空委員合に諮問せられ共の答申を基礎として立案されに

のである。

以下防益建築規則酔j係を| 徐き法令改正の要旨に就き事項別に記述すること〉し度レ。

用詮地域制に閲する改正

用途地域の閥係は昭和6年及8年に施行令第 11条第2僚及第3保( 各地域に於りる用途tll !J限〉

及第3僚の2 ( 不適格建築物に釘する制限〉の規定が改正されてゐるが、r : lj 来拡の制度に付

ては 、特に各方商の論議が多〈 、規定の改正は相首久しい間の懸案となってゐ? このである

今回の改正に依って懸案の諸問題に劉し- U ，訟の解答が興へられにものと考へられ るのであ

るが向帰来の祈究に越されに重要な問題も亦砂〈ないこ主〉思』、。

(  1  ) 位居専用地区の制度を設けに こと ( 法律第2f1章第2項、規則第31深のわ

従米の規定に依れば、脂綿、飲食庖の類は何れの地域に於ても之を禁じてゐないD 之が

需背後に相蛍敷の需要者人口さへ在れば、何庭にでも広・柿街の出来る可能性がある口一般

に! 苫trli の類は共の個々のものに付ては直接住居の安寧を害するものとは云ひ難いのである

が通例集合連婚し本鮪街を作ることに依り 、入車の往来を椙繰せしめる等の結果住宅地と

して の環境を阻害する 事になる。只応制類のi l J lJ肢を位居地域の全部に及ぼすことは賓情に

j i &しないので 、別に住居専用地医のjl，IJ度が設げら れ? このである。

位居専用地区の指定は以上の趣旨に依り 、住居地域内に於て庖舗向の街路に泊ふ部分を

除外し 、 地区内の各部分から地直外 即 ち ｪ 苫舗の許さ れる地 域への最大到達 距 離 ＲＰＰｾＳＰＰ 米

程度を標準とし、 人口 松度、土地の/1犬況等に膝じて適宜決定される方針でめ る。

地院内に於りる許容途に付ては 、規則第3僚の2に大韓明かであるが、各競に明記以外 に



務! 怨 され名 ものを傘げて見 れば

第 2 減( 事務所の類〉瞥師 、歯科瞥師 、感 術 師、産婆. 5聖誕士. 書評理士 、接術遊童書秋授所、 i UH量殺

言十業 、 代願代 ｾｴ 染 、 ｩ 仮出綜合等の住宅粂周のしの

第 5 量H 撃 校、 悶督官官の類〉幼稚園、博 物 館、美 術 館

第 6誠仁義育院、託児所の類〕養老院、隣保官官、感 化 院

第 7 ｾｾ＠ ( 寺院、数合月li の煩〉鋼、 堂、説教 )iJi

負i'; 8自主( 形像 、記念犠のま頁〉記念門 、記念碑

第 9 鋭( 診療所の類〉歯科診療所

第 103J}t ( 前各盟主に附随するもの〕自家用自動車々庫 、腕 合、食畜舎

等が者へ ら れるであらう。叉 ｍｾＹ 披列記の内土地の Ａｉｫ 況に依り拒否 さ れる場合に閲しては

弐の様なものが考入られる こと冶思ふ。

l 物品販貨当是を怯む j首由ti ( 床面積 10平方米以| 、のもの〉に付て 1. : 1 . 且しの連婚する場合

2. 技館及倶禦音Eに付ては環境に添はさ' るもの

3 診療所に付て l主体染病院、精紳病院等

4. 農業用建築物に (.J では禽音飼接接、搾乳場等

住居専用地区内に於げる ｧｾ 存の不［車株主 ｅ 築物に付て ｬ 主 、 吹正尉 ｬ 令第 ＳＺｾ 告 の Ｒ と同様の取扱金受付る ･ ， C施

行規則第5篠のめ

近代都市の形態を備へ る大都市及共の街長者|叶J に於ては 、職場 主位= 居とは次第に分離さ

れ、合祉、応古!日、工場等に通勤す る者の数が培)111 じ行 〈傾向がある。現に間勢調奈の統計

に依って見ても自宅に於て営業せき' るポーの人 口割合は相官の互容を示すものと推定される。

此等の都市に於ける住居地域には迫々肢純聞に此 のよ也前ーが指定される事になるであらう

から 、 ｾ ｊ 也 ｾｾの指定及土 地 区 制 整現の施行と株 ｼ 侠って大いに ｻＺｉＭＺ 宅 地 の環境を 改 善 す る に

役立つで あら うD

( 2 ) 工業専用地匿の制度を設げ fここと( 法律第4後第5項、施行規則第3篠の7)

e 工業地域は用途上無制限の地域であり 、市街地の大宇を占める位宅、応市li の類の建築が

放任されてゐ る。之が魚、工業地域内に於て位置、施設、地盤等の閥係ヒ特に重要な工堀

越地主認められる土地が屡々此等の建築物に依って占有建i絞せられ、従って大面積の工場

敷地獲得を困難ならしめ地僚の騰貴を促す等の結果、著しく工業地域の機能を減殺し一方

工場と住宅墜校等特に静説を必要 ｴ する建築物色の近接に困って生十る保安 、 街生 ｟ Ｔ ｾＮ の 附Ｚ

得も亦往々物議の種 ー となる。併し乍ち此等の ｾ ｉ Ｚ［ 工業建築物を工業地域の全般から排除 す る

こ主は住居専用地区の場合と同様貰怖に過しないものとして工業地域( 特別地区を含む)

内の特に 必要と認められる部分に釘し工業専用地匿を指定する事に定められにものである

以上φ趣旨 に依り 、本地底の指定は主として工業泊地主して最も重要な港濁、運河沼の

土地に封 し幣7 l k のものが原則 として考へ られ、集図的 lこ大面積のもの とする場合には通首

に住宅、届制i、飲食品勾二の許容される地域を除外す る方針である。

本地区内に於げる禁止用途は施行規則第311康の7の通 りであって、 大髄非工業建築物中棟
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数敷地面積等刀_t から此の地区の最も建蔽される危険のあるものが選定されてゐる。向工

場に附随する同じ敷地内の位宅、寄宿舎等は許容され、叉地区指定以前から在る不適格建

築物に付ては住居専用地区の場合と同様の制限を受付る口( 施行規則第3(1謙の8)

此の制度は大都市及工業都市に於ける j桂樹、運河泊、担立地等に封し蹟〈運用される方

針であって、将来都市計霊施設の撹充と相{ 突って工業能率及土地利用上容興する所甚大で

あらうと思ふ。

(  3  ) 指定建築物の担類を整理し、概して商業地域及未指定地域内に於ける制限を緩和 し

にこと( 施行令第l 録、第2際、第3[1深〉

各種の地域 lま之を位居地域と業務地域とに大別して考へる ことが出来る。 業務地域中工

業地域は業務の ｎｲ 類規模共に全〈制限を受付ぬ自 ｾ ｉｩ な地域である関係 上、質 際の指定は住

居地域からｾｊＡ Ｂ れ＿こ部分に配置され勝ちである ｄ 之に反し商業及未指定地域は或程度業務上

の ｦ ｉｩ ｉ ｊｰ ｬｾｾ 受け 、住居地域との関聯はより符接である。就中商業地域は住居地域の主要街路 Ｇ

に普〈配置されるのが普通の形式である。今回の改正に於ては 、電力使用の普夏、精密機

器製作、製氷、冷凍の如雲 、比較的公害の少い大工場の精力H、一般に工場公害に劃する除

寄方法の殻建等近年に於げる相嘗顕著な事情の鑓化に 鑑み 、此等の業務地域に於げる工場

の配分に闘し茄干の修正が力11へられにのであ る。即も第 2 僚に於て尚業地域には位居地域

に近接して必妥であり且差文ない程度の小規模工場が許寄与されることになり、第 3 僚に於

て未指定地域には大H"i t具工場の一部ド解放されること〉なつにのである。此の改正は僚項

は僅かであるけれ共何れも技官工場の教は比較的多いので 、工場従業員の職場と位所との

附敵、工場jf前夜に因る諸積の不便、大工場集釈に因る附近地のそ行主l: とよ也f期待貴等の地域指

定に伴ふ諸般の事態は相首 に緩和される 事になるであらう。 業務地域内容の検討 と同時に

住居地域の純化に付ても考へられるのであるが、之は前に述べ? こ如 〈大髄住居専用地区指

定の方法に依る方針である魚、施行令第 1僚に付て は此の趣旨の改正はなかっ fこ詩である

途僚には、第 l僚に於て第2批の( ロ) ( ハ) ( ヨ) ( タ〉が改つ? こ。従来より制限の強

〈なつに製¥1;( ま〈ロ〉の溶解アセチレンガスに非るアセチレンガスを用ふる金属修持、( グ〉

の瓦、及酷瑚鍛器の製法が禁止用途に) J I 1へられ? こ事で、 ( ハ〉は従来但書で許可の方針で

あつにものを明記し? こものであり 、 ( ホ) ( ヨ〉は従来第 31阪中にあっ? こものを移すこと

により工業地域のみに許存 されにも のを米指定地域迄描げられにのである。第 2 僚に於て

は第 2 枕に但警が力11へられて、 三種の工場業態が従来の工業及未指定地域から降j業地域に

迄繍げられに。之に依って自特車、自動率の修繕、金属品の熔接熔断、器具、玩J 1; 、家具よ

ち[ 物類の製造、鍍金、/1、型鋳物等の工場が多数浮ぴ上る詩である。第 3僚に於ては第 l 批

但書・が改められ、印刷、精密機器製作、製氷、冷凍工場に劃する馬力制限が取除かれに結

果原動機50馬力以上のものが未指定地域に解放されること になった。精諸機器とは光準用

機械器ー具、度重{鈎告普及計淑IJ様、 科書皇的機械器具、髄療機械器具、共の他之に準今る精密機
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械昔器具及部分品の類であらう 。

(  4  ) 不適格建築物の繍張等lこ闘する 期限を撤廃すると共に共のJl ilJI浪を油j E ならし めたこ

と ( 施行合第31獲のわ

従来の規定に依れば各地域内 に於げる不泊;格建築物は一定の期日を限り所定の制限内に

於て繍張又は用途饗更を認められて居つに。此の期限は首初 10年とし 、後 5 年を延期され

にのであるが 6 大都市 tこ於て は再び近 〈そ の期限に到達する ことになっ fこ1君、之を強行す

るか延期するか、若〈は撤! 廷するか、何れかに規定の改正を 必要とするに至つにのであっ

て査闘に於りる数千の該嘗建築物殊に工場にとって極ーめて重大な問題であつにのである。

工場等に於ては共の場所に存在し営業することを認むる 以上常に或極度業態の鎖張と饗

更を認めない課に行かないので 、此の期限を強行し又は延期すると云よ、事は 、何れにもせ

よ油嘗な時期tこ於て自然的に或は強il Jl J的に之を立退かせて地域 I;t; j に於げる不油格建築物を

清掃す る見通しがなければならぬ。

然るに、不泊格工場の移時は公立' を以てすると自費を以てするとに拘らす= 莫大な資 金を

要する 極めて困難な事業と 15へられる。又期限を附することにイ1 0 移特を促進する数巣に

干j ては過去の賢績に於て幾分は認められるけれ共、全般から見て些少のものと謂はねばな

ら十一商共の構造設備を立退き期限の有る恨設的な不徹底なものとする事は直接除等の勤li

から見れば去 ｪｊ って反主 ｊ の結果 ｻｴ＾ ｦ 伝子る事にもなる ｯ 此等の馴に ｉ ｾ ｲＮ ｪ し事怖を光Ｍ分考 ｊＺｾＺ の 上今

回期限を撤駁する事に決せられ?このである。

燐張及用途鑓更に劃する ilt JJ 限に付ては

ｉ 敷地の披張ｩＧ禁じて 、 不遡ｾ帯用途に使用される土地の範囲を限定しにこと

I 建築面積及床面怯〈延面積) の波張は資筈のないもお合には従来の限度以上に認め仰るものと し1:ζ と

E 建築面積、床面積及馬力放の級殺を7限度以 1: fこ俳許する際に於て地域の積 )]1) 度; 除筈の設備)1.. 1ま設

置を参酌すべきことを附加へ? 二ことに依り、業務地域に於ては[G般的に党大 1;.取扱を均し、引換

係イヰとして可及的除害方法を識せ' し むるj J 針なる司j : を明示しに こと

の 3 執が改められにのである。

建築物の密度並に道路幅に闘する規定の改正

建築物の統度即ち建築物の建築商抗、床面百! { の敷地商舶に到する告IJ 合並に尚さに附する

規定、即ち都市計説的には本砧J也域iliJ J e郁せられるもの 、及之と 4tf 接な閥係のある道路幅

に閥する規定は全閥的には都市の各 ｴ ｾＱ Ｑ 分に於げる人口 Ｒｴｩ 度を統 ｉｬｴｬ ｊ し 、 局部的には環境 の 通

風、採光、防火等の諸僚件を決定する要素 t なり 、都市に於ける保安、街生、交通上極め

て重大な意義がある 。然るに従来の法律並に勅令の規定は 、之を{ ; : ;! 撃的に立詮する事は絵

程困難であるげれ共、現在のn止命情勢に於て都市計霊上既に不充分不徹底なものとなっ?こ

事は 、各方商の一致し? こ結論であつに。加|ふるに 、最近都市防空 と木造家屋{ t > 主鰭とする

我閣の都市に於て 、家屋ω分散疎開の必要が重岡される に至つにので、今間関係規定が全

般的に強化されにのである。
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(  1  ) 工業地域及未指定地域内に於ける建築商積の敷地商積に封する割合の限度 7/ 10 ｾナ

6/ 10に改めにこと〔施行令第14f1恥

従来の規定に依れば此の割合は 、住居地域6/ 10、工業及未指定地域7ハ0、|商業地域8ハ0

であっ＿こが、質情に鑑み特に工業及米指定地域に於ける制限が強化され＿こ。此の改正に Ｈ Ｑｾ

り此等の地域内 1[. 於ける工場の街生J : 1 l f Z に防空上者二しい改善が期待される外、多数の工場

従業員の住宅等に於て改善される所も亦極めて大き いであらう。

向住居地域内に於げる制限の強化に付ても、 首然考」、可きであるが、之に閲しては専ら

益地々医制度の運用に倹つ趣旨で勅令の規定は従来の通り据えをかれにもの と考へられる

( 2 ) 釧 々 匿 の{I il肢を設けにこと (達許認; 信号為1許 認 ? 頴:22; )

従来殆ど運用を見な かっ?こ のである が、令第 14僚の 2 の規定に依り 地方長官の指定する

l高域内に於て は宰i也の最少限度に付規定し得る ことになって ゐfこ。今回事柄の軍要性に鑑

み之を都市計藍の施設 とし、内 務大臣決定のものに改め 、同時に制限内零にやj て し 床 面

積と敷地問債との割合及建物の敷地境界線よりの距鰍に閥し規定すること〉し 、建築物の

分散疎開の間的に池俗に添ょ、も のに改められに。

沼 地々ｼ 芯 ｪ ｬ ｊｬ｝ 限に閲する施行 ｴ ＩＡｊ ＡＱｪ の規定 ｬ 阜 、ｊＧ ｻｩｴ こ制限の組問除外例及 ｪ 刊 誌の意義 ｾ ｮ 月かに

してゐるに過ぎない の ｔ 、 具鵠的 の ｬｉ ， ｉｊ 限 は指定の制度共の ｈｬｬ 院 に Ｑ ｾ ｊ ・て定められること に な

ってゐる。

大韓の) J 長案として下表の標準が先程地方長官先週! 操 5 れて居り 、共の土地の i也貌、剖 i也

古IJ 現 :( r: のJ也(-t 等を三1:: として参酌し決定 3 れるものである。

ｚ 民 地々ｾ和別決定 標準

床 面 積 の 敷 地 面 建物の外感商より敷 地 境界 に 至 る ｾ｡ 出Ｈ￉
ｾＭ j 也 キ 加 ;

|  第2! 向階i 以上の階の
積 に 書きする制 作

一 般 M i 育 の 第 百 ｾｉｊ＠ 里遺薗の場合

2制空地キ|占" 2/10 ト5 氷; 3. 5米

3制空地々 レ山 3/ 10 1.5 3. う

4制空地々 l町、 4/ 10 トO 2. 0  

5剖空f色々 以 5/ 10 1. 0  2.0 

6制Z定地 k [バ 6/10 

Ｗ 筈 ｕ ｾ ｪ 色 々 胤 7/10  

北向壁面とは東北乃至西北の方位 iこ面する持面を言問J 、

1  
地区指定の際既に j米商積から 規 定の1+;IJ 合を超過してゐるもの に釘する除外例に付ては、

共の時の寄IJ 合を超えない程度に於て改築、再築( 災害に悶り滅失しに場合の改築) が認め

られ敷地境界線よりの後退に開する規定に 付ては、道路、公開等を除 〈隣家の敷地との境

界に付いてのみ H，I] 限を受け又物置ノj 、合、 門WHfJ 立の出 さの 低いもの及便所、 附段位勾: の
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幅 Ｒ 米以下の突出部等［｜こして隣家にま うｊ す る影響の少いものは 制 ｾｬｾｾ 除外される事になって

ゐる口

用語に付ては、床面積の定義が従来なかっ? こので之が加へられ、通例の場合に於てはl歪

階及 ｩ 也階 ｾｉ 徐〈部分の床面債を通算するものとし、 零粛に於ける零除空地の 保有等特別 の

意義を持: つ空地々医に於てのみi薗用する趣旨で第 l 附のみ に付ても計算し得るこ主になっ・

てゐる。 屋階にして普通階と大差ないものは普通階と して取扱ふことは施行' ) ; ; ' 1 . 則第 l 僚に

規定されて居る通りである。

空地々匿の指定は 、前述の通り防主に於ても組 めて重要であるので、大都市及防空重要

都市の周園己於げる未開設及開費途上の部分に針し普く宜施する方針であって 、既に東京

市、大阪市等に於ては都市計霊地方委員合の予元で鋭意指定の準備中でゐる。

( 3 ) 道路幅戸最小限度9尺を4米に改め? ここと ( 法律第26I 1様、施行令第30(濠〉

首初本法に於て認むる道路幅の最小限を 9尺と定的?ここと は、法制定首時の既成市街地

の状況に従つ fこものと思ふのであるが、共空〉後自動車の護達にl ' ドひ→段交通並に防長防火

lこ閥する防衛消防上谷々幅員の不充分なことが認められ、のみならす' 保健街生上の必要も

加はって_ I-.記の如 〈改正 されにのである。只既に家屋が連婚し或は局u可等に泊ひ 、横幅困

ｾｾｴ な場合も砂からす・めるので 、 之に付・ては己むｾ得ぎるものとして例外を認め 、 又用地的

な専ら数戸の家屋の出 入の魚の道路の如く共の配置にイ交って特に必要なしと認められるも

のに付ては土地区割整理設計又は指定建築制i に恭き築造されTこものに限り従来の規定の通

b取扱ふ こと〉 なってゐる。

(  4  ) 高度地匝の制度を設tr) 1 ここと〈法律第II! 深第2項、施行令第11俗、第14r濠のめ

高度 地 直とは建物の最高限度叉は最低限度に や ｪ て制限ホる ｪ 也医であって 、 従米施行令 ｾ ｉ Ｎ ｉ

に規定‘ されてゐ Tこその f;t，Eの内容の ものを法律に診し 、従来地方長官決定であつにものを谷

地々 l @: と同様都市計輩の施設として 内務大臣決定のもの に改めにに過ぎなし、口向最低限地

区に付・ては現在来京の新宿時新版場、大li反牒前j荷揚刷jl!1戸市内に指定されて居り 、最高阪

地区に付ては近〈特殊の意味に於て inl ll者11の一部に指定される筈であるが、4ヰJ度統制の目的

には祭地々医の指定の方がより泊‘切である ので 、 ｊ ｾｴ の意味の両度地医指定の機合は祈であ

らう 。

其 の 他 の 改 正

(  1  ) 施行令の緩和規定を肢 11-: しにことぐ施行令第31ft恥

建築物の高き及敷地内吉宅地に閥寸る施行令の規定は従来中小都市に封してi ! . &1+J 剖徐外し

得る こととなってゐ fこのであるが、市民の保健並 lこ防空防火J :. の必要に依り差別的取扱を

鴛す こと は趨蛍でないも のとして施行令の緩和規定が廃止され? このである。但し用途地域

め指定がない場合には地域の源別 に基いて規定してゐる僚項は、適用 5 れないと云ふ解稗を

探ってゐる魚、JJ :t等の都市に於て直ちに制限内容の)JII はるのは構造右下別に依る建物の高 さ
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に闘する規定のみであり 、用途地域指定を要せすして精度統制lのみを 必要とする場合 には

ｚＺＺ ｾ￞ 也々医指定の方法 に依る 詩であ る。

(  2  ) 態崩れに FI: I る災害の防止に閲する規定を1J 11へ?ここ と ( 施行規則第91漆の2)

従来此の目的の潟、擁壁{ f 築造する場合に於て強度計算は 一般建築物に聞する規定 例E

tl J し、向地方に於てi由主構造規定を設げ得る事となってゐにが、過般の耐'1' 戸及点京に於け

石災害 に鑑み更 に足らぬ鮎を迫力H規定せられにのである。此の改正に依り、 産地に建築 敷

地を造成する場合に於ても認可を要すること〉なれ斜商の勾配や建物の崖からの距離に

1;Jーでは地方細則中に規定を加lへるか又は仰l々の場合 に於て相首の制限を話すことぜなつに

( 3 ) 木造建物の防火壁に木骨・造のものを認むることに改めにこと( 規則第30線、第321濠〉

従来の規定に依れば防火壁は鎖骨又は銭筋コンクリ{ ト遣のものに限られてゐ? こが、賞

験の結果等 に徴 し木骨防火被覆のものをも埴' 富と し之 を認むることになっ? こ。規則に例示

しであるものは塗りむらに依る献陥を防ムするs . t 中央に金属板を入れ、雨側 3 糎宛の鍛綱

モルタルを添え 、雨側の桂梁等にi直嘗 tこ取イ寸( 1 、類焼の際には火元と反ますの側が袋行: する

如〈工夫されfこものであるが、別に木造骨組を建て雨 (f411カ〉ら同拡の防火被援を添え にも の

等趣旨及防火効力の同様な他の措法のものも認めることになってゐる。

(  4  ) 防火地底内に於りる建物の間口部及軒裏等の防火皮ーを高め? ここと( 施行規則第 1211穫、

第 ＱＲＷ 後、第 ＱＲＸ 録、第 ＱＲＹＨｾ Ｉ

木造建築物に近接する耐火及準耐火建築a拘に於て 、間口部に防火戸の設りなさ 1';: 、共の

WF > 分から延焼し Tこ事例が砂からすめるので 、周回の! l J ，況に依 b防火 同主に支障なしと認め

られる場合に限り防火戸の設置を免除寸る事に改められに こと、及乙腕防火地底内に於け

る建物の軒 、 ｊ 正 、 ｩｾｔ 蛇 ｉｊ ＱｉＺ 、 屋 窓 、 綾部 ｬｩ 塔の類は従来木怖を錨板で被援し Ｗ こ利Ａ立のもので差

文なかっ ｦ このを 、 外壁と同掛 ｈ ｬ 主 耐火構造に改められにこと の 二場ｾであって 、 後者 ｬ ま防吉正建

築現則の制定に防JJ 櫛し必要となっ fこものである。

( 5 ) 美il 型若手持委員合の11i1H支を設( 1 1ここと ( 施行規員IJ 第139際〉

必要に! 底じ道府!院に美抑審持委員令を世〈ことに定められ1: 。差首 り美? 阻J也医の指定あ

る東京、大阪及近〈指定される激定 (i[ilj '者1¥) の三E に設置される事 になるであらう。同委

員合は主要な認可事項をー容持する外、一般 lこ者1¥市美問題を判芥ー審 議す可き旨先程地方長官

宛通牒されてゐるので、腕告、看板路上工作物 の持化問題等も迫々此の機閥を通じて解決

されるものと期待してゐる次第である。

(  6  ) 建築物使用認可の手続は通例之を要せき' るものとし7ここと〔施行規則第145録、第147餓〉

市街地建 事手 当 初法は事質 ｊ Ｍ｟ｾ 般市民を相手とする法 ｦ ｊＡ‘である需手紙の紫獄、が最も非難の的

になるのである。 今囲内容の強化 に伴ひ- -[61子J制の簡易化の必要を認め 、従来建築認可を

要する租類のも のは使用認可後でなげれば佼 fj j/Il， ＿ｪｾなかっ＿このを 、 建築認可のｼ緊特に指定

きれに場合の外使用認可を要せ まる 事 lこ故防られ 1: 0  ; ，' ，} チ績の規定は地方の納l則に規定さ
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れ て ゐ る もの が 多い の で 、共 の方 の 簡 易化 iこ付 て も 通 牒 で 指 示 さ れ て 居 1) 、 各 府1障に於 て

相 嘗共 の趣 旨 を 徹底 する 細 則 の 改疋 が行はれつ〉ある。

以 上 を 以 て 今回 改 正の市 街 地 建 築 物 法、施 行 令、脇 行 規 則 'i l
内 容 に|相す る 主 な る 事 項 の

趣 旨 ぞ 概 略 説 明 しに 積 りである 。 ( 昭和 14. 2. 7稿)

1 1 1 8  

空 地 の 新 し き 利 用 ご と て の 駐 車 場

ロスア ン ゼ ノ レ ａ の商業地阪にｾｾヴる

例 入所有 の駐車海

市の報道機関? 二る= ウ ヨー ク州、l局 (

the  New Y  ork Stat e  Bureau of  

Municipal  ]nformati 心の調査によると

= ウヨ ーク州の 53の都市が商業広域に

馬主車携を設備し 、偽i 9 7 の都市が島幸恵棋

の需要 に惚じｾｾｽると報告されて舟る 。

而も駐車の銭の. 杭I l ! [Q': 1士、 ] thaca では

1  H  15 セント 、 l 遡75七アト 、 1 )J 3  

ｾ［と云ふことになって舟ＱＩ ， New  

とRochel! eでは、瞥時の聞と云ふものに

望者し 、 ｟ｮ 生時 間位迄 ｬ ま ｭｾ 貨としそれ以

，上は 15セY ト乃 至25セン ト要求して居るところも あるが、うl の都市 lま一般的に都市駐車場

は無料 ど云ふ ことに して居る。

駐 車能力と しては、Hastings-on-Hudson ( 人口 7. 097) の25菱、 とSherburne ( 人口 1. 077)

Amityvi ll e  ( 4. 437) 、Albi on Ｈ Ｔ ＮＸ ＷＸ Ｉ 等の各 Ｕ ｑｾＩ そして ｒ ｯｳ ｬ ｹ ｮ ( 1. 630)  60蓋から

Lynbr ook C  11 .  903) 及 Well svill e Ｈ Ｕ ， Ｖ ＷＴ Ｉ の Ｕ Ｐ Ｐ ｾ 車 、 ＱＺＱ Ｑ 園都市 ｃ 10.000 ) の775室、 そして

、VaJl ey Slream ( 人口 11 . 790) の1. 000]i をまでめる 。

都市 の心臓部がi新次人口がf!'3'iti して行手 、 そして』訟で笠間人口と 従問) 人口に殺し L 、差異

が生 じて来る ところは銀行、令請土の大ピルヂシグヵ :集中する商業中心地となる。比の事か

ら交遁機関と しての自動車の別用金々甚Tごしくなって床 1: 、米閣の各都市に於て、 自動車

の 駐 車用 地 ｾＴ 写 る ｅ 云ム問題が都市問題 ｴ して新し ｌ 、 話題を提供し ｴ :" 

そこで米国 の各都市では州及燃等と協力して剃絵地全般車場5として利用する こ とω工夫

をし始め にのでめ るが、 それでも向11駄車用地の需要に隠じかねるので最近更に工夫をこ

ら し 、 個人所 有 地 の ピ ル盟主地の空 ｴ 患を之に利用 する ことを思ひＺｉ ｾ しれのでめる。

此慮に探銭し 1: 潟 ¥ft. ({まその例で 、道路の交主li fr" 1i l 1. 客せき' る様、いづれも ピルの数地 内に 、

行儀よく自動車が駐車 してゐ る。

CParki ng  L ots.  A  New  City Acti vit y.  Awa ican Ci ly; Dec.， 1938)  



美 観 審 査 委 員 舎 と そ の 運 用 に 就 て

千 野 民

多年の姐望であっ fこ、 ー芙1四苦手芥. 委日令は木年 l 月 9 日内務行令に依り 、突如として件誕

し1: 。此委員合に就ては 、都市計主東京地方委日令及布Il i打美協令あ? こりでは、数年前から

その賓現を熱烈に要望し、又金問都市美協議合に於ても、共制度化を必要として決議し 、

夏めて議令に建議をしに。或は叉、個人としても 、諸方商の相官多〈の人が筆に 、 口に 、

その賓現を熱望して来 fこのであっ? こ。然し一般の空気から云って、後り簡翠には賓現しさ

うにもなかっ? こので、斯う は要望するもの〉、費現は先へ行つての事と思って居Tこのであ

っTこ。 ところが、殆ど同等の陣痛な く、 1 E } ] 勿々安らかに誕生しにので 、それ丈けに都市

の 健全なる乞化的設展ｾ Ｎ ＩＧＩへ る 人ｩＱにとっては 、 鷺異的の特ーであっ ＱＺ 。賀に斯界の＿こめに

ｾｦＭ Ｇｬ すべきことである 。

2  

この j 二は、委員令の健全なる成長を只管祈るばかりであるが、 このMcに、走:が運用に付

いてご.三ぷ小j を述べてみ? こい。

ibt 初に此委日子? の，iff問に興る範囲であるが、現在 l立美問地区に限定されて居るが 、漸 進

的に行 く ものとすれば、知 Ｑ 段階としては 、 かくゆくのが常識 ｉＧ ｾ であると思ふが 、 然 し、

必丈けでは不充分であることは云ふ迄もない。少くとも弐ぎに禍ぐる諸j ; _ f { 域は 、美 11史上也肝ー

に指定するなり 、或( 主44・に委計千? の諮問に附すべき医域として 、り|杭し、て近き 日に於て i盛j

用1屯固に力11へられねばならぬと jU、はれる。

1.  ';ι 域 、離 宮、待Jl所ーの/ ; 付近

2. 祉 寺、{ 仲間、数 ?? 堂の境内及其附近

3. 公間、民場公館地帯及共附近

4 史蹟、名所、天然記念物法により指定せられ? こる史蹟跡地 ; &j J; 附 近

5. 主喜要E

6.  )風武致上地也rr-t;阪?王:  

ずi J ) 11
1
でも風致地区に枕てはq. ，') にその必要を痛感するものである。と云ょ、のは風致地慌

の現行i / i 1J 度に於ても 、工何物 D形 態、意匠、外 壁 D 材 料、主 色等にイJ し、て環境、風致のホ11，

Ｑ
｣ｊ

ｩ ｊＩ 岱 ｬ 二、 ｬ ｲｸＮ Ｊｩｩ￭ｾ 行って居る の である。と こ ろが 、 現行 ｩ ｬ ￬ｬ ｊ 度 ｬ こ於ては 、 兵器的にはやす等法

女二 ｬ 二 〉 とめて回一るところ カ ザＡ引、から 、 取締に確 ｦ こる根嫁カザＡＡｾｾ 、 。従て線、て取扱陪任者の主槻

lこ依って決定される のであるから 、相常医々 Tこるものであり 、叉時 lこは共宇IJ ＱＭｴ に ｝ｅｍｾ を得
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ない もの もあ る らし し 矯めにいらさ' る問題を起し 、叉一部には風致地区の制度を即; ふも

のさへl竹来せ しむる 賓献である。か〉る現社kでは風致地1 &jl;I Jの岡織なる護達の需にも憂i 、

可 きことで あるから 、可及的近き日に風致地院は委員合の構限油用区域内に入れる必要が

ある。而 して 風致地区内に於げる取締の規準を 、委員舎に諮って定め 、この規準に則って

合理的に取締 る可きである。叉 この規準を公示 して、Js'( <  i I T民に会11らしめてを〈 必要があ

る。そ うすれば、 風致地区内に於ては この規準1.: 反することは 、常し得な いのfごと云ふこ

とをｾｾ象め知っ て お くこ とに依って 、 無駄な計量ーをなすことから辿Ｚり得られるし 、 叉不必要

なる問題を惹起す るこ とが出来るのである。是は単に事務の合理化に過ぎないの であって

複雑な問題ではないのである。大躍風致地区ーは、美観地区と性質を同ふ するものであるか

ら、美槻地区に委員合の様限を鼓動せ しむるならば、風致地区にも褒動あっ て然るべきで

ある。現 賓の問題と して 東京に於ては、美1団地直内に建ち並ぶ建築物は 、大建築が多 く、

従て是等め建築は 、多 〈構成ある建築家 に依って設計され、施工されるのであ るか ら、問

題を起すことも 少 〈ないのである。と ころが、風致地区内に於りる建築は 、大小種々雑多

でもあ り、 敢 に於ては中小建築が、その大部分であるから 、自然建築技師の手にか〉るこ

とが齢 〈、 大工の頭梁まかせのものが多いのであるから 、問題も起しやすいのでゐる。殊

に長に於ては美irJ l J 也匿とは比較なちぬ位数多4いのであり 、而も取締に於て規準が無いと云

」、の?ごか ら、見や うに依つては随分妙なわりである。それl吹か〉る委員令が出来?こ以上は

風致地区は美1即:血直と同様に、 委員合の樺限殻動閤内に置 く可きである。

5  

委員合の諮問に附せられる釘象に就ては 、殻令後1mが無し 、ので、ま?ご地方長官に於て制

定し? こ地方がないから 、そのEE らる可き 一内容は 、勿論詳9. :11することは/ +'，?l U; いが、然し 、

建築物 iこ闘する映り、市街地建築物法協行規則第五章の美樹地直ーに闘する規程〈銘 1361，傑

乃至第 142僚〉の中に掲げられて居る事項は 、線、てその釘象となることは想像に雛〈なし 、。

即ち問視程 lこ於ては 、建築物の意医、高、軒高、外壁の材料、主色 、共建築物の排水管ニ

排気管、暖房鍛管、10折哲:及煙突の類にま1': 1 " して是を取締ることが出来ることになって居る

然 し 、 都 市 の美 Ｑ 聞の達成には 、 ｾ Ｍ に建築物のみの取締のみではこと足るものではない。

是以外の工作物遣にその油用範囲を繍める必要がある o H[J ち迫・路、橋梁、高架道、R足場、

記念物、屋外蹟告物、出: 寺境内、風致保存、土地開設、区) k' 1J 整理等lま何れもその封象とな

る可きものであ る。地方長官に於て 、規定せらるる場合は 、以上のものは第一次的にその

内容に盛 らる 〉ことを望むものであ る。

4  

取符胡 程は、 その七1:質上、他 〈迄消極的のものであって 、決して積極的な、建設的、指

導的の ものではなし 、。であるから 、取締規程丈げを備へ得fこから と云って、 都市の美腕建
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設に於て 、総て手は打もまましである等とは 、勿論考へ らる可きではな い。又取締 に於て も

即ち若手美判定 に於ても 、都市の将来は斯くある可き に、 市j して斯〈なるのに し 大 韓 の 規

準が興へら れ、 方針が示めされて 、 その目的達成のｾめに障害 に な る から取締るの 亡 、 叉

それ宅は逆効果を興へる ことに なるから禁止するのにと 云ふ こと にな れば、自ら耳又締の意

義が徹底するわげになるのである。

此意味に於 て、 都市の美観整備の需には 、 ｾ政者はその都市の将来の赴〈ところは 、 ｪ 折

〈ある可き ?ご と云ょ、主ころを示す可きである。殊に都市美に就ては 、妻術的範器; に属する

部商が多L 、か色して 、闘係官局者に於ても 、各の理想とする とこ ろは 、必すもしも一致して

居るものでもなし叉市民に就ても同様であって 、殊に一般大衆は是等の事 lこ劃して深い

理解を持って居るわけでもな いのであるから市民の間に於て大髄の橿つ に槻念があり得 る

わりのものでもな い。是は首然属政者に於て立案して 、是を委員舎 に諮って審議を重ねて

決定すべ きである。元来 日本の都市に於ては都市美問題 lこ就ては勿論の こと、共他都市計

置に就ても叉産業計撃に就ても、人口問題に就ても 、共他何れの部内に就ても 、凡そ科率

的に研討され? こる計置のあることは寡聞にして聞かない。

都市美建設に於て謀術的慣値の高いものを 、. 望めば監u 程、その根幹に於て 、又共護足

に於て、恭本的綜合計置が先づ必要である。償値高い交響楽 tこ於ては 、先づ曲 lこ於て偉大

なる作品? こる事を必要とする。而してその表現に於て優れ? こ音楽家が必要であり 、叉指揮

者が必要である。この三者が揃って 、初めて真に憤値高い音柴が生れるものである・は云ふ

までもなし、。都市美建設も全〈同犠1:: 0 根幹となるべき優れに基本的綜合言|聾があり 、個

々の建設に立減な技術あり 、E つ信頼すべ き指導者があって 、初めて優れ? こ都T t i 美が建設

さる〉ものである。然るに基本案もな く、 又理想案もなくして 、都市建設、都市美構成を

鴛さんとし fこところで 、是では誰もが、おr先き民l情であって 、各自がてんでに好き勝手な

事含考へ、各自の望むところを兵糧化しゃうとするのであって 、是では一躍将来はど うな

るのであるか。

第 1 に準協すべき基本計設が無げれば、審3集委員合は何を基準に 、諮問事項を審森判定

寸るのであるか、単なる常識や、思ひ付き丈げで判定されては 、理想、の宜現等は夢想、Tごに

} 明石ぬ ことで、建設され? こものに盟条もなりれば組織もな し 金 〈思ひ付きで出来?こ都市

以上に、 一歩も出ることが出来ないのではな し、か。

去基本計霊があり 、叉理想がめって 、是と封} ! 現して不可とか、或は是 と封照してwr くある

可しと云五、ならば、大きな誤りはなく 、晩かれ早かれ、目的に一歩々々近づき 、遂には是

を達成する ことが出来るのである。

叉現賓の問題と して、此都市は将来斯くある可き ?ご とか、此都市の此部分は大韓斯く建

設さ る可き に、 と云よ、兵器的な計主主が定ま って居れば、此の計霊の遂行に障害 になるや う

なものは一切許きれないわりである。
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ｦ こと へば 、 東京 に 於て丸ノ内の将来は斯くなる可きであるとか 、 御ｾｾの周閣の工 作 物は

斯〈建設せらる可きであるとか 、 f I C 鰭案なれ理想案なりが樹てられ、市して 一般に示め

されて居るならば、市民が個々の建築物なれ或は工作物を建設するに於ても 、 その案に

飴り にかりはなれにものを計聾することは 、結局許可きれないことになるから 、最初から

計叢 しない事になるであら うから 、，i調子は十れのものは 、結局1 [ ;IJ 11: ｾれることになるので

ある。

又市民力 Z何 々の建設を計霊する場合、共都市又はその地区全龍のことを 、考慮して計聾

する ことは到底あり得なし 、。叉事責そのやうな能力もあり得なし 、。是等に闘して 、大阪の

御堂筋に就いて云ふならば、御堂筋の大阪市に持つ使命、重要さ 、或はその庚潤 f二る路幅

等を考慮し て、 是に適合せしむるにはどの様な建築をしにら相躍しいか 、叉どの様な建築ー

である可1きか 、御堂筋力 Z重要なれば、重要なる程、1慎重に考聴きれ、計撃されねばならな

し、。 ところで此虚に建築する個々の建築主が 、御堂筋全般に亘つての綜合計査を顕に畳い

ての 、その一部分としての個々の建築を計費ーする者はある筈は 1 H、し 、又偶人に於ては 、

よしんば、 その人がその途の専門家であるとしても 、総てを見透して 、金贈としては 、か

くある可き? ごからと 云って、斯る設計ーをなすのにと 、言十査を樹てる ことは事賞不可能てずあ

る。従て関係首局としては 、御堂筋に建つ可き 建築は 、斯くある可さにと云ふ 、基本計誌

なり 、理想、案なりを作成して 、先つ口、て蹟〈寸'ij 更に提示すべき必要がある。と ころが現在

に於ては 、大阪市に於ても 、j荷に於ても亦古|川-f 11十諸- 大限地方委員合に於ても 、勝又官j毛布ー

識者に依って組織されて居る 、 腕昔物審夜委員合に於ても 、 斯る案の持合はない棋であ

る。赴では御堂筋に建も並ぶ建築物カヘどんなになるか、市r : もが漁期出来ないし 、叉恨に

現怨を整〈 人があっ? ことしても 、到底そ の質現! ま望みも得ぬことである。

大 ｉｉ 反ｉＡ出こでも、今聞の規 則 の改 ー 正に依って 、 美制審奈委員千日 ｱｩ Ｇ ，ｾ七ること］ 思 ふが、?こ

とへ委員合力 ［ｉｈ ｾｱ こからと云って 、 御堂筋に恭本計撃が ＱＡｾｩ かつにならば 、 ＺＱｩくぎ々々 に 聞 Ｑ ＭＱＭ Ｇ ，

て来る 佃 々の建築物に就て 、何等一定の根嬢なくして 、1I ! f ; 英然と良し 、悪しを決定する うと

りであって 、制めて良い力H減のものであり 、意義の少 〈ないもので、起: ではイII i I の々建築物

なれ工作物が建設され 、 完成する日カ ［ｾｱ ことしても 、 そ こに何等の荷調もなく 、 綜合美

もなく 、‘民の都市美も求め得ない。要する空地が去っ 7こに過ぎない。

ｾ￞ｲ るが故 ｴ 三 、 如何にしても事前に閥係首局に於て基本的綜合計 霊築 を樹て 、 ｊ とを委員向

に諮ってき各方面の専門的智識に基い !て慎重審議して 、確にる計査を樹てる ことが如何に

しても必要である。殊に此際は 、大阪市全般としても重要なる問題でみるから 、計霊祭も

l 案、 2 案 、 1案と 3 つ位案を樹て 、パブリツク ・ヒヤ リングの形 に於 て な れ 何 等 か の

方法に依つで、市民の意見を聴くことも 、市民全髄の御堂筋と云」、閥心を深め 、且つ皆ヵ;

j去を誰立て るのにと云ふ概念を植付りることに於ても! 必要である。斯くするならば、市民

一般が、御堂筋l主将来か〈なるのに と云ふ概念を持ち 、且つ理W(，{ f 持つこ とに なるから 、
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此綜合計聾 ｾｬ 成るやうな、異端的な、 或は 利己的な、低調な建築物又は工作物の ｴｬＱ 現は、

自て? と ま):P{li l ] されることにもなる のである。

6  

J くぎに者I1市美の構成であ るが、是には勿論多〈の要素が這入って来るが、これの一部で

ある地方色、者I1性及ひ' 色彩等に就て考へてみにし 、。

地方色の構成要素の多〈の都町営支配するも のは 、何と云つでも自然的要素並に自然的

景i慌てある。都市、殊に近代的都市に於ては 、 その受くる影響は少〈ないとは云ふ もの〉

撚しその根本に於て支配するものは自然的要素である。赴を極端に釘比するならば、皇室帯

lこ於げる者1¥i l - i と、熱帯に於りる都市とは、部i! i ? f : : 謹の持つ色彩に於て判然Tこる差異がある

L 、又山岳部市と、臨海部市とは又相首趣を異にするも のが あるのである。

又人12的要素に於ても 、結局自然的要素に支配されることになるのであるが、文化の設

迷しない問、或は地方に在つてはその影響力 Z大 き し 殊 に 建 築 制 材 に於ては、共地方の手

近に入手し得る材料を主材とする閥係 |て、 その土地に於げる地方色 の色彩が、濃厚になる

附向カ［ｾ分にあ るのである。＿ことへば 、石材 が盟寓 にある土地に於ては石材を、木材 ｬ こ乏

しい土地に於ては煉瓦を多量に使則することになるのである。然し 、交通機関の殻達し

コンク リート の使用法の殻逮に伴って、漸失この傾 向は滞らぎつ〉ある主忠 i 、。従て地方

色を維持する ｊ Ｍ ｟ に於ては、此鼎に困 ［ＩＺＱＱ が加算されてｾＨるのである。現に近代的都￯ｔ ￮ は、ど

この者IITli も| 司じゃうな外1闘を立するやうなことになって来て居る。 31去には又 、後進者Ilrli が

うヒ進都市の真似をすること が手I陛に川来るやう になっ? こので、 一層 この傾向に拍車をかげ

るやうなことになって ｾｱ こ。丸の内が米間の都市の複製＿ごと去はれるのも 、こ の 現象の 一

つの搬はれであるであらうし、又 rll 小都市の者1¥心地、或は雌壊に 、王るところに銀座もど

きに、何々銀色h{t' 現出して居る のも亦その l つである。

か〉る傾向が増進すればする程、地方色はをのづから影を: " ( 供め、何鹿の高illi li も単一に塗

られ、金〈味のないものになってしまふ危険が多分にあるのである。

そこで 、地方色とは 、一地方、一地域の有つ極々なる要素を含めての特異性であるが、

公会今少し直切って考へてみると、A ' J ¥i li に於ては、個々の都市の判異性と云ふ ことじなる

主思はれる 、 而して ｪ ｌ Ｍ ｾＨ も の に ＱＱ ＯＮＱ性がなげれば、まるで一安物の既製品の様なもの で、味も

なければうま味もなし、。真につまらぬものになってしまうのでゐる白都市でもその通りで

ある。ど この都市へ行つでも 、テキスト ・ブック? こる先進者11市のまる砲しでは 、曲のない

もので 、飴りにも智恵、の足りなさをさらり Il'， して居る様なものでゐる口

都市には都市で、正しき個性がゐるわり ｪｾＧｯ 地理的に、睦史的 ｴ こ、 政治的に、 又 経情的

に、果又審美的に種々なる角度から考へられ? こ伯I々に都市の個性、即ち 都性と云ふものが

あるわり ＱｾＧ 。赴をじっくり検討して 、 正しく認識する必要がある。而して是を可及 的に他

会に ，1.11展せしめてゆかねばならなし、。基本的綜合計叢にあ? これ此者11性 を 誤 り な い 正 し
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〈生かす 、 これが根本的の大 きな 仕事の l つで ある。

御堂筋の計霊に営つでも同断である 、現 代的幹線道路 ｲ ｾ ど云ふので 、 此御堂筋に肱米 都

市の丸脅しは絶望号に避りて欲しし、。大阪には大阪の地理的要因あ り、歴史あり、 停統あ り

且つ政治的、経済的要因もあ る。是等を正し〈 認識し 、理解 して、大阪の都性を生かすや

うに計重 して欲しい のである。殊に東西御堂もある ことで ある から、是等と の調和な考へ

て欲しし、。近項の建築によ〈あ る様式亡が、地方色を 生かし 、日本趣味を出さうとする と

東京の軍人台館や、名古屋の市臆会等のや うに、 屋根に丈げに之を表現して、採って付 げ

に様に破風を戴せて、まるで花見の了雷霊をかぶっTこ様な型式を? とるのであるが、これで

地方色を採り入れにとか、又新時代の日本式形態を案出し得fこりとするのもどうかと思は

れる のである己も っと 熱れに、而して洗錬されに新浪速型とでも云ふ可寺 、大阪の都性を

生かしにものと この御堂筋の建設に於て創案して欲し いも のである 。

ヨたぎ 1: 都市の色調であるが、凡 そ我闘に於て 、今迄に都市全般の色彩の諾剰に就て考へ

られ? こことがあるであらうか。都市全般は J愚か、隣同志の建築物の色彩 iこ就でさへも、 同

ど考へられに事等ば ない と云って良いのではなし、か。 都市全般の色調会決定するも。のは 、

是亦自然的要素が基調をな すで あら うが、人魚的要素に於ては先づ建築であら う。こ の建

築物の色彩を盟系付りて統制 しなりれば、都市の大 きな都市美等は徹底的tこは求め得る 筈

がない。

都市全般の色調を甚 Ｑｾ 大臓な、且つ菊 ｌ 駁な分ｾ方をするならば 、 一 Ｎ ｶ 底 、 明快なる都市、

友色の都市、暗色の都市と云」、分類か、 或は又、白色の都市、褐色の都市ち紘色の者11-lli 、

黒色の都市と云」、分類に分りることが出来ゃしないか。又具髄的に云って 、世界の多〈の

都市を右の分類に分りる こと は、正確には勿論困難であるが、大臓なる主抑的のl出方を許

され るならばー臆は分類し得る様 lこも考へられる。

主ころで、都市の往方として右の分類に於て、どの種類の色彩の都市を揮ぶ可きかと云

へば、 暗色の都市よりも 、亦次色の都市 よりも、明 '1庚なる都市を企困すべき f ごと云ふこと

が一躍云へると思はれ る。然らば明快なる都市は如何にして建設す るかと云ふに、 決定的

な自然的保件は如何ともなし得す・としても、然らさ' る部分の自然的環境は 、人魚的に相首

鑓化せしめ得る のであるから、 都市の理事者に於て明快なる都市を建設せんとするならば

その指導原理を確立して、計 査を樹てこれを断行することに依って目的を達成し得るので

ある。然し我閣の現献に於ては、 需政者は 自己の撞嘗する都市が自然的環境に於て暗い主

か明るいとか 、 叉人ｾ的色 調 に於ては如何であるとか、或は叉都市の明暗 、 或建築物の色

調 とか、 言皆調 主かが市民の心理上に、如何なる影響を及ぼすか等 と云ふことを科製的 lこ汚

へ?こ事があ るであらうか。プルノ 戸・タ ウト博士が伯林のツヱ ーレン ドル フに建て? こジー

ドルングは、 是等の諸黙に闘して大いな示唆を興へるものであると思ふ。停々と樹ち並ぶ

松林の中 に、聯軒式の住宅群が道路を挟.，よしで封稿的 iこ建設されて居る 。 その外壁の色彩が
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一軒々々全部異って居るの で あるがに全鵠として見るときは、持紫ｾ基調とする極め て 淡

調のぼかしになって見へるやうになって居っ て、 民に気持の良い譜調を提し、是が背景・の

1会の級と調和して、賞に美しい住宅群の交響楽の感がある口

これを見るまでは 、住宅等・は個々 E荒々の色彩であるのが常道であって、隣接同志の建築

物の色彩の諮需品、群としての統制ある色調等は理論上は考へ得るとしても 、現賞には容易

に行はれ得 i ものではないと のみ思って居? このである。ところが、賢現に是を見せられ、

撚も其効果の橡想外に ｦ 拡大なるを ｲｵｾ のあ ｔ こり見せられにのでは 、 建築群 、 生ＱＺＺ宅群には斯〈

すべきであると信念を持? こさ' るを得な〈なつにので ある。従て御堂筋の建設に首つでも 、

建築物の色彩の譜調、統il1IJ の要を熱烈に提唱して敏ま ない のである o 殊に御堂筋の場合の

虫! 日、既設のた都市に於て、而もその主要街路の建築物が、一時を同ふして建設せられる

等と云ふ機合は 、そう' ( ! らに はあるまゐと思はれる し、宜ーに絶好の機合であるから、何と

か是を賓現して、天下に ￭ｬｭ をｾ｀ｩＺれて貰い ｦ こいものである。か〉る例が現質に示めされると

きは、 全閥的に影響を興へるも のであって 、その効果は計 り失uれぬものであると思はれる

大阪に美概容夜委員併の創設の障には初回の祁問事項として大御堂筋建設計聾の 中にこの

糊念も是非とも 入れてほしいも のである 。

6  

上に llif べ1:3U1 < 美il 晃容任委員令カ> 11' ，来ても、現事者に於て、都-m美構成 1-: に、基本的の

綜合計控訴ミを樹て〉居らなければ、ままに具現さる〉都市美は、直々? こるもので綜合美を低た

くも ので 、大叫するときは大して効民‘ は殻長] ( し得ない結果に なるものであって、此結に! j i : j

に留意さ れねばならぬものと 考へられるのである。

紐育の美11史容奈委員令の構成を見ても市長、メトロポリタン美術館長、公立闘審長、放

出家、彫刻家、建築家各 l 名色 、i li 民 代表者 3 名で あるが、我閣の委員令に於ても、大韓

此犠な各方商の構成者から選ばれることになると思ふから、個々の人々は、その各々の分

野に於ては構成者には相異無いとし ても 、是等の人々に綜合せる計霊は考 て11-へぬし、又

赴ｾ望む可 γ 性質のものでもないから、この計置は理事者に於て作成し、是に基づいて、

委員は各自の専門的分野に於て 、夫々の諮問に預る こと が最 も合理的である。 美槻審夜委

見合力51竹米Tこからと云って、正! J l _事者 lこ於て如 j二の理解が Tよりれば、都市美の徹底せる建設

に効J誌を期待することは不可能でゐり 、理事者と して の仕事は赴からである。今 日の佐に

て長如? こることは許されないのである。

15111 



木 造 家 屋 改 修 方 法 試 案

営

石

田秀

儀

徳

有
)11 

奈 良 幸 次 郎

愈々 、懸案であっ仁木造家屋改修業も世の明るみに出るやうになっ 1: 。今日迄、感令は

木造家屋改修案を公募し、叉最近各地を巡回 し? こ建築講演舎には、 この改修試案模型を携

へて、防空都市建設には防火針策の急: 務なることの覚醒を促すと共に、 この技術的な指導

迄奥へでも 、つ? こ。建築協舎にでも、この木造家屋改修に闘する研究部門を近く開かれると

云ふ。本邦大都市には必然課せもれる目| 庄の問題である。

本潟は今日迄研究されつ〉ある費地方法の諸案を分類し、王手々が今研究しつ〉ある 試築

の 1. 2 を披i歴して、大方の批判を乞ひ? こ い。

改修方法力技術的分類

I  家屋の一部改造

家屋の外部よりの初期延焼部分の耐火構造( 一般に外壁よ- h何米と幣紙巾として計量さ

れる〉

II 家屋周壁改修

道路商 ) a  左官辻上

} 外壁

背 面 J ，- b 乾式不燃材料貼付

c 共の他の方法

a  一般左官仕上隣屋商外壁

b  乾式不燃材料貼付

c  !f;r種 コ‘ ンクリ 戸 ト充填式

d 長屋の各戸の仕切壁

III 開口部慮誼

不要関口部慶設

防火J J F. 新設 a  戸袋イサ式戸

b  開き戸

c 其 他

以上は、今日迄研究されつ 〉ある 、又今後研究さ れるであ らう方法と思はれるもの〉 技

術的相互関係を表はす概略の分類である。

建築事合は道路町、 l- f 商外壁の a 左官仕上の場合、隣屋町外壁 a 一般左官比卜. の場合

111 1  6  



の内 、 隣屋との接近さが 、Ｑｏ ｾＳ Ｐ 傾位の工作 ｊＭＮ 施工者の這入る徐地のない場合を特 ｴ こ金意

し、 その施行方法に就いて数脆を挙げてゐる。之等の方法は、屋内よれ壁商材料を全商

にわ＿こって離脱して 、 残つ ｦ こ主煙構造の柱 、 梁に耐火材料を貼 Ｑ ・ ｪ 、 左官 ｩ 上上ｾ施す方法で

ある。この場合この方法が最も遡切と思はれるが、 この紙製iはーに壁高材料を全部制!J) t す

る相首大袈裟な工事 t なる ことである口

議に未完成であるが、試案として我々が円下街究中のもの l 種を穆げて、該方商を研究

5 れてゐられる方の資料に資し? こいと思」、。

主主に例示するのは、隣屋商外壁 b、乾式不燃材料貼付の場合である。との方法は火災に-

f'l弘、強い無流にまって制i陀し、め〈れて了ふこともあるから 、今日迄割合に疎んじられて

きにやうに思はれる。認に陳述しようとするのは、施行者の這入る間隙ない場合で、 且つ

左官仕上の如し壁全 ｼ 百 ￭ｾ 取段つ手間と修復の経費ぞ省き 、 施行期間短縮を主なる目的と

しTこ。

下記仕様書に 例示し f こやうに 、遁首な個所に( 既設桂に接して) 干しl明けして( 壁1 m. の約

11分の 1) 施工壁面の雨側より挿入する取付債材会この孔 IlJ j部に装置しに取付金物に取付

げる。次にこの断材の溝に、コンクリ { ト板を雨戸の建込み，の古f.I <、南側より押入し、施

工を終る口 この櫛材は金物J を最上とするも 、 入手し難きときは鋭板と耐火木村とを組合は

しTこる H型材を用ゆる。( 本構造に用ひるアスベスト 、 スレ ート の耐火に闘する資料は前

蹴に掲載しに。御参照あれ〉その仕様下記の通 りである。

A  主要材料

l  横材

2  3' x 6' 石綿スレ ー ト或ひは 3' x  6' ラス入モルタル板

3  取付用金物

4  上部三角形妻都の如きは異形ものを作る

B  既存部分取段範囲

l  取 付 金物語 ｾ lJ の壁

2  取付金物首り部分床板

C  施行順序

l  最下部横材は床板を上げて雨捻子ボ { ノレ ト締め主す

2  最下部前材の溝に石綿スレ ート 板、 ( 叉はラス入モルタノレ板) を依込み共の上に

第 2 の断材の溝を載せ掛り順次に一方より送り込む

3  所定の位置まで迭 b込み?こる時、共の高 さを 犀内の桂に 目盛を付し共の部分に 穴

を明ける

4  締付金物を断材に木捻子J J : めと し、 更に 引 き付 げて桂に 木捻子にて締め付け、111民

次上部に進む。又闘示の如〈横材を直接佐に ボールト締めと す る方法もあ る。

1  7  111 



5  妻の部分は外部より差込なものなれど 、場所の闘係上外部より施工の困難なる場

合に ( i d、屋内より安の壁を一部取外して取付りる

D 修 復

壁は制〈一部分を孔明する Tごりであるから 、共の修理は簡単に梢む口 向上塗を

固なすならば在来に哲きりなくなる

E 工 費

一一一、 必

. 、

万

ー 目』 色，、ー

も ..‘ ー.  

医

ー、 ・・守I  

τb  ‘ ｾ ｉ＠ t.、
‘.，・'“ ・、

。、

，. ¥<.:  

. . . . ー 世 ト

b  

初 " あ

'  曲T 司る

トー 1 .  .  I  

盈←ー ーコ h  

: j，'、 市コ Ｈ ｾ Ｉ＠ ｾ＠ .1' ;- 1  Ｎ ｾＭＡ＾＠ i*;従官庁 所

M汗 1- i; 易ふ lib'l'釦 T上? 知ら J k uyゐモト バ.."あ
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内 海 明 細 ( ラ エ 入 モ ル タ ノ レ の 場 合 〉

.P 

セ メ ン ト ＶＸ Ｎ ＴＰ 阻モ ル Ｙ ルｾｾ坪 ＱＱＷ Ｎ ＴＰ 悶

t車、手 間 25. 00閲

放 に モ ル !J. ;1.. ー 蔚 坪 分 1. 17阿

::r..;:f-，1';::，t r ス 26 I. 35 

モノレ 9 ノレ 1.17閲

3. 17図

1潔; 除損料 . 40 

モノレ F ノレ拘込手間 . 25 

、運搬ｾ . 40 

取 付 手 間 . 50 

横 材 2. 00 

取敏英イ也雑貨 . 60閲

壁 修 理 2. 00閲

一 面 坪 工 費 言十 8. 67闘

f布施工者の施工し得る隣屋との間隔ある場合に、本方法を利用す，るときは、屋内よりの

取付材料不要にして、単に横材を外面に露出し? こる主要材木に捻子にして取付り、簡単に

進めることが出来る。

次に 、開口音j¥の鹿置の一笑を掲示じ fこし、。製合案にては、防火扉は l 戸袋付引戸の新設

か、 2 開き戸を例示されてゐるが、就れも施工の繁易、日常の取扱、髄裁等に付き、それ

ぞれこの 2 種は特徴色紙黙とを併有してゐる。圃示しに試案は上古己分類では、其の他に属

するものである。これも諸賢の御研究に侠つ鹿多いものである。

本案は、折盤上げ下げ窓とも栴すべき構造の却のにで、使用金物は一般の甑号| 折塁戸に

類するものであるが 、自由 停止器金物にて ｾＮｩｴｊＵ ｦｲ 停止しうる。そして最上部のス ト ップで停

止さし、開放のi伏態になっ? こ場合はその 戸は庇となる。事責運用上では、常は庇であるが

火災時には防火扉に ｾｩ 専用し得ると云つに方が ｩ 薗嘗である。

ガイドレｾ Ｉレ 、附側委板、雨切用見切縁等は闘示の如〈である ｯ ( 2599.  2. 9)  
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市街地建築物法改正に閲する座談曾

イヲT ｪｾ＠ m氏 〈大阪者1¥市計i:CJ 也j ] 委n令〉

岩 尾 保 衛 氏 ( 岩 尾 建 築 事 務 所 ! っ

岡 問 彰 男 氏 ( 大阪三越住宅設計昔日技師〕

岡 本 松 太 郎 氏 ( 清 水 組 設 計 係 長 〉

楠 治責 瀬 氏 ( 大阪 J(，f 修 繕 謀 技 師 〉

小 林 俊 三 氏 ぐ火，Q- 組 設計昔日〕

鈴 木 主幹氏 ( 清 水 組 大 阪 支 ! 占長〉

玉 置 12 次 郎 氏 〈大 阪 府 建 築 課 技 師 〉

竹 内 政 治 氏 ( 大阪市管繕謀設計 係 長〉

律 問 敏 雄 氏 〈 津 同 窓 築 事 務 所 主 〕

内 総 亮 一 氏 ( 兵 庫 県芸防空謀技飾〕

本 多 正 道 氏 ( 大|仮市建設謀設計係長〉

11120 

松; 11・清 之 助 氏 ( 大 阪 府 往 築 課 後 師 )
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森 ｽｾ ，、 一 氏 ( 村野建築事務所技師〉
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安 当1: 武 雄 氏 ( 安 井 建 築 事 務 所 中 〉

山 口 1広 三 郎 氏 ( 大阪府立今宮職工恩校教 諭〕
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亀井一一ーでは只今より市街地建築物法並に関係 ヵ' 7- J { r 用ふる金属の工作 とL 、ふ民主に 、新れ に危

法規の攻正 に掬する座談合を開合致すことに しま 険性のない溶解 「アセ チレンガ7 - J といふものは

す。お念がしい鬼伝本舎の角にお集り下さいまし 地域の制限を受げないといふことに迫力目されまし

れ出席の各位に 深〈感謝致しま す。 先づ松井さん にし 、引火性溶剤を用ふ る 1、‘ ライク リ- = y グ威

から今度の市街地建築物法の吹正につ いて極〈 簡 は ド・ライグイシグといふものは従来は線、て住居地

単に逐僚的御解説をお願ひ欽し、次に玉置さ んに 域で禁止をして居つにのでゐりま すカヘ こ れは引

吹疋の要旨と云つれ機なもが{ r お話願ひ、 それに 火性のない例へば 「トリ クロ ール、ェチレン J 1: 

基いて比の座談合を進め? こL、と 存じます。 いムやうなものを用ゐ? こj - " ライ夕 日ー = - y グは自

松井一一 それでは市街地建築物法の改正につい 由に出来る 、かうし 、ふやう に改正になっ fこのでめ

て一般御説明を申上け'1こい と思ひます。 ります 、 その他従来工業地域内でなげれば建てる

皆様御存じのやうに主主築物法の改正は 、昨年3 ことの出来なかっ1: 業態の工場で 、今度来指定地

月 Ｒ Ｖ 日に公布になりまして 、 本年Ｚ ｬＩｾ 7 日の勅令 に自由に建ち得るものがホの印刷用インキ又は給

により まして 、 2 s  1 日から施行されれことにな 具の製造裁は ヨ の活字又は金ｾ工事基品の鈴混と い

つれのでゐりまして 、 その改正の内容は既 に皆機 ふやうなものが新f こにこの l 係の 2 放に jJ 日つれの

御承知のこと》思ふのであります。併し乍ら勅令 であ ｢ ま す。ＺｩｬＡＮ ら に ｬ 僚の Ｒ 費量に ｆ の去 、 稔浪ｾ銭

施行規則を説明申 上げます 関係上一般法律の改正 器の製造、 この 2 つが追加され7このでありまして

の内容についても略まし説明を致し? 二 L、と忠ふの その他は従前主主りでめります。第 2僚の 2践 の中

であります。法律改正の要鮎は住居地域内に住居 では1ft ｾ Ｎｌ ｴ が ｪｊ 日はって待に商業地域内で認めても差

専用地匝の制度が出来 j : こと 、工業地域内に工業 支のな いi もの 、容量) 0 リット ル以下の「アセチレ

専用地鼠の制度が殻げられ fここと、高度地底及空 ンヵ， 7- J をま生器全用ふる金! 現の工作 、馬力倣 4 分

地地匿の制度が新1: に出来 1: こと弘 、防空上l必要 ノ l 以下の、原動機を用ふ る塗料の吹付 、 1， 1つ原

な規定を殺げることが出来ると いふことが法律の 動機を使用する H 差以下の研磨機に依る金属の乾

第 12僚に加へられれること、 、最後にも一つ法律 燥研磨 、かう いふものが商業地域内では純米向由

の道路が従来 9尺でありまし? こものを' 原則として に建築し得るやうになっ 7このであります。

4米以上でなげればならな いといふことに 鎚りま 第 3 係の第 l 減、ーつまり馬力盟主による制限が、

しi: 。この 5 つの駄でごさχ 、ます。この吹正にな 従来50馬力を超過す る工場ば全部工業地域内でな

りましに理由と致しましては 、競合で大臣が説明 げればならなかっ? このでありますが 、その内で 、

されて居りますし 、 内務省力、らも改正要旨を?iさつ 印刷工場 、精符機器製作工場、製氷工場及冷凍工

て来て居るのでありますが 、今まで建築物法を施 場丈は無制限に馬力駄が大きくても未指定地では

行致して居りましれりれどい倫土地の刺用を蛍 建ち得 るといふやうな具合に改正になつにのでみ

正し 1: 1) 、裁は詮築物の用途1 : ' 統制するのには従 ります。その他 3僚 の2 盟主にトと L、ふ昆で指孤の

来の法律でほ不充分、 それに jJ 日へで防火或は保健 中で漆又は水性塗料の製造を除く 、叉ヲの 中に指

街生の見地からどうしでも改正しなげればな らぬ 孤{ r して製氷又は冷凍を目 的 とするものを除く 、

かう し、、ふ考へで吹正になっ? このであ ります。之等 ムに活字又は金属工嬰品の製迭を目的とするも の

の法律の改正によりまして必jJ 令 、施行規F ! IJ の改正 念除〈と い ふやうな具合 に ｾ Ｚｪｊ 令第 ｬ 係の方に掲げ

が行はれましれ、本年 l 月に公布になり 、2 月 l られまし? こ、つま り朱指定地では自由に出来るや

日から法律と共に施行されると いふ ことに なっ i : うな種頬のものぞ 3 係 の 2 放の規定から省いれ、

のであります。而して施行令について 、改正にな かう いム改正が こぎL 、ます。

つ j : 駄を少しく詳し〈設明さして項きま す。 第 2 に雪量りましれ対は不適格建築物 に華せする規

e  先づ施行令の改正要鮎と申しますか、重要なる 定の内容が可なり鐙化しれのでめりまして 、従来

蕗は 、允づ用途地域制の制限が多少緩和され、威 不適絡建築物は建築すること が出来なくなってか

は修正されに こと でめりま す。只今手許にあ りま ら15年間営限って増築、改築、再築又は用訟の鎚

す改正{ 際文全御覧Mひま すといふと、第 l 僚の第 夏{ r 然すことが出来1:のでゐり ますが、 その 15ij 三

2銃 を改められて居りますが、 口の「アセチレ y 問を限るい、ふ年限の制限が今度徹底去れれので

2 1 川



あります。それと従来不適格建築物は建築敷地の と致しまして新れ に設げられれのであります 。 そ

獄張が従来の建築敷地と 1i到の土地でみり ますれ れから 、空地々区 に関する規定 t 致 しまして、第

ば、認められて居つれのでありまするが、こ の度 2 掌の 2 といふものが新? こに加へられれのであり

の改正により まして建築物の敷地全t防長する こと ますO 何れも この係 文は専用地区、待>>IJ 地区及空

を認められな いことに なつれのでめりまして 、待 地々慌が指定されませんと直接働かないのでめり

に注意を要する結と思ふのでめります。更もにこ まして、こ の規程の説明をす ること は今日 は省い

の不適格工場 に主主しでは行政官臨地域の種別 、土 Ｎ て置き ＷＺｾ 、と恩ムのであります。

地の状況、事業の種類、作業のカ法、建築物の構 衣に第 9僚の 2 t いふ{ 際項が新7: に設げられれ

造設備、除筈の設備又は装置 t いふやうなものを のでゐりますが、こ れは高さ 4 米以上の崖に近接

参酌致しまして侍に支障なしと認むるものに付て して建物を建てる或は建築敷地{ f 法成せんとする

は建築面積: の2分 ノl の増加 、床面積のイ去の扱張、 時 に は 、 地方長官の認可 ｉ カ ｾ Ａ必要打 、 かう い ふこと

馬力歎の倍の増加といふものを. a : らに超へて許し になっ 7: のでありま す。これは今までの災害の事

得る遣が出来? このであります。 例なんかに徴して待にかう いふ危験院域内の建築

第 3 の鮎は工業地域、未指定地内の空地制限が 物を 1要認可往築物 に され1: のでめりま すが、 さう

非常に般になっ 7こことでゐります、それは 14僚に いふ場合には地方長官は斜面の勾眠、擁控の設置

従来住居地域及商業地域外に於ては 10分ノ 7 とい 建築物の位置等に関して必要なる命令全霊堂し得る

ふ規程 になって居りまじれのが、商業地域外に於 又は慮分するこ とが出来るやうになって居ります

ては 10分 ノ 6 とい ふことに改正されれのでありま が、大阪では待に高い崖は割合少いのでめります

して 、工業地域未指定地ではこれから 4 制の空地 げれども 、隣の兵庫県系の如きは相営かういふ事例

主? とらなげればならぬといふことになっ 1: のであ がゐると思ふのでありま す。 かういム崖の附近で

ります。今申上げf 土地域では相蛍重大なる改正Tご は大鐙擁壁の設置と いふ ことが主なるものではな

と思ふのであります。それから従旅勅令にめりま か らうかと考へるのでありま す。

しに空地の最少限度に隙1する規程 とか或は建築物 それから第30U華の攻正、こ れは今度の改正中建

の高さの最低 限度又は最高限度合定めるといム規 築主の側から見て最も結構な改正 になつにといふ

程と いふものが 、 これが印l られれのでめります。 ことになるんですが 、 それは従来木造建築物 に用

その他 法律の吹正に伴ひまして 、第 16(際ノ 2 或は ひられる防火壁は餓筋混凝土構造又は鍛骨造でな

17係、 2911際ノ 2 といふやうなものが改正 になっ 1: げればならなかっ 7このでありま すが、こ の度は第

のでめりますが、最 後に第 30隊の道路に関す る規 ＳＰｾ 華の Ｒｊ 頁と致しまして木造又は木骨造建築物の

程が改正に なって居ります。法律の道路幅員のi'I'- 防火壁に於いては ｴ￬￭ ｉ ｾ 頁第 ｬ 放の規定 に拘ら宇中央

則が 4 米以上と いふ ことにな りましにので 、束力令 に金属板を有する厚 6 額以上の餓綱モルタル迭の

では幅員 4 米三長i筒 2・7 米以上の道路でめって、土 績 にして倒媛の撲なき構造主匁すことを得と Lゴ、

地底割整理設計叉は行政官擦の指定しれ建築線に ことが規定されにのでめりまして、木造の骨組で

基いて築造せられ7: 道と 、行政官隠市街地の状況 その周図を餓網「モルタル」で核夜しにもの、知l

に依りまして、待 に指定し1: るも のは 4 米でなく きが可能になっ 1: のでめります。銭材使用を係皮

てl ，! 円、と いふ こ主に 30U莱で規定されれのでゐり に制限して居ります現在では非常に都合のい、改

ます。 而 して L う l つの大きな吹耳は第31僚が削 正Tごと申さなりればならぬかと思ひます。第 121僚

られれ ことで ゐりまして、こ れは従来市街地建築 127係、 128係裁は叉 129{ l 華の規定の改正は防火上必

物法適用I ¥' k 域内で 、内務大臣がこの第31僚によ っ 要なる窓、出 入口の施設な り或はj充、軒などに闘す

て指定数しますといふと 、高さ及空地に院] す る規 る防火上必要なる構造を命じ 7こり或は防火ヒ必要

程を適用しない 区域が出衆? このでありま す。 その と認めるやうな待>>I J な接合を考慮しまして、幾分

保文が今度削除になり ましに、大骨里子!J 令の鑓りま 強化されれと申上げてい h と思、ムのでゐります c

しれ貼はこの程度でありまして 、施行規則の改正 その次 に改正になり ましに駄は 139僚の吹正で

{ 際交について御説明致しますし施行規則に新? こ めりまして、美叡地区内 に建ちます建築物で 、相

に専用地区及待別地底 に関する規定が第 1: 草の2 営重要な る事項を命じゃ うとする 場合 には従来内
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務大臣の認可を必要と致して居つれのであります のを主主ベさして 項き ＱＺｾ 、 と忠ひます。ブ ｢ もこれは

が、比皮の改正によりまして美被空審査委員舎の意 文字怒り私 の勝手 1. t 意見でめりまして、府臓の意

見を徴すればい〉ことに改正されれのでゐります 凡でもなりれば内務省の意見でもな L 、、ひょっと

この美貌審査委員舎に闘する規定は地方長官が之 しにもそれ に反するかも分 ι な ｾ， ，若し反する E患

を定める ことになって居りまして 、 その地方々々 がめつれら御容赦を願ひ? こし、のでめりますが、多

にこの委具合が出来 、 この委員舎の意見によって 少でも皆様方の御差是考になれば幸と存じます。

美耳目地底規定の主E周がなされる 、かう いふ具合に それで 、今松井君からは法令の{ 傑項順にお話が

改正になっ7このであります。 めりましれが、 この内侍に重要であると 思はれる

それから最後に 145際及第 147僚の吹正でめり ま もの{ e ピックアップして見ますと 、l順序が阪1 1 ¥1] 致

すが、従来建築認可を必要とする往築物は錦、て工 しますが、先づ第 l に道路の幅員が今まで 9凡で

事: が峻工して後使用認可世} {e J! t はなげれば建築物 めつれのが、 4米にな つれと いふこと 、 その次 に

の使用が出来なかっれのでめりま す。 それを比皮 木造ｦｉＡ［築物の防 火 獲が 、 今 まで餓筋混凝 土 又はｾｾ

の改正によりま して述築認j' HLt {e必要とする 建 築 滋でなげればならなかっ? このが、 うんと簡単にす

物に主主して 、 その建築認可' Q} を交付する際に建築 ることが IH現E るやうになっ7ここと 、 それから空地

物の使用認可詮ぞ受〈るにめらさ' れば 、使用し得 制限が工業地域と 、未指定地域では 3 制であつれ

ない建築物を地方長官が指定するといふことが出 のが、 4 割に強化 されれ こと 、 それから新Tこに空

凍るといふやうな具合に製更されれのでめります 地 k J g といふ制度が出来? ここと、その衣に住居J J i .

この鮎は手綴に 日目する 規定としては大きな鑓更と 用地匿と工事住専用地底といふものが出来7ここと、

申上げるこ主が出来るのでめります。その他1ま l それから美観審査委員舎と いふ制度が新? 二に槌へ

部使用認可の関係などは従首IJ の主主りでめります。 られれこと等が主なも f?ではなし、かと思ひます。

向附則の中 に市 街地建築物法第 Ｔ ｻｬ条 第 Ｒ ｾ 頁の規定 それで之等の主なるものを考へて見ますと 、ー

に依る工業地域 内侍}]I J地問; 規則は之{ e &l 止すると 番初めに申しましれ道路幅員が 9 凡から 4米に改

L 、J 、やうな具合 に出て居 りますが 、先程説明を主. I i . 正され 1: 1ll 1題 、 これが今度の改正の内では最も兎・

らしれのでありますが 、施行規則の第 l 竿の 2 の 大なる最多響のあるものでめ ります。恐 らく 日本会

侍i J ll 地阪 に関する規定は従来l ' I l 濁の内務省令の出 図的にはこの改正がー祷 これへるのではなからう

て居りましに工業地域内侍. i J IJ 地区規則の 内容をそ か主思ムのでめります: 。北も大阪では早うから遣

のま〉新らしい施行規則の第 H 華の 3 か ら第 3f!保 E告を新らしく溢られる場合には建築総の指定申諮

の 5 までの聞に入れられれのでゐります。 手績をし. て噴いて居つれものでありますが 、 この

誠に 簡単であり まし 1: げれ ども改正保 文の説明 l時にはとっくに 4 米長最小限度にして進んで旅 1:

は これ位で御苑を員長り ます o ので ごE n、ます。 それか ら昭和 )0年大阪の施行細

亀井一一只今短 めて要領 よ く全般的の御説明が ｊｾ リの吹正の窃合に行政官臓の管理に風する道路は

めりましにが、倫玉置さんから今度 の改正保文に 建築線を 4 米 に指定しまし 1:
0

tごからして大阪で

ついての御感想、並に細11リの改正 についての御意見 は大部分の家が前面には 4米以上の道路がめ ると

を＿承り ＱＺｾ 、と思ひます。そのが ｬ に皆様にＭＱｦｦｆＺおｻ聴 いふことにな って居? このでめ ります。 それで すか

へ申上り' ます、逮 記の都合上説明又は御質問をな ら大阪 としてはこの改正は殆んど苦痛 にな らな い

される方は一際名前 ｉ を訟げて項き ＱＺｾ 、と思ひます のでめりま すし 、内務省の統計に より ますと 、大阪

さうし ますと速記の人が非常に都合がし、〉ですか { e 除きましれイ也のJ好販の大部分は新 t: に建つ霊長で

らど うぞ左僚に 、では玉置さ んど うぞ。 も先づ 7 割以 上 8 制と申しでもい、のでめり ます

玉置一一只今松井君から 今度改正になり ましれ が、 それが 9 尺の道路に向って建って居1: のであ

市街地建築物法令の逐係御言究明がめりましにので ります。そして大阪Tごりが 8 割以上の建築物が 4

大住御諒承を願へ 1: こと〉存じます。犯が更 らに うj ( : 以上の道路 lこ肉って居つれのでゐります。大阪

その上お話をすると いふ ことは如何にも蛇足、の感 のこの状態が非常に内務省を力強〈思はせて 、 ょ

がめるのでありま すが、司令;者の御指名 L ゐりま し大阪でやってゐるんTごつれら会図的にやれ るん

すので拡の勝手な改正に聖せする意見とでも いふも ではな し、 かと いふ確信を奥へ1: ゃうであります。
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それできう いふ意味合で大きな改正が出来れと い る方の支心にお・訴へ願ってこれぢや不完全Tごから

ふ ことになって ゐま す。 もう少し完全なものにしゃうといつれやうな気分

その次に劫火壁の工事が非常に簡単になっ1: の になって項りば非常に仕合? ごと思って居ります。

でありま すが、私共今まで火事務の跡を見に行き その次に空地制限が聖書つれ こと、 即工業地域及

ますと 、建物が すっかり燐げてしまってゐるのに び米指定地域では今まで 3制 の空地が要求されて

焼跡にd' i 5 1 ) 防火壁5とが依然として立ってゐるとい 居つにのが、今度 4 制の空地が要るれ、ふこと1.=

ふ光景ケよ〈見るのでゐります。何と申しますか なって 、 1¥!i U丈げ総計庭を? とらなげればならねと

皮肉と いふか非常口複雑な感に打7これるのでめり いふことになっ 1: のでめります。今までいろいろ

ます。建物が傍げて防火壁丈浅ってー惚何になる のカから話を聞いて凡ますしこの工業ttll 域及び

防火墜を主主す絡に防火墜を? 銀筋にしれのではない 永指定地域に於て l 制の空地自? を余計とらなりれば

のでめりまして、 その i坊火墜を境にして反童話! 日IJ の ならな〈なつれといふことはどうやら大阪ではー

建物が洩って〈れ るのを: ? 2 んで居るのでめります 番手痛いらしいです。うちの工場はもう 7 制ぎ b

然 るに火の tI:¥1こ側は勿論のこと反主主s¥IJ までも焼り ぎり一杯に建ってゐるんですが、 ｬ ｜Ａ￭ ｕｾ 地が官余計

て、防火壁丈が浅る。 かう L、ムのが今までの防火 要ると L、ふことになると 、何蕗か演さなげればな

壁であつにけであります。私共監督の位置にめり らん 、 それでは普詩が: t*ぬと いムことになりま

ますものは皮肉と いムよりも寧ろさういふものに すが、 こいつは困りましれなといふことを私の顔

謝して自責の念すら感ぜられるのでありまし 1: 。 を見る皮に私 lこし、はれるのでありますが、抵 は叉

挙党十るに木造の窓物に鍛筋混凝土の防火墜をや 聞やされにといムやうな感じがするのであります

らすといふことは如何にも必要なことのやうであ こんな日本の現在の工務建築の情勢力、らいム 1: fj. 

b ますが、見っちによると鶏の首をはねるのに牛の ちば、 I  ｾｕ 量生計に地所を＿とらなげればならなくな

刀伝使つれといふやうな感がしないでもめりませ つ7こといふ こと は確かに手痛いことでめらうと想

ん。それでこれは何とか考へ直さなげればならん 像します。併し乍ら今日私は工場地帯といふ L の

といふことが考へられて居つれのでめります。備 は根本的に考へ方自ｾｾへる必要があるんぢゃない

今東京及大阪の火災賀験の結果 ｾｊｌ ますと案外筒 かと思ってゐるのでめります。例へばどこそこは

J i i ! . な防火壁でも効果がめるといふことが剣りまし 工場地どといふと 、 そこは Z ラム fごといふことの

1: 。それに内務省が縫信を? 得て 、今度の改正にな 同意誇になってゐで、工場地帯といへばその土地

つれのであります。蕗が拡は今度改正になっ 1: の は惑い といふことになってゐるんでめります。況

をよく讃んで見ますと 、 まア楽にし 1: のは大豊島結 に工場だといへばもうバラックで津山容んど、工

構ですりれども徐り禦にし過ぎてこれで愈々火事 務とい~ばゆとりのないものTごといふやうになっ

の時に聞に合ふのTごらうかといつれやうな ことを て居ります。これが果してよいものでめるかどう

非常に心細く感十るのであります。おー讃み願ひま かといふことは相営反省の必要がめる んぢゃない

しにも分りま す諮りに 、木造の建物には浜中に餓 かと忠ふんであります。一組金罷工務であっ 1:な

板' e ぶら下げて、 その雨方にラスをやって 、モル らばバラックでよし 、、 それから工場の建物は卒屋

担ルケ 3 纏苑塗る。合計 6 電車のラ旦モノレ J J J レの疑 で建てなりればならないのだといっ? こやうなこと

をやって 、 その浜中に餓板を置きさへしれもよい を、誌が決め 1: かといふことになります o ｾ＠ L  決

といふやうになってゐます。構造上それでは一寸 めて居りませぬ。今までの日本の習慣になって居

無理がめりま す ので、何れ浜中に木の枠を? こしら りますが、 その習慣が訟は問主主つてゐるんぢゃな

へて 、 その雨飢肋芯ら銭板を張る 、 それにラ Jえを打 いかとかい、ム風に忠ひます。もっと工場に空地

付げて而してモルタルを塗るといふ風に 、大数張 を糊山 とって 、 さうして柏木守どんどん綴えてや

りにするのが一番やり易いのではないかと思ムの る、自分の働〈工場をもっと愉快なものにすると

でめります。然しそれで果して充分に火に而トイ尊 いふことが、必要なんではな L 、かと思ひます。 そ

られるかどうかと いふ ことに ついては 、恐ら〈不 れで大惚弘共が、今まで凡て居ります慮では 、工

完全なやう に も思ふんですが、 それが賀際施工さ 棋は殆んど全部卒家なんです。工努力;卒家でなげ

れます場合に建築設計をされるっち或は工事守され ればならな い t いつにやうなこ とはないと思ひま
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す。侍に重量物を 取扱ひま す工場は これは絡，81J で るかといふ問題ですが、如何にも大阪の財政はi閉

めりますが、工場と いっても 全部が重量物を取扱 湾でめりま すからして宮家の 100人や200人が阪紳

ふに決っ てゐるも のではあ りませんo 1ごからして 沿線に逃げて行つ でも大阪と しては問題ではない

今の卒家を 2階建にし或は 3階建にして 、 アメ リ かも知れ ません。併乍 ら泊: 際算盤を置いて丸ると

♂のロフトピルデイング のや うにし ても い、ぢゃ いふと随分の額に上 りま すb 暴党守るに大阪の今

ないか、; う すると卒家で ぎりぎり 7 剃まで建つ までの潟政者が住宅といふもの に主主して遺憾なる

てゐるものでも 、総 2 階になりますと 3¥!f U  5分で 認識を持ってゐなかっ 1: 矯 にそれ丈げ損失をして

すみます。さうすると 6制 牟の空地が HJj 凍るとい 居つれのでめりま すo 1ごから住居専用地底 、空地

ふ ことになり ます。質際建築をや ります場合 に2f ' ' 寺院を完全に併用致しまして 、理想的の住宅地を

昼 夜 ＱＰＰ 坪の建築設 と総 Ｒ 階 建 ＵＰ 坪の建築￐＼ｾ 比較 大阪市 内に作 IJ ｈｾ きうれ 、 ふ ことが今度の制度に

しま すと 、依り大しれ差がな い桜 に思ひま す。? ご よって可能だと いふ ことに なっ7こ認でゐりま す。

から比の際 1¥1i-Uの空地が強化されれといふことは それで今空地々阪といふことを申しましだが、 こ

ｴｊＮとして苦痛 Ｕ ゃな し、。 寧ろ 居者〈 なつれ ｾ ｴ 血 を別 ｬ 月｝ のさE地々 阪は今まで{ 主居地域にl必要な ZE地{ ま 4 制

して織化をやって↑ 命1犬に職工を働かすと いつにや と云ふことでめっ7このが、待に l必要な場所では 4

うなことの方が賢明なる策ぢゃなし、かとかう いふ 制に限定せす' に、或は 6 制 7 制 8 制までも空地合

風に考へ るのでゐります 。 と9 て、めとの僅かな部分にしか家を建てさせな

それからその衣に住居の専用地匹が出来1: とい いやう に しゃう t いふ制度です。これは建物の符

ふ こと、これは久しい問 の懸案でありまし 1: 。今 度が現在の大都市では金々高符皮になりますので

日までの 日本の用途地域1111J が非常にルーズで 、外 自然人口流; 皮も段身大になります。それで符皮を

闘の何底の1i11J 皮と比較しでも日本よりル ーズな用 うんと疎開させゃうと云ふ意味でかういふやうな

途地域制 ｾ｢ ってゐる鬼はな い のでありま す。 現 制度が出衆 1: 揮でゐりま す。

在の憾な用途地域制では果して本来の目的が主主せ それからその次 に工業専用地底制度が/ I : Hl ( 1ここ

られるのかどうか とい ふことについて皆一様 に疑 とでめり ますが 、現在の用途地域指IJ は結局工場全

惑をもって居つれのであります。そ こは住居地域 虐め、る制度でめります。何民主そこは住居地域fごか

1: '1: ｾ、ふ ｌ の ｦ ごから安心してそり土地を賀ふて家 ら 工答を Ｎｾて川ま ｌ 、 かん 、 ど こ そこは ｉ 商 業地域 ＱＺＺ

0 i a b : てると隣にもって来て工場が出来るんです。 から矢強工場Nl r てでは L 、かん 、待殊の工場及大

そしてひど い背や感染五ナ放つんで す。それでは今 きい工務は結局工業地i成以外の民主には建て叫が、

日日本の住居地域に安心して自分の住宅地を求め かんと いふ風 に出 来て居るのが今の用途地城市IJ で

ると L 、ふ こと は出来ません。それで今まで大阪迭 す。底が工業地域でなげれば建てられないとしづ、

りではよ い住宅 ｾｬｩｉｩてゃうと い ふこと になれ ば 、 風に規定されて居るのでめりま すが 、 さてその中

どうしても工場の温かげで来さうにない阪紳沿線 ピつ 1: ら自由自在に匙てられ るか といふと 、決し

のLl Iの手等を撲ばねばならんと云ふ ことになる の できうではな いの でめ ります。現に松等が賀情念

です。それで大阪では支い住宅は全部他民主に泌げ 見 ますと 、 そこは工業地域に なっては ゐるんだり

てしまふとし 、っ 1: 状態でめります。 これは非常に れども 、近所に祭校があ るから 、製校の側にさう

遺憾なことであります。三百倒も人口を擬してゐ いふ建物を建て 1: ならば授業の邪魔になる からそ

る大阪に適椛なる住居地底がな いといふことは、 こは罷りならぬと工場謀から止められます。それ

これは何といっても不合迎千荷な話fごと忠ムので は悶つ 1: こ !:t: '。そ れTごつ 1: らこっちにし ゃ うか

あります。それで今までの意味のない住居地域の とい ふので 、又土地営選ぴ祭へま す し 今 度 は そ

制度を吹正して 、純 粋な住宅地が出 来 る制皮とし の土地は公園の飢IJ ぢゃからしてそんな践で臭い燈

て、 それに後にお話申し上げる空地々院制度と合 ｾ ｈ Ｑ し て貰 つにも困 る からそれも罷 りならぬ 、 と

せて理想的の住宅地を得ゃうとし、 J 、のが今日の吹 いつ 1: や うな揮でゐり まして 、工業地域だからと

正の趣意であり ます。 云って自由自在には建てられぬ縛でめ ります。 又

現在大阪の宮家が阪紳沿線に年々 主主って行〈こ 事校や公園でなくても何彪そ こで 臭 い 煙ｾ出すか

とによって大阪市の財政がどれ丈げ蝕ば まれてゐ らと いってがIか ら住んでゐる住民が大悲して工場
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設立の反望書運動を初める こともめります。さうい 市の美貌といふことにおしては一向頓著しなかっ

つれやうなことの角に 工場を建てる人は今迄どれ れのではな L 、かと思ムの -;Eす。察官E都市計霊法が

丈げいぢめられてゐるか分らな いのでめり ます。 布かれて、 その後の大阪の街の、聖堂展のl状況を見ま

拡等主f L に座って居ってきういふやうな話営問〈と すと 、ー健全飽 これでもよいのかと思ふやうな感

身を切られるやうな感じがするのであります。暴 が非常に深いのでめります。日本は貨に景色がい

党十るに今の用途地域制といふものが非常に不完 》といふことで外国んなどは非常に憧れでゐる ‘や

全なのでめります。それで今度工業専用地区とい うです。汽車が田舎を走つでゐる問はどうも日本

ふものをこしらへますと 、今皮こそはその中では の園といふもの〉景色のよいことに感心するさう

公園も文句をいはぬ 、 その中 lこは文句をいふ皐校 であります。所が一見汽車が都合の近〈に旅ると

の方を主主てさせ肉 、一又一番文句をいふ住宅もその 今皮は打って袋って汚いのですっかりそれで帳消

中には途てきさぬ 、どからして工業専用の‘地鼠内 しになるといふことです。私はE平しいこ主 は知 b

でめれば、こ れからは愈キ安心して工場を建てる ませぬが 、 日本の都市程汚い都市は世界に珍 らし

ことが出来るといふことになっ 7こ禄ーであります。 いんぢゃな L 、かと，思ひます。殊に今日 1i等闘にな

この住居専用地区と工業専用地区とは市街地建築 って居る日本の園の都市が 、依然としてかう L 、ふ

物法が出来千ことつばしカれも何とか吹正しなげれば 風に汚い情) 滋を綴げてゐるといふことは 、我々相

ならないと長い間忠煩はれて居つに問題でめりま 包・反省しなげればならないと忠ひます。今度美破

す。それが今度法律が施行になりましてか ら10何 審査曾が出来まし? こならば規定の上からいひます

年目 にやっと解決の兆が見えにい、ふことになっ し 美観地区の中に建つ建築物の意匠設計さう L 、

1: のでめりょす。尤もこの空地々医に致しまして つれものについて決めるといふのが規定の建前に

し住居専用地区に致しましても、工業専用地区 なって帰りますが、内務省からの趣旨によります

に欲しましでも 、 これからその位置を? 都市計蛮で と、それ丈のものに限定せ十に都市金躍の美淑と

御決定阪はなげればなりませね。制度は出来まし いふやうなことについてもこの審査舎に撚るとい

れげれども 、地底が指定されますまでは依然とし ふことになって居ますので 、私の考へてゐること

で背の状態を綴げる ことになり ます。併乍ら目下 、びつ 1: りと合ふやうに忠ひます。この美貌筈査

都市計笠宮果に於きましては 、鋭意これが制査中で 合全充分活用されて、大阪は銭金5とりの土地では

めります。早晩大阪の地図に何等かの形になって なし ¥ 大阪も大分粉涯になつれなアといつにゃう

かれ、つれ 3 つの地広が新7こに生れてTIミると信じ な時期の l 日も早く来ることを? 皆綴と共に期待し

て居ります。 1こいと思ムのであ b ます。

それから衣に美貌審査曾といふものが、新大に 以上が大健今度改正にな b ましに法律*h令、内

出来るやうになりまし 7こ。これは相営問題になっ 務省令にl : f する訟の感想でありますが 、f/:li迷って

て夏いのではな ｌ 、かと思ひます。Ｍｾｾ日本の都市 居 ＱＺ ら初めにお断りしましれやうにお許しを ｾｾＱ Ｚ

言H住法なり市街地建物法の出来ましれ時期が非常 いのでゐります。

に怒かつれんぢゃないかと恩ひます o n.J 待イギリ ぞれから細則のつかでめりますが 、内務省令等 !J:

λ にしましでも 、 アメリカにしましでも 、都市計 鎚更 になり まし 1: から 、細l ! リ営住然後へなげれば

Eの本を丸ますと 、都市計支をやるのに都市の美 ならぬことになりまし? 二。それでそれ等の営然の

韓日の;おに莫大な費用を使ふれ 、ふことはいかぬ。 改正の外にこの際これも改正して置かうど百ふの

都市計設は経済的に保安的に衛生的に£遜的にや が出来て氷まし 1: 。それで一番大きい吹正になる

らなげれば ならぬのだといつにやうなことが喧し かと思はれる鈷は 、今度街をどしどしと全部切 っ

くいはれて居つに折柄でめります。といふのはそ て頂くことに致しまし? 二。今まで建築紋を指定し

の]j ir の時代の都市計査では都市を美し〈すること ます場. 合には隅を必十切って居りまし? こ。新1: "こ

の潟に海山の金が! I ( されましにので 、恰皮その反 市なり府が道路をつげられます務合にも大徳お句j

Eゅの時期でめっ7二かと思ふんです。その反動時期 ちになってゐれやうでめります。併しその他の街

に日本に都市計霊法が布かれて: 、市街地建築法が 角は現在の虞切れる見込がない揮です。併乍ら1 ! l

耳目かれまし 1: 。それで日本はそれを民に受げて都 際交遜上から見ましでも 、叉角の切れてない家_'t:
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お持ち になってゐるカ及びそれらの家全お使ひ に 月盟主 に表決になりますと 、 それが公の意見として

なってゐる方も皆矢張り角の切れてゐるカカ旬 、旨 いろいろの問題全惹起しない ことは保し難い と恩

のであります。それで角を切って貰ムことにしに ひますので 、今後お舎へしますのは大穏玉置さん

のでゐりますが、 その寸法は大枝 2 米苑で 、角か 若くは松井さんの個人的な御意見なのでめります

ら計って2米の2駄を? 結ん打線が建築線といふこと そして今後おニカをお招きして話ぞ承ると云ムの

になります。大偲角から 2米2米とりますから牟坪 は{同h おニ方がその方の質際的の仕事をお取扱 に

E畳程の土地が建築数地から減る探です。 い ろいろ なってゐるとし 、ふことで 、比較的参考になり 、強

調査しま す と地主 、家主が角で牟坪損をする深で J l つ我々の理解i : ' 容易ならしむ るであらうと云ム

めりますが、土地の値上りや商賓が利く様になる 見透しから待にお二人にお願ひし 1: 様な罪ですか

こと及び今まで車伝家の角に嘗てられにことなど ら御自 由に 捉はれ ることなしにお答を願ふ j j が 、

合考へますと 、切っても棋にならねといふ確信を 却って「建築と祉合」営通じまして、営局に何等

件 1: 露であります。一見地主家主の御笈捻のゃう かの示唆をすること、もなると思ひますから 、 ど

になりますげれども 、 その損得は立添にパラン λ うぞきういふ意味で御質問なり 、御回答なりをあー

がとれるものと信じて居ります。それが 、大きい 願ひしにいと存じます。そして叉斯くすることに

改正であります。それか ら法律の m華に今度防空 ょっで本日の座談合も非常に Z ムーズに4並行出来

上といふ ことが入つにのでありますが 、防空に蹴 るのぢゃなし、かと思ひま す。斯機 1，j . 衣第ですかち

する規定 は別に防空主主築規則とし、ふものを内務省 質問者官IIJ として今夕お集りを願ひましれのは事務

で立案中でめ ります。内務省からの主主知によりま 所の方々 、誇貨の方々或は大拳で敬授をされて居

すと 、 この防空盤築規則のを査布は錨く最近に愈々 ります人であるとか、' I i l 際にこれを扱ってゐる人

迫ってゐ石ゃうでめります。その j j に大分厄介Tご 及び防空に関係する人々と云つれ機に 、各方面か

と思ふやうな規定が ゐりま すが 、 それは何れ出来 ら御参集i : ' mi つれのでめりま す。つまり各方面の

ましれ時に夏めて叉お話さして項き? こL 、と思ひま エクスパ ー トに御参集を願つれ次第でめりますか

す。 甚だつまらぬ感想でゐりましれが 、開港って ら、期待し得る御質問をして F さいまして設者の

ゐる慮はお聞き捨て願ふとし、ふやうに願ひます。 市街地建築物法への理解金怒り得る様に願ひます

松井須か らも お話がありまし にんで すが 、向お分 れば甚t:' 結構と存じます o では事務所の方のカ 々

り革齢、慮も勿論i宰山洩ってゐるだらうと思ひます として先づ津閉さん何卒。

ので 、お尋ね下さし、まし i: ら私のカで説明の出* 津田一一この勅令 の30憐の l 項 l 放に行政官隊

るだげは充分に説明 さして項 きi : L 、と存じます 。 市街地の状洗により待に指定しれるものといムの

亀井一一只今玉置さ tしかも倒 により『まして 、不 が と れ 、ますが、 これは行政官困惑と L 、ふのは建築

隠nの正証言Zを? (t頃げ られまして 、極めて適切に 、而し 物法の施行の系統の官際金いふのでめりますか 、

ユーモラ見な句司自営以て今度の改正の要旨につい 従来地方憾 のやうな或は 市役所のやうなｾで 、 這

ての御所感或は内務省への注意などを話して噴 き 路の認定をしれりするやうな市長といふやうなも

まして 、我 4 ( 立大量盟主主する慮が多かつれと容じま のを指すのでめり まぜ うか、一寸どういふのでご

す。これで- f ! l J ，お コカの御説明と御所感が終つれ き' いませう。

のでごれ、ます。ところで座談合に這入る前に1 l i 1 玉置一一行政官隊でめりますから 、 これは内務

以てお・断りしておき 1: L 、ことは今日 Jおニカの 、今 省とか大阪府とかし、ふ風になるんぢゃないかと忠

後行ひまする質問の図書Fは、松井さんは松弁さん ひます。大館この仕事は大阪府がやる ことになる

個人としての御意見で 、役所としての公の意見で でせう。

ない U 、ふ ことを改め御言i 承願ひ ?こし、のでごさい 津田一ー その指定でご引、ますが 、従来認定 t

ます。さうでな い と、 これは建築と社合 3 刃援の いふやうなことを? 取扱ひになります市もそれに迷

原稿ーとなるのでみ b ますが、今止bt&で多くの質問 って床る縛になるんぢやめりませんか、指定とい

にお舎へしましでもそのお舎のなか には、 ま7ごし、 ムのは別 に従来の建築線の指定とかいふやうな意

ろいろと検討しなげればならない多〈のものがめ 味合の指定がめるんでめりますか。

るのは勿論でめりま すのに 、 これが記事として来 玉置一一行政際の管理に属してゐる分は今迄か
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ら細則の方で拾 上げられてゐます。それから建築 面を容いてから 、圏直が出来れら主主るといふ返事

線の指定の方は第 2 盟主の方にめります。それです のゐつれのが、今から 20 日位前ですが、未だに園

から 、こ 〉で は行政隠の管理に麗しないもの及び 酉を主主って呉れません。筒患な手紙Tごげがt>I Hこん

建築様の指定以外のものとし 、ふ こt になります。 ですが、 それ によると この前草木含館で防空の講

さう すると、ど んなものかと申しま す と、詮築線 波舎がありましれ時に 、注築準曾が丸本を持うて

のまだ指定にな って居ーない 9尺以上の私道 と云ふ 来て居ましれが、こ の中に これに似遁つにも η が

ことに な ります。 あるんでーす。内務省はそれをいふてゐるんで す。

津田一一 それ らを? 行政官隊が指定 になる鰐です 併しそれでめりますと 、建物と建物との間丈 はL 、

か、 その 9 尺 以 上のな遂の内で指定する値打のめ 、ですげれども 、規則30僚では防火壁は屋外へは

ると忠はれ るも のを。 1尺以上、屋上へは l 尺 5寸以上突出さねばなり

玉置一一遣を l 本宛捻って指定するのが l 番通 ません。所が建築墜舎の見ヌドの様なものでこの建

切かと思ふので< ' b l J ますが、. それは主でも厄介な 物外への炎出部分を造ることが IH衆ません。つま

i士事になりま すりれども勅令がカういふ風に改正 り屋外ではぶらぶらになる揮です。そんなぶらぶ

になりますれば、 それをやら Y るを得ないので 、 らの防火壁は出来ませんから 、 そこで初にいつに

目下準備中ちす。幸に大阪はい〉地園が出旅て居 やうに枠に餓板を張ってラスをぶら下げ、 それか

りますから 、早晩それを基に してやり 1: し、と思っ ちモルタんを塗る 、 さういふ風にしなげれば建物

て居ります。 の外に出る廃は出来ぬといふ ことになりさうに思

津 田一一識では私共非常に有難〈思ひますこと はれます。それより外にやり様がないんぢゃない

は、規則の方で< ' b l J まして f30僚の第 l 携に左の かと考へて居ります。この枠を抱い 1: 構造のもの

但書を加ふ 」衣に「同僚に左の l 項を加ふ j e い を先日の大阪国軍前の火災賞軍事のときに主主りまし 1:

ふ今の防火壁のイヰであります。この防火壁はなる カヘこの防火壁のついて居つれ便所丈が完全に浅

程玉置さんの只今の御説明のやうに建物と建物の りまし1: 。その時のは成程洩りはしまし 1: が、私

聞に防火壁白慢を保てるやうな紘迭のものをつげ はこの構造が何となしに頼りない様な焦がします

て、 ぞれに銭板を張って、モノレ 9 ; 1 - か何かを塗る 津田一一御改正の liir のには防火壁の関口扉の規

んですね。厚さ 6極以上の餓鋼モル F んで塗るこ 定がi絞ってをりますね 、今度もやはりあの関口扉

とになるんですね 、 さうすると勿論その防火壁の はこれにす，つ主 主主って来るわげになるのでよちりま

構造主 建物の梁主か桁と し、ふものとは結付げでは すカ可

ならんといふ評，ですか、それとも壁の厚い建物と 亀井一一劫火廷は緩和して扉は何故緩和しなか

建物の連績しにもの〉務遺骨豊とがついて居つにら つ1: かといふことは私等も疑問に思ってゐます。

い ' >H、ふ こ とになるんでせうか、 どうなんでご 玉置一一 待に今まで防火戸防火戸れ、ム風 lこし、

さ、、ませう。建物がある民主に今の構造のものを挟 はれてをつ t: 戸が餓材の統市1J で製造禁止になりま

むといふ意味か、只ついて居るといふなも煽って し1: 。さうし、ふ折柄防火墜を簡単にしれんTごから

行〈やう に思ムんですが、 どうなんでありませう 防火戸も簡単にすればよくはなかっ1: のぢゃない

宝章一一震はこの構造方法は質問されでも私等 かと恩ふのでありますが 、結局簡単になりません

も剣っきり しないで困ってゐるんです 、 この規定 でし 1: 。それではどうしれらい、かといふこ主を

が出ますな り諌んで見ますと 、 これはー惚何んな 考へてをりますが、俄綿で骨組を調子へてモ; 1 - 9 ル

構造になるのかと云ふ疑問が起つれのです。そこ を「塗つれ戸を務へて見て蛍はめて見ると非常に成

でこの設計国営一週作って凡ゃうぢゃなし、かと云 績がよささうです。餅を燐〈綱の大きい様なもの

ふことになって 4.5人寄って容いて見1: のですが をこしらへて 、モルタんを塗りつりるのですが、

どうしても去って居る遁りの構造にはならんので まみそれに' つれら安上りで直ぐに出来ます。そん

す。それで こんな一穂おかしい規則があるか主云 なものを〈つ〉げるのが恰度防火墜にころ合ぢや

ふ鍔で早速内務省に篭官官をかげで30il 条ρ 防火壁は なし 、かと思ひますがね。

どんな ことに なるかと聞いれのでありますが、内 津田一一有難うごさ丸、まし 1: 。

務省の方で いまっきり分らぬのですね 、貿は今悶 捌矯一一今の防火壁のことですが、こ の缶1J 爆の
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Eえなき構造となすこと、いへば、家 に くっ、げな ノレタノレを塗 り中へ餓板金入れて結局一方から燐げ

りればL、げない線ですね 、それ丈濁りで主主・てさせ れ時にもこれが倒れ十 、他 ) j から燐り 1:時にも住IJ

る認に行きま せんで すね 、それをうまく建物の木 れなかっ 1: らい、といふので l有力で，] <" J レトをおli め

の部分と紹縁するやうにといふんですか 、 しない る認で す、とっ ちも こっちも繋し、 でめ る焼。11: 1時

のですか。 も、こっ ちにがんトをつげてゐるか ら引っばられ

玉置一一 それが防火壁の構造 と問機に私 には今 て倒れ〉ぱお終ひですりれども。

御返 答申上げf る資絡がめりませ ん。 松自身が その 津田一一 それは縦に。

疑問者でー縫どうしにらそんなこ主が出来るのに 本多一一一別々です。

らうかと思って居志のです。結局大主義の沼周君め 楠瀬一一 プロック をこし らへるんで すか。

7こりの御話では最初はそんな こと は出来やせんぢ 本多ーーーこっちと こっちを' 結ぶんで す。

ゃな いか とい って居られれきうで すが、月島の火 津田 ー一一［ｪ［Ａ Ｑｾｾ 作ってくっ、げて行〈孔ですね。

災賓験の際に簡易防火堅守お巡りになって試験ｾ 本多一一 それが二では し、げ ませんので 、同定し 7・

して見られれのです。そうしにも防火壁の l カ側 いでは仕方がな L、。

tこめ る建物が溌げ落ちて い 防火廷が倒駁せ i-' に 棚橋一一 餓板がどうしてゐ るんで す、大間モル

残ることが出来? このです。そこで iflJ 援しないと云 タんが燃えないんですが、俄板がどうして要るか

ふ ことに 自信を符られれ線でありま す。そして今 剣りませんね。

皮の様な改正になっ t: のでゐります。然しーベん 亀井一一結局何んですかクラックが入ると燐I tf

位賀験 して凡でそれで大丈夫だと云ふ ことは私 は る、即ち そのクラ ック から 火が入る からそ いつを

おかしいi : ｊｾ ，、ひま す 。兎も角かう い ふ風 に なっ Ｗ 二 餓板で妨げるかどうか分らな いが、見に角防がう

のは月島の火 災賞験の結果だきうです。結局防火 といふのでせう。

壁の雨労に建物がめってーカヵ ;燐げに l時に そのお1( 内藤一一光税津田さんからお話がみつれや うに

が落ちる 、 その械が務ちる時に防火控が 引っぱら ｾｩ ｽｊ令の Ｓ Ｐ ｾ の第 Ｑ i戒に「行政官阪市街地ノ状況=

れてfflJ れんやうになってくれ? 、 C それで主主いんだ 依リ待= 指定 i / ! J モノ・・ 0 ・J めれば玉置さんから

といふことになります。結局防火墜と建物合どう 大阪JMfWJ Iまし、、 、地図1.， : 1 ¥< * てゐるし近〈指定地

いふ風 にill 結する かと云ふこ主が問題なのでめり

ますが、 ぞれが仲々むづかしいのです。 主めその

中に何かうま い構造法が九つかるんでせう。燃で

も燃でも工夫せき' るを得な〈なりまし f二から。

棚橋一ー かれ、ふ ｌ のを ｮｾ される場合はも少し

具程的に考ムなげればならぬものと思ひますね。

内藤一一具程的 1;' 方法が凡つかるまでは規則が

fl-' ，ても: 1 1 " なへないといふわげですね。

棚権一一 この{ l 条文で縛 られてしまふでせう 、中

央に銭板を入れなげればならないとか.. .

内藤一一if lJ t裂の民れなきとし 、J 、こと は、

ｾ，，，Ｎ［が Ｚｮ 床るさうですが Ｎ これは ｬ 際の公報か何んか

で 一 度 に Ｚｂ ￞ｉｾ るもんで す 力、つ

玉置一一大l伎のや うな大きな街はとって L 凶員ft.

ですから一度に出来ませんから警察署卑位 ででも

やるといふやう に手前してをりま す。恰皮 ぃ 、具

合に大阪は地闘が出来てをつ f こからい〉が他のと

ころはどうと云ふ風にするのかと忠ひます。

内藤一一只今宝置 さんから お誌がめ りまし1: 様

に大阪は前から 4 米で建築線を指定し且つ行政官

泌管理 にj認する 道路も細則によ り中心から 2米 宛

後活指定 、I:!Jlち 4 会1 < : 方針でやってをられましれが

棚橋一ーかう し、 J 、保文で限られれものしか巡ら それで1. ， ＳＰ 係 の第 ｈ ｴｾ 行政官阪の指定 すること は

れないと いふ ことは却って後主主を 阻害するのぢや 非常に苦荊でめるといふお言舌がありまし1: が、他

ないでせう かね。

玉置一一大阪市の7j でやってを? られ るのはどん

な方法で すか。

松井一一 それでは本多さん に市 のカでやって を

られるのを御説明を願へれば結慌で す。

本多一一大線東京の7J のllt lUですが、今玉置さ

んが 仰言つ1:やうに仰を' 組んでそして雨商カ ・らモ

の都市ではキ日常 ζ れは苦痛で めら うと思ひ ますo

'l!e lま私も兵戚般の防空認にをりまして他の事会明

確に去へないのですが、建築課も相笛・これに普ん

でゐるといふことを側面から見てゐるわげですが

← 

これは最初松井 さん及玉 置さんから お認が あつれ

やうに今皮の法規の吹正で l 務大きな 間短は 、今

まで 9久のが 4 米 になっ f二といふおー話ーがあッ t :が
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ｾはこれには但替がめりましてこれＱ［＾ら新しく造 とにつL 、ては>J IJ の{ 燦例f ! ; > 同じ〈生かすのでごさ' い

るか或は指定する道路は 4 ぅH いムやうな方針で ませうか。

各府阪ともなってをりますが、今まで段に 9 尺で 松井一一創設でごれ、ます。

指定してしまつれ 、 9尺で一般認めに道路? ごから 安井一一元からこれはJ : - ( 考へ? てゐる ことです

大館 ＳＰｻ 隊第 ＱｾＲ ［ 項により認めて行 Ｈｈ 、 λ 、ゃう が、例へば所有者が逮ひまして 、列車T もさう いム

な結果になりはしないかとし、ふことを非常に成れ ｾ物が接近しますと 、 防火墜も逮物も やっ ｫ 長〈

るのであります。これは内務省が法律の政正を議 綬ぐ揮ですね 、 これは非常に妖陥がめるんぢゃな

舎に出す時に 、恰皮別の法規の吹正中で工業地域 L、かと思ムんですげれども 、 さういふやうな場合

宏指定地域が今まで 7 制のが 6 到しか建てられな 所;有者主主のもの〉問に防火墜を作るといふやうな

いと大改正をしれと問機に 、 この法律の改正f ! ; > 思 何カ・規定f ! ; > 作って頂いれら非常に防火上効力があ

ひ切って 4 米 l 本で行〈今まで指定し 1: 道路或は、るんぢゃないかと思ひます/ J ; 。

今まで認め 1: 9 尺の道路は依然として認めてを〈 松井一一これはかねがね大阪では考へもれてを

かの如きかういふ規定が出来てしまっ? こといムこ っ7こんですが、敷地所宥者が聖書はりますとその黙

とは非常 に滋慮が過ぎ 1: t 申しますか、或は叉心 は今までうまく行きませんでし1: 。希翠はみんな

的でゐると申しますか、さういふ勤でこの法律の もってをつ1: のですが、1: ，ゃ申上げますが、T二V

戦時惚制下と申しますか、或は主主築法規の一新と これが適用区域が市街地建築法主主主ひますから安

申しますか、ヰ目首刷新されましれ部分がめる中に 弁さんのお考へ遜りには到底ならないと思[ . ¥ます

但し替を7付する、大阪府は兎も角として他の府 l際 それカ ［ｅ ，話 ー は安 ［Ａｉｾ さんの防火墜とは少し出 Ｑｉ れま す

では 9尺 が 4 米になつれといムキ自営* ぶべき陰に が木j主主主築物の防火に謝する施設としては今いつ

なlま且つ漏れきれぬものがめって相営各府県系はこ に様なものが近仁出ると思ひます。

の1: めlご困る 、怒いては既成市街地の吹正問短に 安井一一訟もは希望としては出来るどりされ、

癒を残す漏れきれぬものがめるのぢゃないか、 こ ふやうなことが質現出来るとすれば結犠打主恩ひ

の鮎で僕の立場からみても非常に今夏手遅れでめ ます。

りますが浅念でめっ1: 。これはどうしでもこの鉄 亀井一一一内孫さんそれで外に何にか御質問こさ。

陥を補ム に は徐程細則或は Ｓ Ｐ 係 の第 ｬ 放の指定 ｪｩｾ い ませんか。

は H 成の指定の取扱ひは古京総ぼ重に取扱ひな li 且 内藤一一今お話の防空建築規則が怪〈最近出来

っか]に指定の市街地或はスラム市街とか或は防空 ますからそれによりますれば、私からはノ、ッキロ

防火上十分でないといふ市街地は根本的に区制整 申上げてよ L、かどうか分りませんが大阪市内裁は

迎をして市街地の面目ｾ一新するといふ方法ｦＡ［＾樹 紳戸市内は隣地境界カ旬、き なり接してーゐるので今

立するより外につ方法はないと思ふのですが 、かう までのやうな木迭を遺ることぞ祭ぜられ、今まで

いふ座談倉の機舎を別用して内務省に防空に聞係 の木造は防火盛或はラス 、モル F ルといふやうな

するもの' > 1人としてお願ひする機合とさして戴 市I ] ! 浪をされて、今までの木迭を遮れば歎米両1I れな

くと いふことでー言申上げて置きま す。
げれば造れないとし、ふ妖隔が防空建築規則 によ っ

亀井一一只今内藤さんからこの道路の幅員の問 て是正される 、 これは貸現されます。

紙に関して但し宮古? 付してゐるのは生ねる 1，、ぢや 安井ーー それからも一つは何でもな L、ことです

ないか、何時何んどき空襲を受げて往年の震災叉 が、 9 僚 の 2 の高さ 4 米の崖 に接近して建築する

は画館の火災の惨をなめないとは保し難い 、1:' か といふ文面は崖の上も下も雨方 に遁す，ること、思

らもっとしっかりしにものを 、収成都市 に謝して ひますがどう いふのですか。

t晶化策を? とらなりればならないぢゃなし、かと L 、ム 玉置一一これは崖の上も下も雨方です上に盈て

お話でめりましれが甚Tご御免もと 恩ひます 、 その る人は t ，るす' るとり落る懸7念があるし、下の人は

外事務所の方で 、安井さん何か問題はめりません 上から座へられる危険がめります。警親燃のっちで

か 。 ( ま 帝 国 則 に こ の 9 僚の 2 に闘して新しい規則が出ま

安井一一防火懸の問題が i泊まし 7こが勝進そのも し1: 。何でも獲の高さと同んなじにげ後退せよと

のも大分後りまし1: が、30{保の設置箇所といふ乙 いふことです。併し大阪は名前は大きな坂口なつ

11130 



て居りますりれども主主際坂がめりません。 6 大都 トで勾百B0十分とるとか 、或は総迭をしつカ・りす

市の中で l 番少ないのですが亦11戸はひどく東京も るとかキ日常丈夫に設計すれば今 の街に近 いも のが

ひどい械です。名古屋より大阪は faJ少な いですね、 t I : i * るのぢゃないかと忠ひます。

大|伎は等規 艇のやう に網開j は作 りませんで し1: 。 岩尾一一 それから上のうちも下の うち L 同 じTご

若し崖の 、 上や 下で建築され る 塊・合 に はその 者ｾ皮 げの後活といふことですね 、 F の家はよそさんの

考へゃうと思って居ます。高レところといへは:J 二 麗の高さにげ僅かの敷地合 L って引っ込めなりれ

:本町の高撃や Ili l } 昔日野の墓地の溢を貝J ましでも長い ばならな いう ちは紳戸 lこし 、くらでもあります。最

間切 っ紋し にな っておりま すが、今温土の滑っ? 二 近紳戸にめつれことですが 、30尺もみ る農の上 に

のを見 i: こ とがめりませ ん。土が頁いのでせう。 立添な うち を建て火 きな 屋敷で庭伝 部Iにと ってゐ

大阪は よその都市建心剖はな いのぢゃな い力、と忠 る、 Fのうちは小さな 借家を崖ーばL 、と ってゐる

ってをりま す。そ こで私の考へでは今有る録墜を? ところが右崖が援はれれから損害賠償? : ' 起し1: が

造 h鑓へ1: 1) 、或は擁壁のな いとこ ろへ新7こに擁 とれなかっ 1: 。何とか方法はありませんかといふ

獲を治つ1: 1) 、逮物を崖 に接近して主主築する とき 相談を受げれ ことがあり ますo 上と 下 と同じだげ

には何1; 1 ' 後退させるかとい つにやうなことはその 後退するといふのは何とか考へて裁き ＱＺ ｾ 、と思ひ

都皮決めてよいのぢゃないかといムつもりで居り ます。

ます然し この間聞い? こ話で めりま すが現在崖がめ 玉置一一警腕臓が似ノをされ、ム風にーしてゐると

る。見ると 4米以上の高さがめって諮れが凡でも いふわげですが紳戸はさ うし、 ム風 に考へ もれ7るか

ゐの崖の下 に家 ?:'mてるのはfι いと思はれる o ｲｾ ｊｩＭ どうか大阪はそんなことは考へてをりません。賓

がその崖は隣りの人が持ってゐる。そこで崖が危 際めの :H衆 1: 規定はやっぱり E撃があ りまして 、来

いから 隣り の家に直してくれといムしうちは痛 京も三井の崖が溺れれメめ に津山の人が死にまし

淳を感んじないから直さ ん といって直してくれん に。そんな ことではってをげな〈なってf乍つれの

といふことになっ1: ら、 その時はどうなるかと い だ C うと d思ひ ます。

ムので すが、 どう L 困 b ますねo 岩高 !一一ー何 んとか細則で何ん とかで緩和して貰

岩尾一一大阪のやうなところはい、が紳戸のや はなげればミらな いと思ひま すね。

うなところは殆んど家が主主ちません。紳戸でしに 玉置一一 大阪は崖が少ないですから 1: まに何11'

C先程り道路の問題よりもっと 大きな 問題ですO 作iJEf 引っ込めなげればならないといふても聞き入

殆んど表は 12間道路でぞして家は奥仔横 3 問位で れられますげれども 、制戸のやう にザラに あると

やっとーばL 、建てにら哀は直ぐに 10数尺の崖とい 大阪よ り緩く なるのぢゃな L 、かと 思ひ ます。原則

ふやうなうちがザラ に立添な街にめるのですから として歎の少ないところでは少々厳な規定も聞き

これは重大問題 i:' と考へてゐるのです。この間も 入れられま すりれども 、市中戸のやう に津 山に なる

さういふお話がありまして現在自分の設計してゐ と自然規定も綬〈なるのぢゃないかと思ひますが

るところもさういふところがあるのです。大阪と ね。

か或は名古屋とかいふやうなところは簡単に解決 岩尾一一紳戸は段階になってゐる 、上の段は 2

IH米ますが、紳戸は殆んど山ノ乎に行つれら道路 階でドからは 3 階といふことになってゐる。さう

ばか bで雨lH1J に家のない街ば; ) . りになってしまひ いふことは消長!と言十されるかどうか、大阪で L 来航

ます。 凋へんは道路面は 2 階でめって装から見れば 3 階

亀井一一悶つ 1: ことで すが、内旅さんそれで御 です。みればどうし、ふ風に取締られるべき問題で

意見がごさ' いますか。 すか。

内8 i - ー震はi[i ql 戸の建築課を代表して米? こわげ 津田一一こ の 9係の 2 はどうなんでごさ' い まぜ

ではな いの で防空談にをり ますから直接関係はな うか、第 l 項と第 2項とはXP 濁のもの、やう に見

いわげでめり ますが、 この係女 伝説んで見ると 崖 えますが 、 さうぢゃな い ので す か。第 ｉ ｾ でみる

崩れとかそんな危険の起らないやケに檎迭をすれ と場. 合によるとその土地柄に封しては地方長官は

! ; f 建築出来るので必十しも虚の高さどり後退する 御 認可ならんやうなこともめ る のでせうね。叉 ｩ ｾ ｐ

とかL 、ふやうなこと? : ' しないでも銭筋コンタリ ー 認可になる場合は第 2 Y} ' ( の椛限を地方長官に 奥へ
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る、かう いム意味になり ますんですか、全然御認 分道路幅のことにも関係 するやうです が、一寸そ

可きれな い場合も漁期して置かなりればならない のことで L 御気付きでし? こら お話頭ひ 1: l 、と思ひ

といふ こ之になるんでせうね。 ます。

豆置一一崖の方は今 まで市街地建築物法施行規 玉置一一 これはとても六ケ数い関経でゐり まし

則第 143 僚に高 さ4米を超ゆる擁壁の築迭をなさ で御 渦ー 足の行〈やうな ｬｾ ｐｾ 反容が 出来るかどうか自

んと する時は地方長官の認可を受くべしと云ふ規 分でも危ぶむのでめ りますが、 元来市街地建築法

定がめりま寸o それから第 144.僚 には高さ 2米主? とL、ふのは個人の所有徳 、 それから 使用織を制限

超ゆる施墜の築迭をなさん とする時は地方長官に しゃう といふのでめ りますからして、 この規定が

度l 出るといふことになって居りま す。で すから 今 出仁、めに相営制限を受げられ る方が あるの は こ

までから擁壁を造 る場合 には手績が要り まし 1: 。 れはやむを得ないことではないか と思ふんで'す、

今度のはそのi落墜に接して家を建てる I侍に認可を 然しながら叉一方さういふやうな考へ労でなし に

受げるといふことになって 、結局崖を造るにも 、 規定が出来 1: から非常 に刺 岱を得られ るのぢゃな

家を建て るに も今後は一切合切手績が要 るこ とに いかと いふ考へj Jl.， 起るの百ゃない j;. と思ひま す

なつれので す。勿論今皮のは認可を受げ、といふ 初めの方の話は直ぐお分 り願へ るのであ りますが

のですから・構造が忍かつれら認可されない場合が 後の方の規定が出来7こからよ〈な るのぢゃないか

め b得 ると思ふ ので すがね。 といふのは大分説明会要するかと思ひますが、 こ

津田一一構造は如何 にしても土地柄 によ って御 の建物を制限しゃうれ 、ふ根本精榊は日本の街全

認可なちん とい ふこともあ るんでせうね。 よ〈しゃう とい ふ とこ ろにあ るのだらうと思ふん

玉置ーー さめどうな るか存じ ませんが大阪にゐ です。今同じ t 自分が家舎 もってをつでも或は土

るものは紳戸のやうなことは考へませんので大阪 地をもってを? つでもよいところに持ってをつれな

ではそんなこいι 全然ないと思ひま すがねo ( ，ぱ非鴬に値打 ちがある。怒いと ころに持ってを

亀井 ーそ の 制 方 の 状 況 に 際 じ て 多 少 の 附 つれな Ll i 値打 ちj;: ない。堺筋 に建っ てゐる から

十め るのぢゃないかと思ひま すが、なl謝 野 さ ん 値拘ちがめるので 、 l 歩 裏側lに主主ちま すといふと

なんか御意見はごぎL 、ませんか。

村野一一別に ・0 私 ! H去から差是りましにので本

蛍は言へ 7よL、のですげれども 、一寸規則と は] 11な

んで すりれども 、この声見民りをお作り になる 時この

同じ建物でも自主稜迷って* るやうに思ひます。そ

れと同じやうな意味で若しこの制限がなしに無制

限にどんどん家が建て得られるtのであつれならば

大阪の郊外は悉〈例の偽橋とか今宮とか長柄とか

規則を出しにも後で土地 の所有者とか建物の所有 いふものになる。現に今宮 、鶴 橋、長柄は制限の

者とか今後建てるものがどう L 、ふ風な影響とどう ない時に自由奔放 に建つれ場所で す。とこ ろが今

いふ風な損 害をしはしなし 、か といふ ことを? 改めて 日自由奔放に建つれ場所はどうか t いふと大阪で

考へて御定め になっ? こ V らうと御想像い れしま す L ー苦手慈し、。ところ が徳川時代に逮ちまし仁船場

が、若しきういふことが御分りでこさ九、ましれら J忠之内は非常に大きな古IJJ 浪がありまし 1: 。一方そ

さっきめの玉置さんが仰言つれやうな角のE患を切 の後市街地主主築物法が出来ましてから後 に大阪に

つでもそんな に損害はな いやう Tごといふやうな御 主主ちましに郊外の新市の分は御承知の如〈非常に

考でも結構でとき、、 ますか ら、l つお誌を願へれも よ〈なってをりますo 1ごから結果から見ても この

結構でごさ-k、ます。例へば溢を披げ る、空地 の制 市街地建築物法が抱行さ れ? こといふ こと は決して

限でめるとかい ふやうな ことは相営土地によ って 惑〈なかっ? ここ とになり ますo. 一面取静りの仕方

は将来の計簡をして財産を保護してをりますから が怒れ、から非難されましれげれども 、大阪の街が

それ に影響することはかなり津山ゐるfごもうと 思 よくなつにと いムことについては相営識者は御諒

ひます。もっとむづかし〈言へば憲法の保安にも 解して下さってゐるやう に思って をります。Tごか

関係しはしないかといムやうな勤も想像されます らして一見非常 に使用槌或は所有憾の制限でめる

が、 それも所繍今日のこ のごろの流行 りの全穏主 力とのやう にJ思へま すが 、最後に線、決算をしれなら

義の? 二め に我慢 しなげればならないと しづ、やうな ば使用様 、所有慨はつぐなはれて係 りがゐ る主い

ことにも解得され ますがかなり 空地等 の問題は大 ふ ことにな ってゐ るのでめります。毛、れで今度 の
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改正規則金見ましでも叉鎚な規則が出来れなとい の匁に建物が高〈訟でられな いとし、 ムやうな臓は

ふ ことに なるわげでありますが、必千これの結果 それ' を改正さへすればすぐ建物が高〈な b利用率

は総決算に於て十分に事長ひられるのぢゃな L、かと も増すといふやうになってゐるのに拘ら争、 それ

いム確信念もってをります。この確f言があればこ が今まで制限されて居つれところが、今後 さう L、

そ資は我々仕事が出来るのでめりまして 、 その確 ムやうな傾向にあるにも拘 ι 十制限を受げるのぢ

信がなかつにも我々は小さうなって隅っこにをも ゃな いかと いムやうな心臨 もある 、これは絵程そ

な砂ればならな いのぢゃな L 、かと思ひます。この の黙は考ふべきものぢゃな いか知らんと思ってゐ

返舎で御満足が行〈かどうか分りませんが六ケ敷 る、ですから、その貼一寸糸がつきまし7こから申

い質問ですから御諒角専念願ひ1: ，、と思ひます。 上げまし1: 。

村野一一全健をお尋ねする意1J'1; ぢゃなかっ1: の 亀井一一大鎚有基盤ふごさ、、ましれ、その駄につ

で、こ の規則自? 御改正 になるl I IJ にかうし 、ふところ きまして多分宮田君あ? こり以建物の高暦化と防空

にぶつ、かるのぢゃないかといムお考があつれん なんでいふ問題についてしばしば御意見がありま

ち- ゃないのでせうか。 しれので 、防空上高厨建築等について御意見はあ

玉置一一犯等は規定が今度かう L、ふ風に攻正に りませんか。

なる H 、ふ時には出る前にその案を見せてIまって 富田一一深〈覚情に燃じて研究しれのぢゃな い

居 b ます。げれどい結局弘等は笥・てがひぶちな から質問 i識すして答へもれないかも知れませんが

んです。改正ft華文金作る I時に差益興してゐまし? 二ら 訟もやはり村野先生のいはれるやうにさういふこ

御質問に華社して御返容が出衆るのですが、訟も自 とは確かに起り得ることであるし 、 その起り得る

身肢にあてがひふーちなんですからそれまでの説明 ことが@! e に賀在となってゐる以上さういふことを

は一寸六ケ数いやうに恩ひます。まあ今度の住居 考へて今後の道路の幅員とかL、ふものが、 きうい

専用地匿とか工業専用地眠、こ んなのは透かに非 ム自由な建築が出来るやうな考は一際自由経演組

常に得になるんぢゃな L 、かと忠ひます。糸餓に工 織の批舎ではさういムことも考へでやらなげれば

第五? 主主てゃうと，思ってをつれのに住居専用地区に な らなL 、かと恩へる。但し強行な法律によ ってそ

なつ? こか ら建てられないやうになつれといつれや れ会決められれ海合 lこは己を得ないこと fごと思ひ

うな人も勿論出て床るか L 知れませんが、全般的 ます。先手呈 さういふ 、 それで私もその結ではよく

に見7こら非常に利金ぢゃなし、かと忠ひますが。 研究してゐないので舎へる衡を知らな し、。 それか

村野一一ーす見て考へますの lこノ、ッキリし 1: 例 ら先程玉置さんが30僚の l 誠について御説明にな

は知らないのですりれども 、こ れは後で地域がハ つれが、この規定は新築される務合に適用される

ツキリすれば分ることでせうりれども 、住居専用 わげなんですね。

地域の主ころにこれからは交逼機関が非常に安達 玉置一一こ の但諮です戸 b 今防火墜のないとこ

してその附近に高い建物が建てられるやうになり ろへもっていって防火墜を巡らうといふ場合にも

地償が騰るとい」、やうな時に住居専用地域なるが この規定は働きますし、建物をこれから廷でやう

れめに高さに制限が起るといふやうなことになっ といふ場合にも勿論働〈識です。多分宮田さんの

1: 場合前の地僚が営然今の傾向ならば隣りのカの 御想像では改修する務合でせうね。

地償が蹴れば自分のところの地債も腕って行〈と 富田一ー まアさうです。

いふ傾向がめつにのに制限を受げに7こめに自然的 玉置一一勿論その遁 りで・す。

に地債に影響がなくなって来る U 、ふ場合がある 富田一一こ の前建築皐曾の展覧合をやってゐる

のぢゃないか、 その鮎等は今度お決めになる時に 時に耐火木材ケ使つ 7こ場合はかう いふや うに出来

六努問題になるのぢゃなし 、かと思ひますo >>IJ の例 ますと いふ案が出てをつにが 、耐火木材を使つに

ですがこの間新関で拝見して我が意を ｾ ｾ尋れりと思 らさうし、ふやうに出来るものでせうか。

つれのは船場とか島之 内へんは道路簡を府くして 玉鐙一一これは第 2項の防火援でな L 、れマかん

産物は高〈建てるといふ こと は営然やらなげれば ですなァ 、耐火木材では具合が怒いのぢゃな し、 か

ならないでうに前から考へて居つれんですが、周 と思ひますが、めの建築祭舎でやられ1: のは建築

園の地償がだんTごん隠ってゐるの に道路幅の制限 接合の分でめって 、 この規定は規定濁自のもので
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す。だから塗築肇舎の案と規定 t はピツタリ合は す。

んのぢゃないかと思ひま すが。

鈴木一一貫際はその方が火災に霊堂しでは強L、や

富田ー一一めの時関口扉の窓、に謝しでも一つの案 うな糸がしますがね、 3 センチ壁より 6 センチの

を示しであつれゃうですが、やはりこの頃では関 プロックを積んで行〈カカ ;ii 齢、やうな泉がします

口扉に謝して新しい規定は段げてゐない以上やは がきう解湾出来ぬ擦ですか。

りそれは従来の関口扉の施駅同じゃうにしなげ 松 井 一今の構造ですね 、慨 し な じ 、 械 を お

ればならないのですね。 考へになれば非常に結織だと私は思ひます o -

玉置ーー さう Tごと忠ひますo 鈴木一一せいの低い建物はめる寝皮行げるわげ

宮回一一有難7二うごさ、 、ましr: 。 ですね。

亀井一一今までは市の方主か事務所の方並に役 松井一一卒家でしれらうま〈行げると J思ひます

所の方が主に話されまし7二が染者の方として鈴木 亀井一一ー岡本 さん何か併意見ありませんか。

さん何かありませんか。 同，本一一工業専用地区ゐ中の工場の附j葛の苦手宿

鈴木一一皆様の御意見は大喜怒参考になりましれ 合 t か社宅ですね 、 され、ムものは営然許される

持主王者側としτ先程お話を承りましれ防火壁の問 もんでせうが工場の附j渇の住宅に類し 7こものです

底、〈どいゃうでありますがこの規定遜りに金属 なア 、批宅と か宿舎。

板ｾ中央に入れて南面にラスをぶち込ＱＱＭでプ ロツ 玉置一一規則の第 3 僚の 7 の2 のところに建て

クのやうなものをこしらへて挟んで置くと仕事が られるもの、種類が普いであります。寄宿舎はそ

一番やり易いのですが、最後に倒媛の虞れなしと の中 l二入 h ます。こ、に是正げられてゐる建築物で

いムのが一つあるので倒撲といムのはつまり燐げ るって支障なしと認められ? こものは建てられる摂

てしまうて一方の産物が場げてしまってｾ｝れなげ です。それですから工抜ー附農の寄宿舎でめつれな

ればい、わげですね。プロックを積重ねて左右の もば大ピヲといふわげには行きませんが、地方 長

木造の聞に挟んで行きまし? こら ーっちが缶1] れでも ー 官が支いといふて〈れれ ら主主てられますし、認め

商にはついてゐるやうな勘定になりますので 、 そ て貰へなげれば建てられないことになります。そ

れでも行げるのぢゃなし、かと思ひますが如何でせ れだから建てられる努合もあり建てられない場合

コ。 もめるさういふ ことになるわげです。

亀井一一松井さんどうぞo 亀井一ーその他御質問はと 5 いませんか。

松井一一 l 波佐見ますと木造又は木骨建築物は 村野戸一一新聞で私見r:: i: 思ひますが新聞僻令で

煉宝石造、石迭の防火墜を許きないといふことにな すから分りませんが、例の美破審査委員舎の織成

ってをりますので 、今お胃1こなるやうな鱗治Tごと される人です 、 大飽きれ、ふこ ｣ｾ 新聞でみ＿二と

大惚石造t: ' とか煉叉迭と同じやうな構法になるの 思ひますが犯が京都で家舎建てゃうと忠、つでも随

ぢゃな L 、か ι 思ムのでありますが、 さうしますと 分いろんな間短で困つ‘ てゐる のですが、相官ハツ

今度の改正の趣旨に合ひかねる 、果してそれは何 キリしてをればまだやりい〉のですが、洋風でな

放され、ムこ t をやってゐるのかと L、ふことにつ げればならないのに日本風を建てると L 、ムのは湿

きましでは私自身も相営疑問をもってゐるんです 動の仕方で出来る。どっちにもつかないで困って

が、煤武で爾カに木造の建物がピツタ リ挟 んでを いげない時には運動 をするといムやうな ことで困

れば ，Lt つカが火事が行つでも簡単に; 熊るやうにも

思へないのですが、こ れは単に火災の時Tごげの問

題ぢゃなしに.1聖火災といふやうなこともある E量皮

この中で考へてゐるのぢゃな L 、か k いムことを想

像してゐるのです。従って今お考へのやうにモル

タルプロックといふやうなものをお造りになって

お積上げになりますと普主主の務合の火災でめるな

らば止めるが、E聖火災では十分に防火の闘的が主主

せないのFゃないかといふことがいへると忠ひま
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るんですが、何んでせうかつまらぬことをお質ね

するやうで拠ですが、大骨量の内容がお分りになら

ないでせうか、構成される人とかを非公式ですか

ら何等仰言つでも差文へないTごらう t 忠ひますが

亀井一一ー それは闘星な んで すが、具惚的になっ

てないのぢゃないかと思ひますがね。

宝量一一新聞記者がきう L、ふことは= ユースゲ

アリユがあるか ら言へ言へと いふて喧し〈迫って

氷てゐますが、' f { 際のところまだどうするのかか



うするのかも決ってゐないゃうです。松 l 人勝手 ば、進歩 出来な いので 、多少さう いム運動も協舎

な考へですげれども、先程は大阪の街全般の美叡 などでやられにら、比の目的も主主せられるんぢゃ

について審議をされるとし 、ふことを申上げましれ なL、かと いふやうな糸もしま す。外園の倒を見 ま

が、何 んとし 、ふても原則は美叡地区内の問題にな すとフ ラン ス漣 りでも建築家が美観審査委員舎の

ります。臓が現在美観地ｾ￬Ｚ防火地区は大鐙に於 構成に重要な位置を占めてゐるい、ふやうな縛で

てダグツてゐまして、防火地l孟のE霊祭は今のとこ 今玉置さんのいはれるやうに防火地隠とも関聯し

ろ繊の統制で建つのが少な〈なっ てゐる から美裏目 て多少研究する官余地がありますので、 「建築と祉

審査舎が出来ても今直ぐ働かぬと し、ふこ k にな っ 合」紙上に於て村野さんの様な御意見が出れば輿

てゐま す。 Tごからノン ピリ その中に決めれば支い 給公指導す る動機を諮ること になるのぢゃな L 、か

と思って居ますが今のところ全〈白紙です。然し と思ひます。以上若干申し添へします。

元来は今 までは 内務大臣 にお伺ひして内務大臣に 玉置一一蛇足で却ってお話せん方がL、〉の か も

決めて貰ひそれで地方長官が命令を殺するといふ 知れませんが、御承知の如く 今大阪に府告審議合

ことに なってをつ7こんです。地方長官 l 人で はや といふのがあります。京都の街を歩いてゐる感じ

らさんぞ。事・重大? どから内務省に伺へと いふこと と大阪の街をヶ歩いてゐる感じが全く主主ひますo 京

になって居りまし 1: 。蕗が雨つおとも官支です fごか 阪電車に乗って京都に行〈と京都の街にはｾ告を＿

ら官支の濁普と いふ ことはど うしても免れ ません : 忘れれのかと思ふ程全然府告物がありません。こ

そこで民間の人も入れて話が笠〈ならんやうにし れは腐告を非常に統制して居るのです。大阪にも

やうとレム趣旨で美貌審査舎といふものが出来1: 蹟告審議舎と いふのが出来まして御堂筋 には大き

わげな孔です。どから今まで懸念されてゐること い康告、少さい氏告が目茶苦茶にあつれのですが

よりは自主程緩和されるのぢゃないかと L、ふ風 lこ思 めれぢゃいかんといふので 、成告審議舎が出来る

ってをります。 ことになつれのです。厨告審議合の事: は私は詳し

村野一一大きさなどは制限されないでせうか。 いことは知りませんが、御堂筋の居者告の統制に衆

玉置一一制限される接合もめるでせう。 出して結局御堂筋の底告は見よ い L のはどんなも

村野一一皆お巡りさ んの慮にもって行ってやる のだと L、ふ l つの型を示しまし 1:
0

さう する と今

認ですか、皆 - ' k さういふことになる緯ですか。 その型がす，っと氾濫して居ます。と ころがその型

玉置一- 3史観地区の重要命令を表する時にはさ を示すまでに府告審議合がやはり官支濁普ーであっ

ういふことになる潔です。 ては L、かんと いふので府告墜さんがあれには相役

亀井一一若干蛇足制寸りて置きます。今、玉置 関係して居られます。結局めれを決める時に成告

さんからさう いふお話がありまし? こし 、叉村野さ 屋さんの都合のい〉やうに決まつれのに E 云ふ人

んか らもさういっ 1: やうな懸念もめり ます機に運 がゐります。この ごろの新聞 ib t: りの論設を見る

勧の仕方によってどうしづ、風にもなるといふこと と御堂筋金あ〉いふやうなｾ告術にしてしまつに

はな L 、o i : いふのは吾々必子しも断言は出来ない といふことは怪しかちんといふことを? 引繍いて論

と忠'ふ 、 そこで問題になるのは美観審査舎を構成 難してゐるやうですが兎に角非常に非難がありま

するメンパーの方に相蛍期待するものがあるのぢ す。成告審議舎に康告街さんを入れてしまつれの

ゃないか、それと民間の専門家を入れてきた在日審査 であ= いふやうになっ 7こので 、美椴審査舎に建築

委員舎をァやればさう村野' さんの御心凱になること 屋さんを入れないと L、ふのではな いが、建築震き

も解消されるのぢゃないかと忠ふのです。例へば んが津山入つれ場合に本首 に大阪の主主祭をよく す

復興計簡をやつにとき に述築家として相' 首なもの るといふ意味で笹議が出来ることになるか或は主主

が入つ? こやうに、美貌審査舎の中に建築家の相営 築するのに都合がL、、やうに決まるのではな L 、か

の人が入って少〈とも我々を代表しれ意見を H1す その漣がな かなか疑問舎も f これて居ま す。かう い

やうな人が入って 、場合によっ 1: らき史観脅査舎の ふ疑問をも 7これてゐる聞はどうして L よくな ると

空S正i:' Y - Vする然に少〈とも建築家が入ると L 、 いふわり には4すきます まL、。片つ方は腐告の例で

ふことは建築の方の常識が上って叉主主築界に向つ めりまして途築にはさい、ふことは絶望きにないと

てきういふ 」人間が美鮫審査舎に入るやうでなげれ 足、ひますがさういふ経緯: がゐりまし t: ことを御差益
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考にもなりますまいが申上げてをきます。 る際に 、 この窓築物はm築が竣功し7こら使用認可

亀井一一竹内さん何かめりませんか。 詮を貰はなげれば使つては L 、りないぞと L、ふやう

竹内ーーいや、今日は何んにも。 なものを認可の際に。

亀井一一 孫さん何か御意見はありませんか。 小林一ー さうします主従旅のと同じですね。

森一一いろいろ と有金な意見を承りまして・・ ・ー 松井一一従って従来のものは地方長官が傍に指

亀井一一山口さん御意凡はめりませんか。 定しな〈ても全部使用認可訟が必要でめっ f こが‘

山口 一ーなの質問は一寸待殊なものに属すると 今度の改正は建築認可詮を受付る時にこれは使用

思ひましにので主主慮してをりましれが、この施行 認可が要るぞ t いム列i : ' 按すとか、或はピヲをつ

規則の第 3 僚の 2 で衣の各盟主に該営しないものは げますか、 さういふものがなげれば使用認可訟が

住居専用地区内に建築することは出来ないといふ な〈ても出来よれば御自由に使へるといふことで

規定がありますが、要するに衣の各放に該常しな す。

いものは塗築出来ない 、該賞すれば必す・出来ると 小林一一 それから規則の; 3 僚の 6 でとき、、ます

考へてい、でせうか、例へば l 鋭から 9 盟主までに が工業地域内侍$1)地販の規定で「前 H 筆中 2僚の

該営してをりましれら営然建築させて織りるでせ 規定の遁用合併せ受〈る建築物i : ' m築せんとする

うか。 場合に在りでは地方長官その逮築すべき地民営指

松井 一一 ｉｾ から Ｙ 誠治に該営してをりまし ＱＺ 定す」この 2係の適用合併せ受くる建築物といふ

らその地区に建築することの憾利があるわげでイ也 のはどういム風なものになります。

の関係さへ支障なげれば認可出来るわげでごさＭｾ、 松井一 一それは Ｓ 係の Ｔ と Ｓ 係のうＡＺｩＺＧ併せｾ

ます。 げるもの、つまり甲種待))1) 地鼠内でなりればなら

山口 一- 5 鋭の豊島校れ、ふことになるのであり な い も の し 乙 積 待$I! 地鼠内でなげればならない

ますが、貨は差 し迫つれ問題ですが或る感校が現 やうな 2 つの用訟をもってゐる l つの工場があっ

地攻築、移車専攻築といムてゐるが、そこで皐校に れとすればさういム接合に甲に建てゃうとすれば

質習場がありまして、その工容はスチームノ、 ; / " 7 U でなげればならない仕事がめりますし 、乙にm

F とか F ナップハンマーを使って居りまじて質賀 てゃうとすれば甲でなげればならない作業をもっ

や的にいへば豊島校の l 部分ですが普遜の工場と同 てをります。さい、ふ時にどちらの区域に建てら

じうな機能舎もつ場合で、これは皐校だから大健 れるかといふこ t は地J ' j 長官がその場合は甲にm

これで建築きして頂げるものか、 それとも事校の て、よろしし、、これは乙でなりればならないさう

l 部分ですげれども 、工場金もってゐる接合には いふこと を指定するわげです。

多校と考へるものか、この中に該賞するの資絡が 小林一一どうも右ー鋭ムごれ、まし? こ。

いもなのと考へるべきか、それを一寸。 亀井一一話も漸衣進みましれが、先程榊戸の防

松井一一それは 10貌に普いでありますが前各務 空のことの話が出ましにが大阪の防空のことは何

の l に該常する建築物に附随するもので 、地力長 んにも話が出ませんので吉田さんに何か防空. の立

官支障なしと認むるもの 、羽校があって附随する 努力吟御意凡でも承りますれば。

工場があればそれが支障がめるかな L、かれ 、ふこ 吉田一一先稜から内藤君から大 いに話がめりま

とは 10誠によって取上げられるものと取上げられ し? 二し 、宮団主すからも UH: ゃうですから私から今

ないものとめる 、かう いふことになります。 夏申上げることはないのでごぎL 、ますが、都市計

山口 一一有雛ムごさ-L 、まし1: 。 僚と都市防空と申しますか、それ等の早官接な関係

亀井ーーそれでは小林さん何か御意見ありませ はL、ふまでもないこ主でごさ、、ます。都市計百倍は

んか。 無論法制的 lこL 、ひますと都市計僚法と市街地建築

小林- - ' 第 145 僚に左の l 項を加ム 、 とL 、ふそ 物法とで今までやってを ι れるのであります。都

れに建築物使用認可設を? 受〈るにあらさl t ばその 市計磁の方 L 最近は防空的の趣旨のもとに進んで

建築物を使用すること得予といふこと金一服御説 をられつ、めりますし 、又市街地建築物法は先程

明願ひ? こいのでありますが。 玉置さんから申されれやうに防空上と いムことが

松井一一 これは地方長' 官が建築認冒H置を交付す 入つに位でめりまして 、又その結巣各所に防火的
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の改正念見 1: のであります。就中今般のこの勅令 とが近接してをりまし でこの鈷もい ろいろ考へな

の改正によります空地h 隔でごさ、、ますが 、 これ 付ねば 乙，の規則自? 生かして行げな いのぢゃな いか

は都市防空と金〈深い関係があ ると思ひ ます。燐 といム風に考へもれま す。只今 まあ苔々がや る{士

夷換が務されれ折にその的中率を少な〈し 、火災 事が非常に多〈なつ 1: ので何をやって い 、かu際

が起つ 1: 務合に延焼を少な〈するといふ黙に於て に分らないやうな状態で ノ、ッキリし にこ とを? 申上

最もい冶制限fごらうと足、ふのでありますが、斯う げる ことも出来ません。

いふ夙にし て段々と市街地がよ〈なる や うに法制 '亀井一一 どうも有難 うとさ' い まし 1: 。まに制査

千七 されて行くことは御同慶の至 91ごと思ひます。 の途中にめ りましてまだ明縫な こと を申上げられ

次ぎに一寸御質問申上げ 1: いのでめりますが、 ないといふことでめりま す。なほ問問さんあ 1: り

この空地 4 院に闘しまして長屋 に謝してはどうし 、 イ可か御意見がめる筈Tごと思ひますが。

ふ風にお考へに なってを ります か ? 恐らく 従来の 岡田一一 皆様の い、意見を九嘆かして裁きましT

長犀は従来 の空地制限聞係に於げるものと同 じと 大へん勉強になりまし 7こ。 犯 の方の住宅の方から

は思ひますが、大阪のやうに長屋の多いと ころは 申上げますと住居専用地隠それか ι 空地- k l広が :H

どうい ふ風に 御慮現になる御心算でめりますか ?

こんな所には恐らく指定きれないといふことも考

へ もれま すが その駐を 一つ。それから この{ 際交を

見ますと 10分の 2 乃至 10の 7 に相蛍聞きのめる吹

正になっ てを ります。大阪に於きましては まづど

れ位を標準としてこの賀際の地民指定にあてられ

る御漁定でありますかっ 、 それから これは松の思

ひ逮ひかと思ふのでめりますが、第 6ft茶の 3 の中

に敷地限界線 よりの距離の限度は地-)5の状況によ

り内務大臣これを定む 、 となって除外例として第

来ましにことは非常 lこL、、こと fごと思ってをりま

す。その外別に これと L 、ム意見もありません。

亀井一一両国さん御意見ありません力、

岡田一一別に・・・。

亀井一一 それでは楠絡さん。

楠瀬一一別 iこ

亀井一一存在口さんめりま せ んか。

森口一一別に意見 L めりません。

亀井一一 それでありまし? こら棚橋さん。

棚得一一L、ろいろ法律が出来まし 1: '，。根本の方

一道路、公国去キとめります。この道路といムと 針は専用地隠と いひ、 空地 h 広と L 、ひ大後結構な

非常に範囲が府いーやうに思ばれますが、単に道路 やうに考へられるので す が 、 な ＱＱ 資際にどこを ＱＱｾ

として幅員の腐い道路とか何とか替かないで 、こ 用地阪にするか、 なは空地の割合はいくらにする

、に入れで あるのはどう云ふ意味でありますか? か、 といふこ E を将来賓際貿行する時に 、若しそ

こんな こと をお伺ひし f 山、のでめりま すo の方針を誤れば却つてなかっ1: 方がし、、といふ風

亀井一一空士也阪城 にを きましでは大健都市計笛 になると忠ひますから 、殊 に官僚濁善といふ感 L

で取ら調査を? 進めてゐるらしいと斧察されるので あ ること ですから 、大いにさう L、J 、やうな問題に

鳥井さんの代理として来られれ伊族主ん 、 その鮎 附しでもな 11協舎に於てい ろ日ろ築って研究する

に於てお答書評穎ひ? こ し、と忠ひます。 機令がめつ1: ら望まし いと思ひます。それから叉

伊藤一一鳥井さんが本タ出席する筈でしれがの 美観審査委員令 い、 ふやうなものが出来るさうで

つぴきならない用意が出来て代 hに行げと 仰有つ めりま すが、 きう いふものも 出来れば協令 から金

沢のでこの列に侍ちして員長いれのですが賞際のと 般的に目前西に於げる建築家を代表する委員を謎 :- H

ころ最近空地キ阪についていろいろ調査を主主めで されるやうに何かされ、ム方法金協舎に於てとら

をりますが吉岡さんが仰有るやう に大阪の場合は れることを私は希葛する次第でごｾＮｾ 、 ま す 。

多少主主ふかも知れんといふ結果が出て来てゐるの 亀井一ー- 1 ，う時間も来ましれからこれで最後に

でありまして 、殊に長屋が非常に多いもんですか し ＱＺｾ 、 主忠、ひますが司舎者として不行届のところ

ら ｾに出来上っ てゐ る街は指定にするにかなり困 や横暴であ りましにと ころを?御許しを阪ひ 1: し、と

難があるのぢゃないかといふ風に私自身は考へて 忠ひますが、最 後に先程伊l孫さ んからお話がめつ

を b ます。それから隣地と の; 境界線の話ですがこ れので すが専用地隠 といひ空地々 院 といひ美観寄

れも待 lこL 、、第合、い 〉住宅地では その場所につ 査舎綾程といひその他きまさ' まのことや者11市計書

い ての調べをやってをり 、もう ｾに非常 に 家と家 法の資際会やらなりればならないといふことにな
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ってゐる際果して現在の人的資源のI J i B備で出来る て政府に本営のことが分ってぞらないらしい様に

かどうかと いムことは非常に疑義がめるので あり 思って仕方がないのです。さういム意味で先穫も

ます。例へ戸大| 仮の例をもってしでも 技師 l 入、 村野さんからもこの大阪にどう L 、ム事情れどう

技手歎人で大阪全般をやらなりればならないのみ いふ様な問題でどういふ摩僚が起るのかといふこ

なら十大阪を中心として京都、兵庫、和歌山その とは無論見嘗はついてゐるとは忠へな いのであり

他にも闘係をつげて地方言十置の 方も考へなげれば ますが、 さういふ忌合に於て建築協舎の非n ｾ＠ ｜ Ｎ ＮＮ ｾ＠

ならないと いム時に 、 これしきの僅かな人的資源 共の図慨が政府を鞭隠しましてゼ所請合連的な都

をもってこれらのことが果して出来るかどうか頗 市建築 iヰ向ふことによって建築報図が出来るの t:'

る疑問とせ F るを 待な いのでめり ます。政府 はL 、 らう と思ふのであります。かういム機舎に若干司

ろいろの法規を出して、出先の人身にあてがひぷ 舎者として所見守注べまして閉舎の辞 t します。

ちをするげれども、具して賞際の間短としてこれ 皆様どうも有重量ふごれ、まし 1:
0

( 拍手〕

らが巧み に運用して行げるかどうか、比の駄に就
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設 吊 天

大 育長

てｾ

si ! . .  

巨ヨ

井

多目

学者1¥官の釣天升こは俗説として名高いものになってゐるが、徳川賞記などにも其の時の噂

ピげカ Z記るされてゐて真相はキIJ らない。1 . : が、二代将軍の日光枇参には兎角不砕な事件が

起つ ?こ。家康公 l 年周忌のIlt上参には江戸設足の時から稀な荒天に遭遇し? こ。 7 年周忌の日

光参詣の時は蹄; 金宇都宮城に泊る議定であっTこが、本多疋純が異岡ありと告る者があっ1た

ので 、急; に道を特じて壬生lこ泊つに。世に吊天井の事を云i 、のは この時φ事である。

本多上II可' 介正純は元手口 2年 5 月に上野閤佐野ー閲 20000石の力11封があっ? こので、宇都宮

の50、000石と合せて 77、000石後となっ fこ。

元和 2 年の秋 10月26 日、日光山 を. 拓いて そこに家康公の廟を造営し て駿河の久能 山か ら

改葬することになっ＿こ。藤栄和泉守高虎は経慨を司れ本多上野介疋純は純 ｉ｟Ｇ ｪ ｾ として明年

4月迄に成功すべしと命せ' られに。 4 月げ日 は家康公の昨月命臼であるからそれ迄には是

非とも成就させねばならなかっ? こ。 10月の末といへばあの 山々の梢には紅葉もはや見られ

ぬころ 、 冬ｾ控へて僅か Ｕ ヶ月ばかり 、 冬の日光山を拓し、ての造営は ｪ たして易い仕事では

なかっ?こ。工事の質際を F書官する棟梁である御大工中井大和の苦心はなみ大低では1! 肋〉つ

? こ。責務の笠石の運搬などには色々な物語も停へられてゐるほどであっ? こが、でも議定の

4月には御本枇 ・御本土也堂を始め廻廓・御供所 ・御厩まで/ " 11来上り 、 4 月 8 日には霊枢は

久能山からこ〉に安置されて手n泉守も上野介 U 爪事に役目を果し? こ。

制l震の l 周忌でもあり改葬の供養に将軍秀忠、は、この月 げ日 にはど うでも参詣するので

あつに。

奮の 4 月半ば開東平野も総に芽ぐむ頃でありながち、 10 日夜からの大雨に烈 しい風さへ

加はり物 ￬ ｾ ｊＺ い荒天となっ＿こ。 千 需の 川 は刻々に水は詰まって行〈 、 ＱＲ 日 は賊軍参詣の注に

あっ fこが、大橋が危ない 、流がされそう 1: 0
ノj 、石を也としに敷禽の依を透間なく橋下に備

へて漸〈通行1: けはけl来? こが、千需 主草加の問では平野に吹き荒む烈風に息つまり足元の

7k に命を棄てに下部が 13人も出? こ。

翌日 tこは栗橋1 ) 舶橋も流されてi : t舞つfこので行列も新附に附官を i徐1主な〈されに。 14 日

には古河に やどり、 15 日は符都; 守本多_I- . l L ' f ' 介の城内を族館とされ、共後は滞りなく供蓑を

畢つ? こが、こ の度の参詰にはなかなか故障が多かつ fこ。

元和 4 年 4 月の 3 周年忌には紅葉山の束! ! 任大樺現の迂官があっ? このでi将軍はその方へ参

詣 して日光の御宮へは本多上II牙介が代奔 しに。 この時には別に怪しい事もな〈桝ん?ごが、

8 年 4 月の将軍 日光山参請には脊怪な事件が持上つ 1: 。

2 月 7 日に i 今年は日光山にて七年周忌の御法令が行はるるに依って、御参詣のことが
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ある主 仰出され. r _ - 。尤も前年の元和 7 年には; 将軍参詣のtli. の』長官誌ともなる御本坊といふも

のが初めて造皆され準備高対;i は調へられてゐ? こ口例によって江戸の許; 金は 4 月の 12日、共

の夜は紫槻; 比内 の御殿で一夜を過し、 13日は古州、14日は字都I冶l

では将軍の御成 bの1矯完め多盟撒主の職人をを? 動員して夜3を? 日に櫨で新J肢段をを? 造笹皆、しこれに』賂寄Z寧存3を?迎

へ f仁こ口勿論J-_ l l i - I ' 介の誠忠はかくもしなければ気力: 桝まなかっ? こに泣ひない。夜になって隆

へtHゃうとして戸を開け? こが恒治部もてあかなかっ? こ口有りふれに事なので別段意にもか

りす ＭＧｾｾｊｊ 供揃をして今市へと行列は進んに。 げ 日祭税 、 Ｑ Ｙ 日本地堂盈茶話主御行が執り行は

れこれで御法令は何の障りも無〈その儀を撃つ? こ。

訂江: 戸へ蹄還の時刻はf七ごんTピごんと泊つて司来4 るにつれて注逃はE次チ火〈ぎヨ次たぎと車絶Eえな L、、。 R噂毒はR噂脅

Ｓを＿産んで人々の顔にば不安 Ｒの〉色がみなぎつて来＿仁こ。字都 Ｇｬｾ訂イ

しカが［効カか〉 η られ網を切り孫して ａ将寄耳軍［ｲｾを＿なきものにする ｦ仁こ〈らみカがＺめると専らの噂である。 そ

うかと思 iふ、t ま1:こゴ加B引別1リj の噂力が=真し号や3哨カか、に f停専へられる D

御族館を高〈遣って下を自 111に数人往来が出来る様になってゐる。してこの造替は深夜

にいそいで造り上げ、これに従事しに同心 100入金 l 日の中に悉〈殺し? ことか 、此ごろ京

よ b あま? こ銃を官主にして字都宮へ下しTことか。御刑意なくしては如何なる珍事引 /"1' ，さ ん

も知るベカf らすとか。

こんな注進を近臣共が聞いていかにも左様なことが無いとも限らない。既にならせ給ひ

し時には御族館の様子如何にも心得ぬこ t が多い。寝殿の戸に小J"flt1こ植が孫ちて戸を開け

る事が叶はなかっ fこ。家司を? 好i め家士等は 、皆 lli. 陣を張って馬の較をも取向性さす' 用意して

ゐ＿こ。これ等の事最も不審＿ごしとりどり ｬ こ噂し合て字剖ｾ Ｇｴｾｲ の御 Ｑ Ｑ Ｚ 1 i 白然るべからす' などug

へ出すものが多くなっ fこ。

ぞうかと思ふと、御成御殿の遣戸毎に叉戸一つ宛をまうり? こ 、 これはもし地震でよ也事Hき

戸の開がd ' る時の用意Tごといよ、が、質は軍兵の翁Lれ入る nに設 りられ Tこのにと噂されTこり

浴室の板床が部ちる様に出来てゐて共の下には悉〈倒が立て立立べられであると誠しやかに

停へらわに。

将軍は 山 を下1 ) ;今市から H.'，る頃江戸からの注進、 それは御高所 の乏!: 病の rl1 なので宇都訂

へは立容らする念に j金を急: がせて今日は壬生に伯られ 1=0 20 日ゆえ守槻械が御波iiih- で共の票日

は無事 に蹄城になっ? こ。強力の侍某が終1 [ r の乗ってゐる駕能の体外に大石を結び一人で、

?こ Y 一人で江戸まで駈り蹄つ? こといよ、 、講 談 iこ出て来る話はこの今市からのことで、興味

?こ'っぷりに能〈もでっち上げにものピ。

この時井上主計頭疋就は一人宇都官城に入って御成御殿の構造を也復して蹄つ? このTごつ

?こが、; i i l i 察の結果は判ってゐないので 、別 にそれらしい怪しい事があっ fこ読擦は穆ヵrらな

かっ?こ らしいD

前将軍の時から近側にあって夙夜損害をj阪はす・いつも大事にhi って忠、立のをぬきんでに. i E 純
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も、 8 年 8 月には遂に 155000石を除封され? こ。して 9 年には大津に移り僅かに 1000石のノj、

職で暮し? こが、寛永元年には横手に捗って、新し共まま字都宮の城主でゐ Tこらば再び替監

として日夜の却J持を惜まなかっ? こらうと思はれる、東j照宮の寛永造り替の撃つTこ翌年に22・

る、寛永 14年 3 月10日73で其の一生涯の幕を閉ぢ Tこ。

釣天井は ?こ?ごの流言で、正純の純情はそんなものではなかっ? こであらう。家臣等が野陣

を張ってゐ? このは禾に油断の出来ぬ世の有様とて、不時の出来事 lこ封する夜を撤しての警

聞で、疋純の誠忠、は用意周到にそうさせ? このであらう。遣戸に更に戸を付ることは地震岡

とて以前からもあることで、慌を外せばパネ仕掛で目づ主戸は外へ聞く様 lこなってゐる。

そんなことを知らぬ者から見ると 、それが流言を産み出すーっの麓 lこもな っ? こかも釦lれな

い。太閣の一夜普請でも貨は森に隠 5 れて日教を重ねてS 1 t 9上げ、一度 lこ森を切り取っ? こ

の? ごとされてゐる。御成御殿が深夜に l 日で出来るものではあるま L、。

井上主計頭のi監察はどうなっTこか、とんと判らない。

二代思願の正純に商白からぬ感情をもつにあ‘ る大名の奥方の説訴が、彼れ上野介の誠忠、

を逆用して成功しTこ様で古ある。字都' 広械を娠り返り見返りながら立去る彼の心中 lこは、

なんの執着もない除封の時一高石を呉れるといふのを献退し? こ様な心情の持主は、昔の

ままの純情さに唯主君の将来のみが集に掛ってゐ? こであらう。

共後将軍の日光枇参の往復には七、つも字都宮城内の御肢が絞館 lこなってゐる。

疋純は憐れにも淋しく死んで行つにの? ごつ? こ。

上野介正純が入念に指姉し ｬｾｬ ＺＺｊ ｩ 二 大禾 ＱＱ が骨折って土産つ＿ここの元和の御＿主の本殿は、寛永の

地替の時他に移'され世良聞東) ! 日百の本殿になっ? このにが、今も納ほ昔のままに侮へられて

ゐるかどうか。
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古 典 建 築 の 色 彩
/ )  ¥.、

て

一 一 感 覧 の 全 骨豊 性一一一

瀧 津 B三 弓

彫塑性 古典建築と云へば、否々には何よりも先づ、あの清楚な桂を汁削 ｜ｉｾ とする所謂

「オ { グーJ なるものが限の前に浮ぴ来るであらう。具韓的な仰!々建築の質例に於いては

夫々に細部的な差異はあっても、吾々の概念的表象としての古典的オ ーダーは吟ど一義的

と云つでもよい程 に決定的な形式を具へてゐる。然かも 、それ同如何にも 美しい。建築的

であると共に「彫塑的」である。否、むしろ建築的形式を彫塑として具購化することに成

功した稀有の作品である。而して人々の感性的直糊に訴へる美は主としてその ｊＡｊｾ ｙ ￬ｬ 性に ｲ ｬｬ

来 する。が、 それは依然とし τ 、あくまで建築的である 。彫担的美が建築的法則によって

調律せられ、 美は民 u 目互 に交渉 し、情説法的に高められに姿を 示して ゐる。これこそは

一度天才民族ギ リシア人によって創造ぜられ、繭* . : 二千数向. 年 にわ? こって世界の建築 史に

君臨 し? こところ の不壊の典型であっ 1: 。斯〈も優れ? こ典型を、果して他の如何なる民族が

造 り得?こであらう か。回よ りこ の問題は既に論じ古され?こところである 、が敢て私はもう

一度 この古 めかしい問題を誌 に提起 し、更 めて三i 5 入直して見? こいと忠」、のである。

ところで私は、悲に言ふと ころの「何万目的」なる語義について若干説得の必要を感じる。

ｊ ｫｊｾ 担 的とは 、 現今 普通に行はれてゐる Ａ 影砲を 言 は ｙ イデア的 ＱＵｻ 型としてはゐるが、場合に

よっては「立髄的」と 言 ひ篠へられでも差支ない態のも のである。共所では即日目は純粋 に

立謹として追求されねばなら今、従って給高的色彩の虫1:1きものは ー肱はイ、純な 妥紫として

掛象 さるべ〈 要請 される。既に、こ の ことはまま に更 めて注意するまでもない程に 一般的な

常識主なってゐる。恐らくその常識的用語法に従って 、 ドイツ新カント j反哲製の一方のE

匠コ ーエン教授は一一ーもう三十年ち昔のことではあるが一ーその般平制限比なる「純粋認識

の論理墜」の胃顕に於いて「ギ リシア人 の彫塑的性質 > Di e plasl ische Natur der Gri echenくは

感覚の専制をいさぎよしとしな かっ 仁」と 云つ に。勿論 この言.45は村事ー的!EJ 附:、 lj 年に数理

的認識のにめに象徴的 に表現 せ られにも のではあるが、者々は この言葉をそのま〉直設法

として受取る こ とも出来ょう口然う解樺するしこ の諾の 中には何とはなしに色彩的要素

を拒否する如'き響力 Z感せ' られる。 ?ごが、古代のギ リシア人の彫塑的性格といふも のが、果

して斯かる意味での斎叫卒性 {f!f;'j. 色としてゐ? こものであらうか一一宜ーは この問題をこれから
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考へ直して見? こし、 、 といよ、次第である。

ウヰト )J，.. ウヰウス さて更めて、古典建築の「美」は何 に111 来するか。し斯う云ふ問

に劃しては、差首り私も亦世間普通の定設 に従って、先つε その清澄な「敷理的比例」かム

と答へねばなるまい。それは- J J f l { 上掲の哲事者の言葉に呼臆する機縁をもつことにもな 4 。

まに、現に古典建築に闘する殆ど唯一の読言者 とも云ふべきロ { マのウヰトルウヰウスに

よれば、建築的形式の最高原理は「シムメ トリア」であっ? こが、それは要する lこ古代調特

の比例設であつに。既に古〈盛時のギリシアに於て、 j彫塑術に於げる比例の問題が丹念に

考究せられ、現にポリクレイトスの如きは( 彼はフ・ェイデイアスやミロンと同じ時代の彫

盟家としてギ リシア喜術の黄金時代を代表する一人であるが〉彫像に関する規範的比例を

読い仁左ころの「カノン J > Kanonく なる著述を試み? ことさへ云はれてゐる。一一尤もこ

れに類する話は何所までがギリ シアの直停であって、何所からがラテン人 の停閉じ よるもー

のかは不明であるが、今はf院に漠然と古代以来の俸承として置くことにする一一檎蓄に閥

しては有名な詩家ポリグノトスの如き( 彼はプエイデイアス時代の先駆者であって、番家

としては最も著名な人であるが) その壁詩Hこ詰って用ひTこところの色彩は僅かに黒・白・

赤・貰の同色にすぎ子、然かもその寄〈ところは陰影も肉付げもない線描t: つfこと体べら

れる。ぞの調子は、恐ら〈あのギリ シヤの瓶の緒に見るやうなものピつにであら う。? ごか

ら少くとも今日の限から見るとするならば、総事誌は宛も彫像の下織の如き調子のものであ

れ彫像はそのカノンによって、 言はヲ建築的制約をうりてゐ? こといふことになる。私』主

張 l斗司; WI のカノンをば建築的l I i I J 約と呼んt: が、賓はそれはー臨の美率的措主じであって、古

来の停承はむしろ逆に、先づ人関乃至16m象に闘する比例の研究があって、然る後にその結

果が建築の上に適用され仁、とい」、風に詑かれてゐる。ウヰトルウヰウスの所俸によれば

建築の比例は元々人韓を規範として案出きれにものであって、荷重を負」、男子の身睦の比

例、美しさからドリス( ドリア〉式が、問機にして女子の身韓からイオニア式が考案され

? ことし、ふ事になってゐる。俗説としか受取れないが、少くともローマ人の聞に斯やうにイ言

ぜられてゐ? こといふことは注意 されねばならぬーーとにか〈彫塑的な建築観口美の契機 k

l ての数理。

さて、ロ ー マ人はギリシアの建築 ｾｊｉ 古式的 ｬ こ掠し＿こが、少くとも形式以外の貼ではロ ｆ

マはギリシアと異る所があっ? こ口その相違は先づ材料に封する態度ーに現れてゐる。彼等は

種々の大理石を夫々天然色のま〉で効果的に併用しに。が共所にはやがてパロスの大理石

の純白を誇る建築美も約束される。いはんやギリシヤの彫刻をそのやうな大理石に按刻す

ることが嘗時の流行できへあつに。比例と いふ尺度によってギリシアの形式を摸する白い

大理石の塾術ーー ウヰ トルウヰウス風の嚢術視が共所に考へられる。

パラデイオ ノレネツサンス建築が古典様式の復興でーあつt: こ主は今更云i 、までもないが
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その間にあって文字通り古典の復興を志し、建築の形式を一種の墜現として定式化し? この

はパラデイオである。彼はウヰトルウヰウス lこ制倒しに。聞よりウヰトルウヰウス研究は

彼一人の1笥占ではなかっ fこ。史家プルッ クハルト の「イタ リア・ ルネツサンス文化 J (第

三篇、第九章〉には首時の「文化の一般的ラテン化」 のー徴候として「ウヰ トルウヰウ ス

主義」が建築家達を支配してゐ? こことが特に注意されてゐる程である。然かも彼が特殊な

一人であるとされてゐるのは、 言は' > r純粋建築」とも云ふべき形式を所謂「オーダー」

として抽出し? こからである。

ウヰトルウヰウスは、彼自らが意同し? こであらうところのギリシア的古典の再現には必

十しも成功しなかっ? こ。民の古典建築を理解するにめにはウヰトルウヰウスは警戒されね

ばならぬとさへ言はれる。然かも彼の墜設は誌にパラデイオなる釘巳を得て、爾来西肱建

築界の事質上の古典となっ fこ。皮肉な運命ではある。

ウインケルマン 近世に於げる古典嬰術研究に於て、ウインケルマンの「古代嬰術史」

>Geschi chte der Iくuust des Al tertums く はおl期的意義を有するものであるが、内容的には多

分の美接的理論が参加l しにものであって、既にその 同頭から「華街の本質を探求するこ

と」が大いなる題目であっ fこ。彼は古典霊芸術をロ{ マなる古典的現場にあって親しく糊J! 0.

し、共所に古代人の業踏を追樟験し、併せてキケロやウヰトルウヰウス等の古典からその

嬰術視を揖取しに。が共の上に彼は何時の間にかi皮自身の美感を建設 してしま っ? このであ

る。か〈て ＱＱ Ｏｕｊｾ 最後に到達し＿こ所は「純粋美」といふ斐製的境地であっ＿こ。ｾＺｴＺ所では、色

彩の如きものは美そのちのではなし、。色彩はむしろ不純な要素として恰象されねばならぬ。

その結果純粋なものとして残るところのものは素描 e ｊｫｊ ｾ Ｎ ｩｻｪｉｊＮ 乃王比例のみとなる。斯ういふ

理論は 、言ふまでもなく Mmt:理性を美的イデアとして成立しにものに他ならなし 、。この言は

V 古典主義的・彫塑的美的純化は、先もかのパラデイオ のルネッサンス 的・建築的・美的

純化に封躍する。

彼の著述から二年程後にレツシングの有名な「ラオコーン J > Laocoonくが( 1- ¥版されに。

が此所でも亦美の理想、は入閣の形式美に於て求められ、約7tEでは色彩なき素描が推1之され

にのである。

かくて之れ迄の古典主義者? こちは 、宛も比例の j ミをもっ仕立屋が、常に漂白業主? 設業 し

? こかの如〈であっ? こ。

ハウブトマン ギリシアの建築は元々木造でもあっTこと云はれる。木造建築が彩色される

ことは自然であり、適切な底置として首肯される口やがてその木材が迫々と粗靴な石材に

代へられ、その表面に分厚な漆11食が塗られるに五つに時も、なほ彩色による装飾化の行は

れ? ここ k はまに順首なこと〉して首肯 されよう。が、途にそれが胞かれTこる大理石の堂々
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Tこる建築として、所謂古典的オ ー ダーを完成しに後に於ても、向ほ且その上に絢欄? こる彩

色 が 施 さ れ fこといふことは 、5かく とも所謂 「 古 典 主 義 」 美 壌 の 限 か ら 見 れ ば 異 様 な 趣 味で

あらねばならぬ。然かも、それが古代ギリシアの本首の姿であっ? こ。念の? こめ、蕊にコリ r

ニ ヨ ン の 「 パ ル テ ノ ン 」 か ら 次 の や う な 一 節 を 抜 翠 す る 一 一

今日ではギリシヤ紳殿の量産飾に色彩を使用し 1: 若手は薦人の一致して認める所である。 ・7こv ド

リア紳殿に闘する 所では 、彩色の廠用がめまり異例のない一定の法式に従ってゐ t: 事を息ひ起き

う。着色は高昔日に限られ1 : もので、主要な色は赤色 背とである。パルテノオンも例外とならな L 、。

ぺン ロズと パツカアルとの細筏な調査を綬て 、復奮すべき着色の基本的要素が明瞭となっ 1: 。此

の原理を以て色彩をあまりに濫用し 1: ロヴイオの復原案。如きに望書して抗言し得られるのである

( 富永惣一氏揮による〉

純白な建築や ｊｾ ｊ， 像を想像することほど非ギリシア的なことはない。建物も ｬ 彫像も生き生

きと彩られにのである。第一流の彫刻家が最高の光栄としに仕事は耐11々のにめに「黄金・

象牙の像」を造ることであっ? こ。吾々はも
f
う一度、生げる 青 春 ギ リシ ア の 姿 を 見 直 さ ね ば

な ら ぬ 。 パ ラ デ イ オ 流 乃 至 古 典 主 義 の 青 白 き 美 墜 を 以 て 、 員 の 古 典 的 ギ リ シ ア を 律 す る こ

と は 非 歴 史 的 胃 潰fごと云はねばならぬ。五で、私の念頭に浮」ぶのはあのアクロポリスの丘

に 立 っ て パ ル テ ノ ン を 仰 い ピ 文豪 ハ ウ プ トマンの「ギリ シ ア の 春J >  Griechischer F  ruehlingく

の 一 節 で あ る 一 一

今のパルテノンの有様、その法式を言って見れば、- I J C.誠1:' 1 そこからカは殆ど威墜にまで、

誠は殆ど剛直にまで強化されてゐる。その形式の重症例は賓 iこ断乎7こるもの打。 Tごからその表現の

明断さが、その昔の波手な彩色の 1: めに若干奪はれれかも知れぬなどとは松には夢にも考へられ

なL、。

E置弱型のギリシア主義、1 : IJ ち貧血的ギリシア主主主に童話する貧血定的惣慕などいふもの含患って

はやりきれ1: L のでな L 、o 1ごから、松にとっては、この，. " リλ 式紳殿が源子に、ま t: 衆多の見解

に主主しでは野畿にも 映じようといふ風 l λ 彩られてゐ t: として見 1: ところで、. 8
1
) に樗〈には嘗ら

ないのだ。全く以て 、お気の毒千蕊 、世の弱議共のことは容数してやるとしよう。宜なる哉、 そ

の構成約風貌に野性的混泌の存せること。蒸し、その多彩な表面装飾の絢網さは紳# と人間との

側係の在りし背の無耳目糸な境地をよく語つ1: ものでめって、それは人々の心を煽るやうに捕へて

祝祭の歓びへ 、それからやがて深き崇敬の念へと誘つにものにちがひな い。

= ー チ エ 西 欧の地は尚喜k f 夕 暮 の 閤 J >  Abendl and く と 呼 ば れ て ゐ る 。 こ の 呼 名 は 本

来 の 名 を 「 光 明 の 閤j > Hell as く とし、 i 、ギリシアに劃して特に象徴的である。ーーさて今

アクロポリス のｊＺｬＺ に立つにハウ プ トマンは、 その夕暮の 放闘を想 、ひ ｈｾ し＿こか。 彼はつ，> ，( 1

て言 ふ 一一

民の殿堂はL、づれも大衆的でゐる。わがヨ ーロツパには数合堂や大寺院はめって も、新かる意

味での挺の殿堂は一つも なし、。恐 ら し 吾h に於ては人生の悦びが数舎から分隊してしまひ 、今

では茶所は1: ¥" 、宛も 死と墳墓と に光後伝授げるにす ぎぬもの、刻1 ¥なり果て fこからであらう。
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が、人生は生活し、且生主主溌刺? こるものTご。従って咲かも衣へと絶えす，歎紫への衝動が生み

出されe る。而して、こ のこ主が今日劇場なるものを 、I! iJち教曾の最も危険なる競争相手を 、招来

するに歪つ fこのだ。今日人# を耳目って数舎に赴かしめるところのものは死の不安か、でなげれば

這憶でみる。劇場は人寄せのにめには、そんな方f更を必要としな L、。それどころか人々は其J i Ji へ

走るで貿のなつ7二機の木に誘惑され? こ雀のやうに 、わんさと押寄せる。

此の言葉に接すると、私にはニ ーチエの言葉の 中にある 次のやうな一節が忠出される。

吾 d 々は活動的な時代の頁心をもってゐる。これが吾h に綾上の時間でめる午前を婆衡の? こめに

貸すことを許きない。・ ・ 霊ｾ術は吾今には消関 、 休養の其となって居り 、吾々 は霊華街に吾 ｨ の時

間、吾々のカの吉宗りをさ、げる 一一これが人生に華社する纂術の地位を後化させに…・疲れれ人々

を豊若手ーとする・・…夕方の時聞を要求する ・・今日のオペラ、悲刻、音祭。. ....

偉大なる婆術はむしろ大いに靭の静りさの清純な境地に生 L 期待されれ、手のついてゐない

元気いっぱL、の朝の孫自ナもつ f: 観客煩衆o重苦手とする 7ごらう o 一.. c弁汲越次氏縛「人間的な 、

ゐまりに人間的な」より〉

此の最後の一首]0 これこそ貰に古代ギリシアの1 - 1 " : りし日の姿である一一パルテノンの正

商 似 j瓜の ;11
1
1
1話の群像は、 !;i J; J 日にその市[ を向げてゐる。 11 : 隅に太陽洲l ヘリオスが馬車を駆っ

て現れる。馬車は今治 ｪ の ー トＮに 浮ぴー ｉ ｾ Ｎ る所亡。馬は昂然として ｦ こてがみを振り立て〉朝風に

いな' " < 。金也の r[1 胃を荒 ｦ ニム Ｚ ｾＱＱ ＱＱＷ テナが父 ［ ＱＱＱＱ Ｑ ゼウスの頭から生れ出でんとする Ｑ 歓喜の光

景である。やがて本首の太陽の光がさして ［ ＱＱ Ｑ Ｑ Ｑ 肢の入口から内陣を ｊＡ 授らす。女 ｾｩｬｬｬ の黄金・象

九二の ｅ 像力Ｚ燦然としてか ｙ や〈 一一 「それは人々の 心 を煽るやうに捕へて ｩｩ ￭Ｉ ￨ｾｾ の駄ぴへ 、

それからやがて傑き崇敬の; 念へと誘つ? こにちがひない」

演劇jは閥次的行事として 、民 つ三塁問、大空の下で行はれに。上演される摩IJ は年々切競伎

によって苦提起をかち得? こ作品である。嬰術は競技を抜・きにしては考へられない一一それは

やがてオリムピアドの将 ｾｾｬｬ ｬ で ある。

太 陽 ・野天 ・ 競 技 ・閤策的行事。何所に青白い美事などあり得ょうか。

ポオル・ヴアレリイ 中世的数千? の儀式と近世の浪漫的劇場。そこには一脈の連鎖があ

る。そして、その延長の尖端に今日のキネマが位する。現代的性絡を? 表徴し得? こものとし

て、巣してキネマに比ぶべきものがあるであらうか。この新しし J撃事fLIは徹頭徹尾機械によ

って作り山されに暗と光との極端な組合せである。自ら ｩｮ ｩｬ ｬ Ｑ を ｦＧｬｾ は Ｕ る橡言者」主栴しに

ニ』チエが、果して斯くの如き喪中 ｲＧｉ の可能性を ｾｦ 象見してゐ＿こであらうか。

ところで、最も聴明なる現代人と言はれるポオ J レ・ヴアレリイが此の新しき重芸術に封し

て担否的態度を示してゐることは、私には興味ある問題1':0 彼はキネマに不満ーの意を表し

特にトオキ{ の音盤をば「不吉な J >  Sinistre < とさへ形容する。その彼の見解の中から 、

首商の問題に関係ある部分を拾って見ょう一一

昔の文人や筆者にとって伎の仕事の照明は僅か一本の車線燭で事足り＿こに ｾ ｉ きかへ 、 現今では数
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多の燭光カ: 必要とされるに至つ 1: ほどの淑究的感度の滅i l ! 7 ' ; ; 一般に見られるのみでる7 ' ; ; 、それと

閉じゃうに現今では亦、意念集法の能力が一般に弱勢を呈してゐるのである。こ h に於いて先づ

衣のことが云へる。映誌の場合理解すべき何物も存せす，して、その愉決は悉〈受動的でめると。

そして 、この事貨との附係を考慮に入れすべ二は映盤の勝芹 IJ は卜知基盤いのTご。蓋し、この紛が一般

大衆の欲求に際じてゐるのでめる O( 本項の資料はすべて間接引用でめる。 ft i J ち、雑誌「新映置を」

昭和 13年 7 月務所紙、高季彦民「ポオノレ・グアレリイの峡章者論」及び飯田正民「映魅力; 克服すべ

きもの 」に鍛つ1: 。図に 、グアレリイの原文は同年4 J I の「シネ ・モンド・」にぬてゐる由〉

斯やうに、彼は「近代人に於ける注意能力の弱化 が 、 その腕覚的感性の減退にも見られ

る」ことを指摘する。封象の刻々の鐙化は人々に静かなる糊! ! 官 、確 乎Tこる擬硯¥f 許きな L、。

共所にはTこY 刺激の述績かあるばかり 1: 0
大衆は進んで之を逐」、。然かも、斯かる大衆の

紫 人的感受性色、直去に映識的に訓練されてしまっ? こ所謂玄人の感覚との距滞。その距消
r，¥f

意地謡〈跳ぴ交」、トリックの連鎖。大衆は自らト リックの欺日前に却つで快感を覚える。[ 近

代的欝術家は 、生直II 上ヒステリ ーに最も近しま? こ性格的にもこの病JU，にあるものとされ

てゐるロヒステ リー 忠者は平気で嘘をつ< J とは既にニ 戸チエの言 つにところである。

きて、現代の動的な感覚の下では 、 も早ゃあの退嬰的な古典主義美撃の青 白い顔は流行

らないかもり、I1れぬ。が人々は? こしかに他国〈な平静をうたってゐる。麻坪症は同時に底々 奇妙

な過敏性を併設する。人々は刺激を逐ひ求める。否、刺激に逐ひ掛りられてゐる 、 と云」、

方が適切であらう 0.1ごか ら、こ のヒステ リー 的狂眼症に封して、あのギリシアの殿堂の絢

制 fこる色彩を見せびらかすといふことは 、今更乍ら少しく警戒を要するでもあらう一一世

l こは往々にして撲が午 IJ き過ぎるといふこともあり得るからである。

金骨量性 ギリシアの ijilll 肢は美し〈彩られてゐ? こ。このこ主は 、 も早や疑ふことの出来

ぬ事質である。然らば、ギリシア人自らは如何なる色彩槻を? もってゐ 1こか。遺憾乍ら 、私

はこの Ｑ ＱＱＱ 阻に劃して ｉｾｪ 符するを得なし、。が、 ｾｉＮｾ に地 ｍｾ 裂を尊重しにプラトン の 虫 ｮ きできへ

必ずみしも色彩に制し ては否 ノ ［ｊｾＢｊ でなかっ Ｑ こ 。地 Ｈ ｉｉｽ 撃的な ｊ ｬ ｨ Ｇにの夫を説いてギリ シア 的性絡

を主
:1切し fこ「プイレボス篇J >  Phi lebos.S 1  .  < の一首j に於ても「美yしい色」は形 ・喬 ・音 なと

〉共に「良質」なるべきものとされてゐる。色彩を以て，刺激的要素としに後世の美事に比

すれば著しく肯定的である。更に音羽ヵ: 屡々色彩と呼ばれてゐることは( 例へば Politeias.

60 1.  ) 長々にも「音 色」 の如き訴のある こと〉思ひ合せて興味があるカヘ それ?ごりに、色

彩なるものは概念として未分化のJIJ ，態にあっ?こかとも思はれる。「色彩J > 0 吋 ma <なる

訴は元々物灘の表刷、わりて! 支局主? 意味しにものであって 、共れから化粧mi 顔料」が、

次 ｌ 、で 一 般浴料が名指されるに五つ＿このである。斯かる事 ＱＱ｜｝ は 、色 彩 ＱＱ 認が未 Ｑｾ Ｇ 立惜 Ｑ Ｚ ＱＰ 、 Ｏ ｫｊ［

ｗｩＧ ｬ 企とＺｔｨ［君 Ａｬ 分裂を ｾ ｴ すＧるに王らぬ ｊｬｫ 態を暗示する。むしろ共所には、五 ｬ 二疑」、所なき ｬ リ ｪ 刈 ｬ

にして素朴な親和力が存1 ' f: しにと考へられる o Ｑｾ ￭ Ｇ＠ <て、 建築事lij には色彩術 > Pol ychromi e く

なる 一分野が在つに。こ の厳然7ニる事質こそは 、是正々 の深 〈沈惜 して求めねばならぬ所の
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ものである。

「古いも の 〉古典的なるは 、古 L、から といふりげでは ない、沼、〈、元策で、快活で、 健

全? ごから? ご」とは、ゲーテの有名な 定義である。 この買ーに健康なる古典主義者が古代ギ リ

シアを理想としにこ主は言ふ までも なし 、ロよく 「古典的平静」と言はれ るが、それは健康

なるが故の平静である。「古典的様式は本質的にこの落っき、単純化、省略法、集中念表

し? こものである。 最高の権力感は この古典的タイプに集中されてゐ る」と 言つにニー チの

意味するところは深遠である 一一青白き虚弱型と狂眼的ヒステ リー症との上に肘あれーー

今や主主に健康なる人間ギリシア人が考へられねばなちぬ。この員の古典的人聞にして、は

じめであ の絢欄? こる色彩に堪へ得るのである。否なしろ 、それは所謂「彫塑性」の無力症

的単調化を救ふ所の興奮剤と して、 爽快なる効果をもにらし?こも のにち がひな し、。

きて、生命の本質はその全韓性にある。それは新しき生物製乃至心理墜によって既に設

かれてゐる所ピ。感v党は生命的現象である。従って感覚的現象としての萎術も亦生命の質

現である。そこには嬰術的全龍性がなりればならぬ。全誼は要素に先行する。要素の算術

的総和が全龍ではない、先づ全睡があって、然る後に要素が反省される o rごか ら 日 し 比

例。日〈、 ｊ ｉｩ ｊｾ 塑性。日し色彩。日し微妙な ｲ ｬｊ昨 ｪａｄ 等々、如何に羅列し、抽象し、分析

し、純化しでも禾Tご全龍ではない。

生命的全韓性は、勿論あらゆる時代と人 I1¥J とに安首する。が共聞には自ら程度の相違が

ある。健康と病弱とがある。さて、私は主張する、古代ギリシア人を後代の文明λ から底

別するも のは、質に その素朴なる健康であっ7こ、と。共所には健陵なるが故に健全なる生

命的全器l生があっ fこ口このことを前徒せす' しては 、私には 、何故にあの清澄なる数理・幾

何製・アナロギアの美墜を根本性俗としにギ リシア人が、同時にあの絢欄? こる陶酔的な色

彩術を持てるかを理解することが出来なし、。質に共所ーには、現代人の思ひも及ばぬ程の強

批な語rll 粧と確乎? こる感受性とがあっ? こにちがひない。而して、その故にこそ、その同じ生

命的根源から 、 まにあのパルテ ノン の講さくべき微妙なる曲線の髄系一ーグッドイヤの所謂

「ギ リシヤ的洗錬J > Goodyear  :  Gr eek Ref i nemenぬく も亦自ら生み出されるに至つにので

みる。
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建 築

、r

、ー 色 彩

太 田 喜 二 郎

朝顔が折角 ｮｾ の究める様な華 ー 麗な色に咲いても 、 日影の移るに従って俗悪な色 ｬ こ盛って

行くのを嘆くまでもなしやがて萎んで醜い芭を畏み込むのは賢明である。それに較べる

と艶色しに撲に汚れても萎まぬ建築は分が語、いと思ふ。 ¥

非常に美しいもの 、特別人目に立つものは皆短命が可いのかもしれぬ。若しそれが長命

なら悲惨である例に 、大分以前であるが、四月'に入ってから 、私が瑞典へ族行し? こ時の事

を主告げて見る。

和、は毎日ストックホ Jレムの郊外へ残雪を潟生に通つ? こ。四月に入つては有名な瑞典のス

キ{ 狂も未練を遣さぬ程の薄い積雪であるが 、幾日経つでも地雨が表はれないので始めは

喜ん で居 ｔ こが、自主＿ 経るに従って雲の表面が挨のｾめに汚れて来＿こ。 十日間も 頑固に消え

ない零は、見るのも '111けな < }/i!， l 、程機くなって了つに。 雲は夜 中に積って謝日で慌し〈解

りるに限ると思つ fこ。

然し零白の土臓が盛芥に汚れす' に立って居るのは清〈 、話11
1々 し〈さへ見えるから 、建物

の色は汚れす間色盤、色しな い巨 Ｑｾ 1 ) 、目立つでも宜しと 云ひ? こし、。私はその最も極端な例と

して 、位を? 丹に壁を? 白〈塗つ? こ建物一一過去現在因果経にあるーー を持ち出して 、人 聞が

自然に向って起も向つ 7こ最も勇敢な色彩色考へ守こい。因果経にある通り茶褐色の土、殺の

樹木に配して 、この建物が如何に引き立っかは 、我が日の丸岡旗と 心持ちを同じくするも

ので、加l之に丹色の桂は古色を帯びて美し〈錆び、人聞と自然ーとの美しい調和を示してゐ

る、塗り? こての丹色よりは古色を帯びにものは一層なつかしい感がある。

この錆び仁丹色の効果は光穆無き木造建築でゐる こと、軒が出て居て直接雨がめにらぬ

事によるので、我閣の自然や気候と調手Il の大牛は雨の所置にある厳に思ふ。

自然に楯突く，色彩の内に私は黒色を教へTよりればならないが 、黒は白と並べて厳粛な海

鼠壁にな れ 黒の板壁を? 見ると牢屋を思ひ出す o a: 塗の馬車自動車は光って居て別の奥床

しさを示して居るから 、占禁 〈光つに建物はカラス張り 金属張 りの家と共に格別の威光を設

する。それも挨にまみれぬIHl である。

紅白の水引、 黒の水引でない普通の建築の色彩を 、自然の中から捜して見る こと を試み

にいo ! : l 月顔の色の様なのは鐙色の恐れがゐる。土の色、樹皮、藁枯芦は古色を帯びると美

じ〈な るが、今少し目立つ色を欲しい時に 、私 は常盤木の暗い不鑓の総葉が最初に芽を出

す時の色一一例へば椎とか棋とかの若葉の紅から賞までの一連の色は 、維に縫るまで 、明

る い 暖 い色 の間りを ｪ 架線の森に浮き出 さ ｇ ｟Ｚ て 、 竪賓で活気に充ち ＿こ 明る い 気持ｾ誇って居

るのが、同じ様な森や山に接して建つ家屋の色彩として '1合好でゐると思」、。
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我閣の梅雨期には建築物は時ど汚れて識な らしくなる 、赤瓦の屋根は窯赤 〈なり 、モル

タル の ｾｩｴ は墨の汁を流し ｔ こ筋が出来 、 織の錆が屋根の角から ー 耐に織がって行〈。

三四度梅雨期を通過すると何の週吻も皆同ーの次l辻色になって了ふo 一度建て? こら永久

に捕除な毛・は大迫築の外壁に柿さない、。

毎週土曜は石鹸水で家の内外を洗i 、闘があることは聞いてない様である口白いタイル強

りの建築を毎週帰除してる家さへあるのに。

J万角新築し? こ大建築も窓は時〈色彩は双鼠の防昼草色tこ鎧ってゐる。煤煙主塵芥と i品集

によって自然が人間の所業、を塗り潰して行〈とも思へる。同じ様な構造の家で も雨の砂い

闘ではこんなに汚〈ならないのに何とか考へねばならぬ。

瓦の色や窓のぺンキの色まで州によって自然に鑓る一一それには土質が同じでなかっ? こ

れ瓦の焼き方が建つ? こりする理由があって一一各住民の気質や地勢と共に各自の特色と

なって甚? ご商白く感じるのに 、こんなに次鼠色一式となっては 、防空にも蔭が邪魔で役に

立つまいと推祭される。

建築の色彩は自然の塗出しに任して置〈諜に行かぬ。始めから槌色鑓色し? こ色に捻って

置くのは狛更宜しくない。これは明る〈策持の良い色に建て〉、汚れるのを極力防ぎ婦除

に努めるより外に方法は無い。

人間の作るも のを悉〈自然が潰すと云ふ のは、人が自然に反抗敵劃して、自然と和合す

ることを考へないからである。我閤洋風建築の綾なら し 〈汚れるのし藁屋の古色を帯び

て美し〈なるのとは、同ーの策候作用とは思へない程に雨極端である。

自然を征服し 、自然に征服され、自然と調和しにものが最後に生れて来る。自然と制手11

しに建築の色彩に就て私は以 1:-.の様な事を考へてゐる。

建 築
、r

、.
色 彩

富 士 岡 重

lま し '/J' き

恐らく建築の色彩など の問題は、建築の本質の重要性から見れば末梢の事主恩はれる。

葱に殊更に採り上げて述べる程の事 t ＱＱ｛ｾ いのである。然し 、 どんな色の材料でも構はぬ、

どんな色で ペンキ色附されでも建築の大局から見て無関とまでは極言は出来まいであらう

彼の| 庇急: ピルの東西色異ひの壁郡j や、紫色の挨及式建築や、紅白段7ごちの石とタイル張り

建築の強列調や、天満 ー デパｻトの外部のペンキの色塗がプルシャンフ。ル ｻ の淡色で 、 ｾＮ初

彩られ?こるのや、叉或る墜佼のスチ F ルサッシユが丁度木材をしのばせる様な淡黄色で控

られ? こるのを見ては少なくとも快的ではな〈寧ろ不快であれも少しの調和性が無いもの
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であらうかと思はれる。とは云へ誌に「建築と色彩」の題目の下にあって 、如阿に色彩の

選び方の良し巡しが建築の芙腕上に 、重大性があるかと云」、様なわー約束の様な事堂殊更に

悲強つ' りて誌に云はう とし て居るのではない。 "ft 慢然と建築に閲する色と云ふ製li( こ就し、て

時にはＩｪ ｪｴ ［ｪＺ Ｉ￱ して、勝手なｾを書事辿ねるばかりである。

<> 

衣版でも洋服の色[ ま各自まちまちである。見渡すと ころ 全 〈お好み次第である。茶色の

めり 、紺ゐり 、黒あれその好みはまちまちでゐる。手I l 装となると若い女人に 至つては全

〈まちまち絢糊そのものである。若い女‘人が三人並べば百花一時に聞いに様な多彩な花 園

t なる 白斯の様に衣服の色彩の好みは各自のお好みの御意のま〉ではあるが、それでもそ

こには或る約束と少しの定鋭が見受りられる。黄色い顔色の日本人に は茶色の洋服がよい

とある。蒼白い顔色の人は市IJ 色がよ いと ある口老人は総暗に くす んピ鼠色となって被る。

すべてこれ勾: は色彩のコン トラス トを採ら今に 、顔色を主としてそれを殺さない様にする

が矯めである。熱し叉流行が此れ当事を J米殺してしまう、寸J 灯みも此れに加はる 、 となると

flR装の色が各自お好みのまちまちであるが如〈 、建築の色も自己 、設計者一一} 時には施主

ーーのお好みでまちまちであって 、 此 の建 物ｻこは此の色彩であ らねば ならぬと云ふ棋な ｾ＾ｩ，

定も尺度もないD

建物の色彩が周固の環境とコントラス トの欣態に在らうと調和して在らうとあー女子み自在

である D 林間の位: 告が赤屋根白壁で路、 〈悶を牢かうと、或は同色に i容げ込んで隠遁の姿併

にあらうと自ず巨である。

<> 

ど う古色彩の事を云ふには衣服のそれに就て考討さするの使に如かない 、それほ ど衣版の

色彩は多彩であれまちまちである。特に女人となると此の鮪背心 の存すると ころとなる

ー引lの婦人の次 fJI<{ の調和のよlj 妙さには感版さされるものがあると云はれ、又醤制の衣裳の

美しさ 、各人物との淵手Jl、 藤I j の源問気との澗手J1の巧妙さはノ'k 年の琢踏の需主果、色彩美効果

の[受れ? こるものである白それ にはf./I，J%/ Iの優美さゐ旬 、封 JH.{ の:tTj妙さがある。例を幅問責の

白浴衣に於げる JflLの効果や 、定九良1¥の黒衣の鍛1:: tこみより の出の効果やらは未t:: 単純な考

へである位である。演松屋の 引 っ込みの剣天小 ｦｾｾ￬ にはあ ー らせる南郷の杭羽織の技工うなどは

色彩のコントラストと調和! との時1m的の交錯である。 此 の棋な巧妙なる配色とか、抗し、好

み等となると 、我閣の衣裳の色彩は外閣のそれよりも深みがある; 様に忠はれる。彼はそれ

に比べて強烈でゐり且絢側であるが、 日本の訪!?み は内省的のものである。即ち 、ハ{ モニ

ー 割 和 の美であり 、 百洋のものはコントラスト封ＮｉＡｾｾの美が勝つ 、 であるから我闘でも服装

は老人は同色て司終始しにか，j%・日己を係 り、活き 活きと し?こ る若人 にはコン トラス トの強烈な

色彩が多く行はれて居る。更に奥ゆかしい好みは; lJ 色で調和を探る供好みで撮っ? こ一部の

年輩婦人に見るところ である。
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<> 

色のコントラストと ハー モニ ー との事に及んにが、色のコン トラストとは悲に申 すまで

もなしス ベ リ トラムを輪形に並べてその反Ａｾの色同志が ［ 瓦に反映する華やかな作用で、

おー正に色を強め 、|明切州』快l

でゐる。よ〈云はれる F寓迄級叢中紅一結は此の灯好- 例でありh、建築としても朱塗色の日光廟カが
;  

紘の杉の樹立の中に l隠窓見するも美しいコントラスト色である D 或る装飾的色彩には深〈知

らない素人が或る室内の色彩の霊翠悲事在. 麗さを佐? 設明して臼〈し、それは束京合館の一室であつT仁:ら

し〈し、j共冬室の壁の色カがz策でゐりh、家具も敷物とが紫色である事の美盟さをを? 口5を? 極めて讃へ

＿仁こものであっ＿こが 、 此れは全〈色のｾＺｴ ｊ 照であっ ｔ こと悟られるのでゐる。コントラストは極

めて明快な感じであるのは慶臨のラグビ ーのジャ ーシーが紺と貨のタイガ{ である事が冬

枯れのフ作{ ルドで最も色別しやすい事である。明大と同大との色彩の混筒Lさ4こは翻る者

の迷ふところである。それ等は紺と 革の相隣れる色であるからでゐる。劇り' しい闘争のラ

グピーが相調和してはゲームにはならない。色彩の明快さに叉白と黒とのコントラストが

ある。 交通標識が一 目で多裁に分らす矯めに 、白黒の段班を用ひられる。交通遮断器や標

示桂や浮標ヴイや; 股蓋の基部や、外国では交通整理警官の指示棒から腕章は白と黒の段? ご

らである。周聞の多彩 さに混って識別されるの明快さを白黒のコントラストに探つにもの

である。白と黒とで連想される事は我闘でも外閣でも男子の『直接は白と黒の配合であるの

も不思議な一致でもあらうか、ハ ーモニーはお;f ごやかな調和である 、服装の色彩でも同色

の系統で以て終始して居るのは奥ゆかしい感がする。それ? ごり弱 L 、感 じがするもので 、そ

れは老人に適するものである。建築の装飾でも異つに材-料で同色のものを集めにもの 、或

は同材料てF 以て表面の仕上方を鑓へ? こものは調和の一手法で、温和な深みのある感じを輿

ふるものである。

周囲の色との調和色に 軍艦 の塗色ネ ービープJ レ{ がある。我軍装や戦具のカ ーキ{ 色が

ある 、共に四周の色に透り込む可き矯めの保護色であって調和とは云へな い ところの四周

の色彩と一致を? とる即偶接である。

建築にも最近防空色が現はれ出し 、そろそろ官艇の建物の色に採られて在るのは彼の餓

道本省や、大|技中央郵便局のグレ ー制に見; られるのでゐる。建物の屋上の偶設が四周の瓦

屋根の色に略ぽ近い色彩の中間色ニュ ー トラルチレトを主調とし? こる迷援が成功を見? こる

の と同律でよらる。迷彩と云へば樺色、空色、法薬色、 ν モン色の混合し? こるものを戦器に

想起されるが、建築物とすれば中間色は我園都市の四周の色彩と調和すべきものであらう

<> 

さる建築家が嘗て云はれに言葉に「世が不景気の時代となると建築の色は黄色〈なって

来る Ｖ の ｲＮｾ J  e 、建築物の仕上色の策色は我闘で も一時流行 しにところであるが、自分も

凶例!大戦後調乙に居つに時に此のク リ戸ム 色の建物が相官;建てら れつ 〉あつ にのを見Tこ。
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ロンドンでち巴里でも、彼のポ { ト ランドス ト戸ンと 云よ、 クリ{ ム色の石材で、建てられ

にのを見Tこ、 ロンドンのカウンテ ーカウン シルは共の; むなも のである。ミスト の多い北閣

のぺルリンの街では 、グル 戸 ミーな四周の内に此のク リーム色の建物を望む時は恰も 此の

建物 ＿ご りに日光が蛍って居るかの如き錯完をおぼえて Ｍｾｩｬｬｂｊｾ 快な感じがし ｔ こものである。

不景気の不快の内に芽生へる色の感覚の反動でもあらうか主も 祭せられるが、この不景策

と建築色の黄色いま どんな関連があるかは寧ろその方商の心理撃の一課題で もあらうか、

彼の街頭のポスグ 戸の地色が多 〈黄色であって共れが狽 〈目立つ効果のあるのも問周の灰

色の内にあって の陽色の封照から来るものである。

<> 

陽色一一即暖色と寒色との効果は周知のものであって、建築の室内の色彩の原則として

も食事室、胞 〈 接室等は温手 ｉｾ 或は明快なる可きＡ援色が適せるものとなされＨ赤色となると跳

快である可き部屋にのみ用ひらる可きであり〉 羽斐室、警薪の如き部屋には惑色を探る可き

ものとなされてあるのは色彩心理墜よりする 室内色装の原則となって居る。然しこれは古

往の律則であって現代人の感覚に向つてはしか〈厳格に律: せらる可きでないのでもあらう

か、日i主暖色には菟に角温きコムホタプ‘ ノレ感を受りる事: は多〈の人の一般であらう。階段室

の大窓によ く偉業硝子のステ ンドグ、ラスをゆ: めである場所で感子るところである。此の黄

色、紘色系の色が一般に安慰感を興へらるには恰も此等の色彩がス ペ リ トラムの ｾ ｉ ｾ f立色で

あり 、又縫っ? こ例ではあるが凡ての感売に敏俊なる犬属の硯党が此 の中111. 色より出でない

83 である瞥事上の考祭よりし、又牛の腕売が特にインフラレッド光線の長波長光線を殊に

感す' る事に依って感覚を強〈刺戟せられる等の天の嬬理よりして我等人類の光線より受け

る安慰さが矢張りスペリ トラムの中位波長色にあるのも肯かれる黙でもあらう。

。

窓は宜ー光光線を室内に係り入れる矯めが其存在の主なる目的である。即白色光線である

が、室内の色彩を或る色一色にする目的の矯めに 此窓硝子に色硝子を採られる事は前にも

言及しにところであるが、此の窓色硝子の巧妙なる例として、巴里のアンパ リ戸 ドのナポ

レオ ンの納骨堂に翻られる。前室ネ ーヴを笹色の窓硝子で! f f ( らし 、後室トランセプトの部

分を青色窓硝子で通して棺の上にその光りを投げかけて在るのは観る者の場所の感銘と桐

映 じ効果の全きものがある 、此を彼のワシントン市にあるリンカ戸ン の紀念堂の頂光窓に

アラパスグ 戸板の赤班のある大理石梯様の豪華なるヤンキ ー趣味と比較されて 、格段の巧

みさと気品が此れに覗はれる のである。 スグツトガルトの新停車場の大窓の共の高 さ30米

もあら うところの;修子形の透明硝子棋の所々を黄色硝子で密化付け? こるは恰も外壁の石積

の石塊の所々を凸出せしめ? こると同手法と見られる。元より窓硝子は外光を採り入れるが

矯めの壁睦の一部であるから堅固で透明なる事が第一義であって 、無色透明、11肘ご光線を

過す事のみを専心すれば能事終れりであって、時に はウルトラバイオレ ツト線をも透過す
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るを要求せらるるものもゐるが、現代の生産に於ては日光浴室のバイググラスのみに止め

を刺し、将来は都市の外策の清海さと共に全窓硝子に此れを要求されるものTこるは疑はな

い k ころである。斯〈硝子は透明のみを主眼とするが、共の表面の稜角を持つ事に依って

透過光線に密化づり、美視を願はすものである口克も反封にプレ ート グラスを研膳 して、

共商を平滑となされにのをロビ ーの扉商に棋め込み、共反特オる毎に輝ゃく反射光線の明

快さを貴ぶ場合もある。硝仔商に稜角を持fこす事にイ去って透過光線の鑓化は 、其れの納i少

は消硝子 よ り、型附硝子となり 、最大となっては商取1i 信子主なる。共の稜角の粒の大小の

度合につ れて、 ぞれの大 k なる tこつれて輝商の度合も増大してプ リリアントとなる 。ベル

リンの或ホテルのステンドグ、ラスの花心にレンズを破つ? こも のを械め? こるは共克なるもの

である。凡ての71} は反射光線のみが目に映するのであるが、硝子の商の稜角のみが屈折と

全反射を鴛してその商を光輝あるものとなさ しめる。恰 も近来電 l股の光折、の周固に多〈の

硝子の細工を凝すのも共生専の光線を踊らす効果を狙つにものである。型附硝子の種々組合

せの美さは無色硝子で以てし? こるステンドグラス lこある、共の型の鐙化によって、表面が

肢映から白色、鼠色との調和の商白味が生じるのである。元来ステンデグラスは欧洲穀倉

堂建物のネ ーヴの共の窓に多彩な小片硝子を* め共を透す光線の主主ー麗さと幽幻さとを以て

崇高感 ｾｬｌ 揚するがＱｩｴめである。彼の ｊ - トJレダームの窓から日光に乗って指し込む光線

がネ { グの床商に投す' る幽幻さは誰しもい? こ 〈銘感するところである。それは強烈な紫紅

単色の乱舞である 、即ち ゴチヤゴチヤである。共のあまりにゴチヤゴチヤなるが矯めに共

所に統ーが生れるのは共の品L鈍する草色を集むれば一白色と成る程のスペクトラム桜の飢

射となって布る。色彩ばかりでなく形のJ 二lこ於てもアツトランダム lこあるものは即ち統ー

であ.る o ｻ� ｬｊ へば 扉 ー 商のグ リ ルウオｻクの綿が自 ｆｊｾ 奔放にアツトランダムに在るものは一

商よりすれば、パネル型や線で現はきれ? こ形に比して統一されて見られる口

。

色硝子ステンドグラスと比すべ〈夜のネオンサインがある。共は強烈な色彩を護散する

建築物に寄生する異端者でもある。そして我岡のネオンサインはあまりにも赤色が多すぎ

る、夜間煤煙混りの霧を通してネオンの赤色は最色遠〈に共色を透す由ではあるが、共め

まりにも合目的の矯めに赤色ネオンの氾濫は都市の夜空を赤化し過ぎて居る。それはあま

りに遠距離からの望見を競はしむる蹟告法取締の媛大さに由るのではなからうか、協合誌

でも轟に大阪市内のネオンサインの闘案色調と共快不快を調奈されfこのが殻表され? こが、

共結論として赤色ばかりのものは不快とされ、赤色に多〈の他色ぞ配し? こものが良しどさ

れてあっ? こ。巴里の夜のネオンサインは殆んど赤色の少〈青紫の柔かなる色 T 極めて優美

なのは康管商が建物より凸出せしむるを許きする、 従て赤色等を使用するの必要のないのに

も因るものであらうが。然しー商ネオン様の光源使用のサインの使用は公衆建築物の機構

が複雑性を加ふると共に叢聞と夜間とを聞は十交通或は指示標識に必要 とな り、一、アナウン
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シエー タ戸として幻燈、投光等と共に多衆の雲集す る建築物に袋盛に利用されて来る であ

らう事を橡想、せられる口

。

少 しく 建築の本趨 より 離れに様でめるが、建築の色彩なる題目からは吾々は第一に塗料

と云ょ、事を連想されるものでめるが、それは建築の本質から見れば左程重要ではな い口近

世建築の多面性から見れば塗料或は塗装も共ー要素を成すものではあるが、金銭は即ち塗

装であって本質ではな い、 元々一つの確聞? こる様式を持つ建築の表はす色は 、それを組立

てる材料の本質からである。議lこ態ん建築の護連史を綾設する迄もな く、 洋の東西を聞は

す建築の根元はそれの風土と手近に輔がって居ると ころの材料とカ: 共の素因である。西洋

の建築は緯度の高いそのl @i iiHの地に遊牧の民族、それは獣皮を敷き羊毛を纏ひ 、獣肉を喰

ひ、ホルンを吹き 、 ド ラムをｾ npt、て音楽としてにの しみ、手頃の石を盛んでー寒気と外敵を

防い?ご民族より護達し、我が和様建築は filJ に楼み 、木繊維の着物を橿ひ 、謀を? 敷き 、竹管

を吹き 、竹を? 編み 、草を葺い? こノj 、屋に棲ん- r : : 民族の101-: 居より護達し?こものである。彼は石

積であり 、共の構築の巧みな重粧の工風からそれが袋々高 〈聾えて来?こ。石が齢ない所で

は煉瓦を積ん七、 我閣では木の佐であり 、壁は竹二と土とである。共に自然の原色である。

それが漸〈造作の木材から法出する樹J l 旨からワニスを見出し 、ヨたでベイントとなっ? このは

後世の事である。或ひは胡粉の装料となれはては漆塗となっ? このも 、) ; ! t来の付1¥寺建築か

ら粛らされに一部の彩色法である。共に建築の本質の重要性から見れば末梢の事ーと云はれ

る所以である。そして彼は共の村中? と| 戎11，¥，;'i' 1ーからして強烈な彩色となり 、我は内省的の素

雅を? 愛する生地主? 専ら生かす灯みとなっ? このである。

。

古来和風住居は書院造りより共の材料に素材佐用ょ、るのが特色で、専ら生j 也を生か して

仕 上げるをよしとする。柱の柾、床柱の銘木の気品、香節の組野、天井板の杢や柾筒 、違

棚、地板の採はに見へぎち償値等は凡て生地の品質と色艶とを露はに示 さす' に用ふる筑品

を貴ぶと ころである。壁土も自然の土色ぞ以てするが色に深味が味はれる口 5塁墨E皇，も亦楠物1位2

自然の色のままである 、 それが新築の青轟から時を経るに従ふて自然に枯れて黄色を帯び

天井板、共の他 の木材と共に日本座敷は凡て黄色系の間色が主調をなして居る。偶々見る

j末柱の呂色塗襖の呂縁は共聞に見られる異端である。障子建具l二、天井の格縁に溜塗を施

しであるのも同様で丹塗の匂欄と共に梢脂粉趣味主云』、可きか。和風建物は外部も亦凡て

自然色を持って居る 、五の銀黒色、壁の土色、柱、羽目板の木材の凡てである。唯京都地

方か ら中央部日本に新柄塗で粧や造作の木材ーを塗つ であるは話11
1枇、俳閣の一部に丹塗があ

り、或は朱漆塗がある如 〈、 耐久性を木材に輿へ る矯めであらラか。恰も都合地の商底、

住家が防火の矯め に土壁の塗込家屋となり 、霊木か ら連子窓に到 るまで塗り込め 、墨漆日食

から 色附の磨 き漆喰 となっ? こ市街地の商底、住家の耐火建築に見る如 くであ る。塗込家屋
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の外に関東地方には外観に鋼板張りの怪態のものあり、此れも防火建築として外壁モルタ

J レ塗りの木造建築が都市に郊外にをしなべて近代に流行し、鎖骨銀筋コン クリ戸 ト建築が

反り破風L 木造型態を擬して居る奇態色相臨じ肝臓相)JUしてモルタ J レ塗木造建築が鎖筋コ

ング リ戸 、ト建築の形態を・|有性にか習性にか櫨承して居るのを見るの現代である。

。

塗料色彩iこ就いては生地主? 生かす好みよりして多 〈の彩色を施さない我閣の111』い好み 、

繊細なる色彩は外岡めそれに比して退嬰的であり、 11 . 主はそれに比べて強烈であり 、絢欄で

ある事は我闘では塗料も中間色のおiEいものであ) . 叉共れを /:Hでる事。の出来ないにけlま惰

であり、彼は用法自 FI1奔放であり大路である。 彼は塗料色彩を臨使する事の馴れの結果で

あり 、 寺尾は不馴のｾめの遠慮勝である。 一 Ｍ例として彼の大 ｽｩｦｾ な用法を想起 す れば 、 ハンプ

ルグのー商事合枇、ぞれは彼地の多〈の建築物と同じ〈焼過煉瓦造りの高層な建物である

其玄閥木犀がパネルに彫刻しであり、共杢聞はウルトラマ リン紺青の塗料で塗つであるが

所々の繰形の上端は黄色である、 E主権に連続しTこ彫込があるが此れが朱色である。此れを

想像して見て如何 iこ大路iこ奔放な手法かを覗ひ知る事が出来るであらう。伯林のフオルク

スフ' ユ ーネ劇場の室内鍛手摺子の朱色、3 ! . ! 玄州階段の紺青の手摺 lこ手摺子の黄色君事は同も

絢なるものである。煉瓦造建物の建具に濃紘色と白線を用ひfこる 、之の例は我闘の外人元

居留地に木逃建物lこ翻るところであって、煉1[. 遣に援し? 二本土宣建物の外部を称、色に塗って

tl: るなどは我等がよくし能はないところである。

。

凡そ自然の材料の持つ生地の色の味ひには勝てないものである。共の材料の内部から穆

み出る誠の力には如何なる真に迫る技巧の塗料でもよ〈願はし得ないところである口擬大

理目の班が大理石に於けるが如< ( さる食堂の人造トラパ ーチンが数年なーら十して共光輝

を失ひポー J レ紙の如〈なれ聴て其姿を失ひ? こる如き〉入港擬石か花筒石に於りるが如〈

煉鍛のグリルウオ ークが俳蘭西に多き各片の商に鍛商を持? こし? こる物の、油噴きの生地の

健を現はすに如かぎるカ Z如〈、如何なる塗料の技巧も民の材料が現はす力には目安さり得な

いものである。それは矢張「真に迫るの程度ー」であり 、市も共程度が製作首初のみ牽強し

得? こるところの利那的光輝を放つに過ぎないのである。ブロンズの製作品ーで←ブロンズの

扉、ブロンズの銘板、照明器等の製作首時から固定類を施して級育をふかし fこ る 同 時 、二青

銅共催の生地の色 iこ如かまるものである。金属製品は凡て共工作の態をまざまさ' と共依願

はせるものこそよりれ、初めから骨董品式に古びを模するが如きイミテ 戸シヨンも甚?ご し

き時間的にまで欺附して居る次第である。鍛板製作品の上 lこ塗料を以て馬異的操作を以て

杢目塗を施 し?こる 、塗装法の巧妙さを感嘆せ しめられるものであるが、此れが昇降機のケ

戸 ジ内部と電車嗣 内 の範園ｾ ＱＺｉＺｬで 守 し て建築造作にま で 未 ＿ ご進出 し て居 らない のは概材料

の多い現献の 内に 於て結構な事である 。
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。

物の「さぴ」は良いものである 、それは自然の民の材料の生地から生れ I-Hるものである

日本的の「 さぴ」も材料に 生地を主と して佼ふ事から生れるの である。 塗料はその反封に

その第一の目的はその材料の防錆防朽の需めであって色彩は第二次的のものである。建築

材料の使用にもその時間的に起こる錆をも考庶に入れる可きものである。伯林のシュロツ

スプラツツ にあるド{ ム は始めは鋼板張かであっ? こか、繰青の然めに蒼白の色となって居

る。大限市にも少さくはあるが二三紘背の置い? こるド 戸ムを見る。日本銀行文1占のド ーム

もそのーである。叉此建物の宇ルニスとパラストレ 戸 ドとが銅板葺であって、 t維新築首時

は頂天重量感が有つ?こであらうカ f五十年後の今日を慮つ? こる深躍の需めにか、今日では花

向石の古びと銅板の蒼白とが相調和する色調とまでなって居るのを見る。自分も鋼板張の

ド戸ムを一つ造つ? こ事があっ? こが、聴き鋼板が張り上り首初は赤黒〈陽に反映しにもので

あっ 1こ。一一塔上のj L輸が態々新進首初から級育を生かさないまでも二年ならす・して現在

は共生地のま〉なるものから良いさびが出て居るのを見るものが彼の教育塔にある。建築

材料の古びにはー商に於て煤煙の容もある 、特に工業都市に於ては此の被害が著しいもの

がある。シカゴの市雌合がオ ーダ{ の大柱列で豪批な石積みの白星建築であら うとの強想、

で共の正面に立つにところが、共が禁煙突の列立の様であっ? こり 、堂島川畔の大限ピルカz

j可商の壁が他商に比べて1些fごし〈煤煙の害を受りて居るが如き 、牒煙防止委員合も人身4 ' に

閲する被害の調夜或は防止に 11: まらす，建築物の汚染の程度をも調森し、建物自身も自営的

にタ凶 ｴ 材料の ｪ 骨商とする或はｾｾ煙が雨洗 の鴛め に壁簡に輿へる汚染の ＷＱ た態をも調殺して共

等の防JJ :に努めるべきであ らう。

<> 

複言するが自然の材料の持つ力色色には勝てなレものである。自烈の材料の色のよさに

はそれが時ｾ経てさびが出てもそれで叉共のよさがある、塗料とすれば色艶がさめれば質

にも見掛りにも共憤値はj成予る。凡ての人工材料も共 lこ色附をしない原料色を持つものを

自分は探り度し、、凡ての材料に然りである。自然の材料の持つ色の良さと力強さにコンク

リート の打ち放 し商がある b 色の良さ自然さは勿論セメントと砂の持つ自然の色が表はす

ものであるが、共の力強さは打ちぬい? こ型枠の自然の商であり 、角ど角どの銑きであって

此の型枠の工風し? こる組合せによってコンクリート打ち段ち の面が袋々巧 に取扱はれて、

力強きを現は すも のであらうと思はれる。自分は土木工事の一部、高架錨鎖の下や 、建築

詮中のコンク リ戸 ト建物の内で見るとこるの力強きを感じるにつけｾ［の依の仕上げを以て

する外貌を求めて止まない のである o pft 素人が慣習性から来る嫌厭と防水の問題から何か

の材料を以て之を被覆 して仕舞ふが、これの思ひ切っ? こ→列に レー モン ド氏設計に係る赤

星氏邸がある。而も此は立波な 高級位宅であって此れが外壁全韓にコンクリ { ト打ち放し

のま〉である。型枠の目遣ひも明か に見ら れ るのであるカヘそこに は力強い角どや商を持
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つ? こ姿があって些しも汚械を感じないものである。土木工作物に此の好例として道頓姻河

に架る戎橋の西方大黒橋の可動橋がある。 コンクリート打ち放しに叩き商の仕上げであ る

が、此れの設計の優秀さも有るが、橋の仕上げ主 しではJむなるも の 主して推し度し、。

自然の材料の現はす色の良さに前述のハムプルグ在の煉瓦造建物に多〈見ると ころであ

るが、それは強い焼過疎瓦で以てし原料なる土の成分の矯めにか積上り全韓が暗紫褐色に

見へるのである。此の閣としては高層建築で些の石材をも混へて居ないのであるが、共材

料の色の良さは、我が市にある或る煉瓦造建物が態わぎ色揃ひの矯め にか煉瓦 と同色のタ

イルを 張つである、 共の表商の色材の些もない平滑感は彼の材料の真の力強い感 lこ比べで

はるか lこ劣るも のがある。叉伯林のシヤウシ ユピ戸 ルハウスが共外形が馬買ーで、如何に優

れにものであるかの期待を以て質物を見? こ k ころ外部が耕柄色のモルタル塗であって、共

壁の所々が損傷 して有るを見て、或る興醒を感じTこのであっ ?こ。

。

建物の色も民の骨の色を表はす可きものではなからうか、司建物の形も民の構造の71予を表

は壬可き と同じ様 iこ。西洋建築はクラシックであれ、ゴチックであれ、ルネツサンスであ

れ 、 共様式が創造され＿こ初めは凡て員よりの石造重盛建築である。石積なるが故にまｾの型

態が生じ ?こ のであ る。それがやがて裏積煉瓦主なれ或る所では途には裏積煉瓦が外へ撒

はれて来て 、隅石や帯石やIJ 要石がサンドヰツチの様に煉五の間 にはさまって残って居る 、

俳蘭西風復興式も生れて娘、後世に到ろで石積は貼り石となり 世がせt ，辛くなるにつれ貼

り石が裁断石 t なって、はては紙の様な石積が餓紡コンクリ戸ト簡に貼り附げられる様に

なって来?こ。もう斯うなっては石張りは真の骨の構造でもなく毘の骨の色を表はすでもな

い唯外貼材料? こるに過ぎないのである。近世鍛筋コンクリ 戸 トの外壁や木造骨組の外壁

を煉瓦遣で模する事が漸〈跡を絶つ? こが石積建築を模する事は相鐙ら十盛に行はれて居る

のである。近世日本式建築主栴するものが古代木造建築を鍛やコンクリ { ト で模する事を

離す' るは勿論である事と共に 、紙の様な貼石で石積建築を模する事すも員Hすe べきであらう

その第七す' る事の些な いのは、n( g漫然とそれが官'の髄からの石積建築である。復興式建築で

あると槻過して居る が 矯 め で あ れ 案 外世人はー建築家も 此貼を組問し過翻して居 るので

はある まし、か。然し石貼り建築は石貼建築として存すべきであら う。 それは恰もタイ ル貼

り建築と同じ手法で以てして、コンクリ戸ト外壁商を雨水や又は煤煙等から防ぐ矯めには

石貼りもあり 、グイ J レ貼り建築もあり 、又防水モルグ J レも有ーするであらう。然し何も英吉

利製の上等な毛織物で絡ふ必要は無いであらう。然も日本人の身憶に。イl史令ひ銀行や合祉

の重役が英吉利製や直米利カ11製の純毛織物を着んと望む時にも宜l_，｜仕立屋は図産品的 Ｉｾｴ

む可き良心が有って lまじいものである。
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建 築

、r

、.
色 彩

モ ト ノ ・ セ イ ゴ

建築物の色彩を統制する主張一一ー現: ( r: の者l¥i li 建築物の色制を見ますと全く檎具箱をひっ

くり 返へし七十五に，tl 、ます。共の '1
1
にはテューブから /1

1
1し立てのナ マの色も あ り、 ゴテゴテ

にこね ｾし＿こきに ない 色 もあり 、よ 子 主 ー が 雑然とし て何時Ａ ｬＧＱ ｩ に ｬ ｌＱ ｊ Ｚ、 し合 って ｊ ｬＮＧ る姿 は 決して 美

しいと は式へない。今 日 ｭｬ ｬｬ ｩＩ ｾ ｨ Ｚ ぷんされて ｊＭｴ る場介 色 彩 ｬ こ ｉｕｻ り此 の 倒外 に ｊ￺ＭＮ り ＯＱ｜ され て

居る感じがする o Ｕ｛ ｊ 、 は色彩に針してゴ ｼ寸＿に 敏感であるから 、 ｗｾＮＺＺ の 色 ｾｬＺ ｬｲ 成凡 ない様 ｬ こし

て歩きます O 夫れでないと川絞が妙 1;;' 刺激を受けて刊がもきになるのです。者llili の美 と云 」、

事に就て私が凶il 討し、川*e. f，:lこぶつかっ? こ事を今，lι ひ/'111しま寸。犬れは今から数年前京都の

高 野橋 が ＯＱＺ｜米｟ｉ Ｍ， り かけて屈＿こ頃 の ｾ ｴ です ｏ 彩、はパス で共1] ) 前を通つ? こので す。共 の折 前 lこ

八 潮のブj から /1'， て米fこら しい 2 人の婆 サンが乗って居 ましにが 、此の/+¥ボー1" りかけ 7こ整 然

とし 7こコンク リJ トの橋 の前に 米か〉つに G此の 2 人/):ア ー奇麗 fごと 云って讃 I嘆し合って

居ろ のがJ f に残つ? このです。ソレからコウ云ふ近代的 地設が このJJ HI0 の婆サ ンに快感を

引 き起すとよ辻、 Ｚｦ ￌｾ に就て分 Ｕ へ ｉｦｩ めにのです。 こ の橋の 欄干 ｬ こ は丙銅製の春 日 股能の火袋の

械な 11吉川乗って日 ますがこの 1110 人はソンな者の芙にわ? これにのではな 〈整然としに近代

i子J 1，1<¥成から米る妥がこ の人述の心 を打つにのである司王は Ij l す迄もなし、。乙の事1'1:が あって

以供 、夜、 ｴ Ｚ ｴｊｦｊｪＭる近代ＱＧ Ｑ Ｂ Ｑ 感 Ｇ ｩ ｊ ｾ 左右、 ｩ 主 力 Ｚ呼んで川るｻＧＩＧＨ土 、 ｊ有 ｪ 、 ｩ述主却 ｊ所列九 Ｑ訓 ｩ

でＨはよ決して Ｑ到如無ＡＡ爪 ｬ任 ｴ円〈 、 八 ｩ 加 の 川介入 も Ｉ Ｑ ，ＺＱＧＩす る ｪ 必 ｩｊ ｴ である ユ ＺｪＺ， Ｚに主 ｾｬ イ・ ｪ し 、 Ｗ こ の でありま す。 Ｑｴｲｲ うし

ｩＺＱ Ｎｩｌ 古 ｙ トな ＯＱ Ｑ ， 米事があって以米 、 私は辿に ｊ ｗ ［ｊ ｉＧ ｪ 近 代 人 主 ＡＡ［ 築家のＺｎ ｉ つ 近代的感先と云ょ、者ｾ

IJ! li li に宜現するわ年築物j p ら検，; '，J して凡? このでありま す口ゾウ す る と今の所相近代感覚を所

千jーするとi .d 、住築家の感 'i jt はこ の川合人の感 l児よりは lJ J而不純な j町田しにも のがあ りはし

ないか と云ふプ1，: に羽小j き始めに のです。少 くとも ::[J，自身こ の川合 人 に到して lf . l _，ぢねばな ら

ないのです。

活力: 大袋、Ifft 綿しまし Tこがみ; 筋に返って色彩の事を者へて見 ますと 、色彩の上でもこ の II I

-0- 人の持つ感先に教へられる 叫 が多んあ りは しなし、かと忠ます。 今日 の現 似は無制限な自

Ｑ Ｑ Ｑ 競争力 ｚ 生んに結以 の 込 ｬ し、者の ｼ つではな し、 かと 思 」、。夫れで 有力 な機闘 に依て建ｾ ｾの 色

彩を 統制す る組織が生れなりればならない のかと 忠ふ。

統制に就ての注定一 一統治IJ e 云ふ司王 l i '1
1  

/.  ;Yi ll ーか しい事柄でゐる。京都の風致保有ーの問題

で凶i l二1ｾ、問 題が起つに事があ り ます口 以下 ご 、 三記 憶に残る例を事げて｟ｉ， ＮＡ， ます。

1 . 風致匡域の壁面の色の問題一一 回IlJ lの西側に建つ家は常に 問題 になる 。先年ノj 、さし 、-

つの瓦の家主? 建てに建築家が11正後の 金色に なって紅がらを塗ら うと企てにら 、赤色はし 、け

ないと 云ふので 、 ソレならどんなむなら許される のか と質問しにらば 、土の様な色か木の

維 の様な色なら宜しいと 云ふの で己なを得すづコの様な色に宣告つにと云ふ事を聞 きましに。
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之れは恐ら 〈保護色の原理から家の存在を可成 目立fこぬ様にし様と 云」、問 的からであらう

が、赤色に塗つに鳥居や家の壁等は元来日本のJ-; -0: 1合に風情を添へる重要素である事を想、

ふとあながち赤色が必十しも禁せ' らるべき色でもない様である。

モウ l つは花山天文筆の丸屋根に起つに|問題でー之 れも純白に塗る様にとか迷 L があっ? こ

りれども、之れはドウ云ふ諜か白色のま〉で今日迄近代的風姿を昔ユながらの東山の一角 に

現はして居る。 こんな事責は各所に起って居る事と忠ょ、。

2. 風致匡域の問題一一風致区域主云ふ ものを数字的に地! 日!のJ-.I こ医書IJ しである篤めに面

白し、問題が起る。京都人のｗＭｾＱＮ政つ＿こ朝日合官 ￭ＧＺ の出現に閲する事であるが。あれが Ｑ Ｑ ＭＱ来＿こ

首時議論沸騰して一方には近代的感売を讃美する 人、 一方には京都の体統的風1誌を根底か

ら破壊するとする人等色んありましにが 、 一切の投勝褒庇ｾ度外観して今日 ＧＨ ｩ ｩｊￜ 世然と共の

姿を街 頭に ｈ ｊ ｾ して居 ｨ 共 の ｼ 問幾多 の文 化的ｻ￬ＺＺＺに参興して吾等 の進展 に役立って居る事は

争はれぬ事業である。夫れは兎に角としてコウ云ふものが突如として出現し? こに就ては 、

風致区域の医割線の問題が重大な原因をなして居るので 、加茂川の沿岸から東西何メ ー ト

)1.-のおil 内を風致匿とするとお、規定があって 、あの建物は共の税制こ dmて居るのにゾ

ウで・すO 此 のI瓦域の1111J 定され? 二時共の地域外に建つ高層建築が京都風致に亜大な閥係を持

つ事には筑が清かなかっTこのであらう。

之等の出来事を思ひ合せる ｈ 寺風致保存とか、色彩統制 Ａ とか云ふ問題を所主 ＱＱ して行＼ｾめ

には共機関の本質に深き注意を要する事に気附〈 のであります。即ち機闘の柿i成左側係す

る顔1鈎れの選定と lこ徐程注意せなげれば却而有害なる存在となる場合があると云ょ、事を忘

れてはいけない。

国 防 色 の問題 一一 之れは建築とは柏闘係が紛れますが ｈｒＱｉ ｩＱｊｾ闘防色色して戦時髄 ＱＱ ￬ｬｊに備

へると 云 ふ問題が近頃論議され始めに除隊でありますが、之れは至極ff 成であり 、え非民

現 3 れる事を希望する。私は飴程以前10数年以前から陸軍川の服地主? 分けてい? こ Y いて日

常HRに用ひて居ます !f; 此の色合は色々 のlt l際医l防_ I -.の劉から研究されに結果である丈に、

日常服として用ひても版にする刺激が隠かであり、 業務を遂行して行〈上に非常に工合が

宜しいのであります ｏ 強烈な色調は『掲示 Ｑｉ Ｑ 経を刺激してお ｬｪ ￎ ｪｩｬｬ Ｑ を疲損害せしめ 、 ｦ 投平宇 Ｇ ，ＧＱＮよ 業務 ｾ執

る_ I - . には都合力:裂いので、あります。ぅt 年 10年位以前ーになると 思ひますが、男子 日常服問題

が臨皐闘係、の方、被服廠の方等に f{'{ て研究討議され共の合合に列し? こ事がありますが、共

の折ーから己に今の間防色或は夫れに近い色介石? 日常月]服地に制限する事/ J ; 問日J;J -.歪官; で あ

ると云ふ意見が出て居まして 、私は之れに賛意を表 し?こ事を慌; ひ出し ます。今 日の閑防色

HRil)I J問題は此の頃から始まつに問題が具髄的に賀現する時機が到来しに様に思へます。

建築に就ては賀| 控材料上の酷から服制程に は戦時館市川捌係はない課 でありますが、 日

常HRが闘防色或は夫れに近いものになり 、 トラック共他色々 のものが闘防色の傾向を帯び

て来る場合に建築の外装丈が不相鐙雑然としに紺具箱式では会髄の色彩感兜統合の上に{ 政
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綻を生すＧる諜であります。今迄でも相常利 ｬ 然主し Ｑ］ 建築色彩の Ｑ Ｑ 卜界 は更に強度の ｬ 波綻＿ｾゴ ー

する結果 lニプr: も明ります。

嬰化を求むる人間性との関係一一ー人I:'，j /J ;_，，'{L色の 1":Wu)111に生きる事は /1' ，*ないとぷ_ . c ，' ]f

lま心理皐的民!脱力 :説明して居るとぷふ事であります。又反 '$.J に似度の多色fl' .J 色彩刺 激は人

ｼ 日｝ の 精 ［ Ｑ｜ＱＱＱＱ 二具献を来すと云」、事も説明されて居るとえふ事であります。此のｬＧｦ Ｔ 極の ι ｉ ｾ ｉＺ ｜ｊ に

最も遁度の境地があると云ふ誌は大曜に考へられる型J11てe あります。 建 築の 色彩 が ｪ ｬ ｪ ｬ ｊ ｉｕｾ され

仔 ｪ 単色に近い街路耐ーがＯＱ ｜ 来上つ＿こ場合を考へて見ますしこの第 ｬ の場合が殻ｾ ｉＺＭＺするであ

らうと - [ 庄は考へられます。然し乍ら往築 I商の色彩が純 ‘ 化し 1=場合に始めて他 の色々 の

物件の色彩が夫れと相封肱 して祁然とし に。統合のIl qこ鑓 化のある 色彩境が成 り立つので

あって 、J折る境地力; 統制ある剖lil i美の員賞の委であちねばならねo '11、はMる郎市外装の 出

現を希望する里山から建築色彩の統H i IJ を提案する詳であります。

日 本 建 築 の 彩 色

藤 原 義

住宅等に於ける日本建築の風趣は 、色彩の淡白といふ ことで ある。日本企f : 宅に はあまり

色を用ひな L 、。材料の生地そのま〉をあらはし 、? こまにま色を用ひても、比較的簡単で淡

白で、壁にしても襖にしても、が22安淡青かさもなげればが11; し、色の もので、濃厚華麗さはあ

まり見なし 、。時に濃色と云へは‘ ベニガラi Ib拭きの地味な色で、白壁に柱や梁の簡翠な線が

垂直水平に劃されて、素朴な日本家屋の持味が現はされてゐる。地方に依つては監に強い

赤色や青色を用ひ? このもある。例へば北陸地方の農家などによ〈見る。桐の花の咲 く頃、

f貴い妻に濃い碧色の壁、黒いベニ ガラ 塗りの柱に水干の良ーを幾僚も; 邑し? こ、大きな丈夫な

北陸 の農家は 、ＯｩＧ， 雲紙に ｾ､ する烏山 の紺紙を 忠 ｬ ま す、 やはり沿 い日本趣味 の殻露 である。

ところが、 JOJI¥寺建築、又は或る粧の話rl1il リ: 建築となると 、此の感 じが大分ちがって くる。

形態が異り 、装飾の罫闘が具り 、住宅などとはすべてが呉りつくめのものであるが 、何よ

りも光づ色彩が異る。柱、:h-{， H耕 、梁、極等合 J' J - : Lで捻り 、甚r: 華美である。: 去の連子

には検育 、本 の ノ ｪ 、 ｾ ｉ に は黄土 、 仮 面に は胡粉金り 、時に は赤 、背、賞、総等 の 多色 の 極彩

色を施し 、又 は黒漆、うf;ー塗を? 用ひ、 金箔を? 押すなど 、豪華濃厚なもの も砂〈ない。

か〉る建築は元米大陸に iJJi (を? 泣くも ので、生え抜き の 円本建築 とは区日 IJ せらるべき性質

のものであるが、こ れは恨名と漢字との相異と同じで、名賓共に完全な日本建築である。

もともと日本の家屋は 、原始時代から* = や草を用ひて生地のま〉でili られてゐ? こ。 これ

が日本民族の趣味でもあっ r=。これに異援を生じにのは 、M¥数渡来による俳寺建築の I-l'，現

以来である。
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飛鳥時代の遺構として法隆寺にんる堂塔、.e! J ち金堂、_:h I長嶋 、中門 、717反目、それから法

起寺、法輪寺の各三重塔に就て見れば、本部の大部分は丹J: で捻り 、本 1: 1黄土、窓の述了・

は線育 、 屋 根 の 化 粧裏似は ｩ 内 粉 、 金ｾｾｾや ｩ 答の天 井 の絡 川 支愉 ＱＱＱＱＱ こ は 胡 粉 地に 制彩 色 で費 羽ｼ

花模様が描かれてゐ? こ ことが9，:11 られる。金堂の壁識はあまりに名声j ｾ、が 、 壁識の年代ｻま建

物より少 し後れる口

奈良時代に 入って薬師寺、新薬fm同: 、首誕11寺、東大寺、凶大寺、興踊寺、柴 山寺、JJH{&

提寺等多 〈の大伽藍が造皆され、l者の影響を承げて彩色接飾は続々華麗佐川lへTこ。中にも

東大寺の造替は 、歴 史的な大事業であっ fこTごり 、その装飾も盟tf でー批麗言語に絶し? こ。

奈良時代の彩色の根本は飛鳥時代左大差な い 丹土、黄土、紘背、胡粉を以てしTこが 、

接飾嵩は大いに殻展して 、天 :) .1・全髄から 、柱、虹梁、扉に及び壁にも付11番のみならす¥一

般の装飾樹葉が煤んに描かれるに至つに。 色の和類も盟官になり 、巡物共他首時の史料よ

り推記号すれば 、 白線 、 金背 、 白育 、 ｾｾ三背 ｵ 洋青の こ と〉車 ｲ 育 、 紫員二 、 際 、 ｔ 管＿去 、 朱沙 、 所、

芳 、畑 Ｚｲ 、臓 脂 、 ヨ Ｑｾ 、 紫土等の締民があり 、 金銀箔 、 ｊｬ参 、 淡 、 由民釧 、 年十 ｊ 陀等の材Ｊ‘ ｬ も使用

されることがあっ?こらしし、。そして乎法としては窓捌 と: 拾が! 創刊され? こ。

こんな風に 、俳寺建築の彩色は大いに特異の生彩を倣ってゐ? こが、従オえからあっ Tこ日本

本来の建築、宮殿邸宅等は何うであっ? こかと云ふと、仙寺 lこ特殊の縁故ある特別のものを?

除いては 、容易にその夙に染ます¥依然在米の索色を維持して米? こが、奈良の者I1が定めら

れる頃から漸〈朱 〈 塗り 、 接合ｾ￮Ｑ刻表を摘〈ことが行はれる様になり 、 時には璃璃瓦きへ 肘

ひfこ。

商白いのは、雄大な計・剖のもとに平城京が迭皆され? こが、市街の戚寄苓卒カがzそれtにこゴ{ιT和l

みがあるので、瓦葺の家ゃう1ミ塗胡粉塗の家を奨附j し? こといふことがあっ? こ。

その中紳枇にも影響力; 及んで行つに。彩色のことはよく判らないが、鳥居や玉: tli に丹土

を塗 b、本殿に丹土胡粉を塗る程度にはなってゐ亡らしい口

ＮｴＮｦ三安朝に入ると Ｑ ｾｬｬ もなく ｮ ｩｲｪｬ ￭ｩ｜ ｬＺ に問つ の 新様式が Ｑ Ｑ 刊けこ。科目造 、 流逝 、 八幡造 、 日吉浩

( 聖子骨造〉。ごれは11附 2の影響力; 悲し〈なつ fこ結県生じ? こ新様式であるが 、形態のみなら

す、彩色手法も大いに試みられ 、Il irjr)l i I : に丹土、黄土、胡粉efr ｩＺＧ塗る［ｾカト内定的になっ Ｑ こ

のは此の頃からと云ひ得る o fif し極彩色は特殊なものを除いてはぷ1:: 試みられなかっ? こゃ

うである。

平安朝の ｬｩｪｾ 寺 の 装飾は 、 初期の頃はあまり娠はなかっ＿こが、初期を［品くると段々立派な

ものが現lまれ? こ。第ー・は醍IWI守2五重構で 、その初歩承7内古市叩|目ιlト-

7仁こ1費空相花文をを? 主とし 、週蓮l花3文kや珠文3を? 配し 、話網に銑を1 J j : 用して 、俊雅な中に力拶j い極彩

色装飾を行ひ、向 lま心柱説板には如来諸菩薩の付i唱す、四方位耐ーには真言八組等を? 描い? こ。

平安朝の盛期よ れ II II J嫡陀堂が流行して 、建築装飾は錠々自陛ましい殻展を遂げにo IIII J  

禰陀堂は繭陀の浮土を現賀に/1'，現さ す?こめに 、官時の貴族が思想i : ' 1頃り建築美術の粋をつ

rll 6 2  



くして創造し仁川肢の

秋界、美の世外であっ

ｔ こ。そ こ には醍 醐 ミ ｾ ＭＺｊＯＺ

議場;に よって一つの間

Ｑ 診を得 ＿ こ賀 羽 二 Ｑ Ｑｅｽｾｦ Ｚｦｩ ｉｽ ，Ｑｪ

花文様が更に便化 し繊

躍化 して自r 11自ず1: に川

ひられ 、 もろもろの菩

隊 、天人、迦陵; 倒的日、

6 1場

調事

l玖瓜が百花舞ひ散る /:1-1 飛鳥時代天井の主産相花文法隆寺金主主天警の天井

に 飛び交ひ 、 育 、 赤 、 級 、 民等の鮮麗な色の配合によって ｚ 広やかな盟かな派図録カ ［ｲ￺ｾ し Ｑ Ｑ Ｇ，

さ れ 、 それに毎日釧をＡ位 ｻｲ 日 し 、 七百象 Ｑｩｾ ｾ を施し随 所 金箔ｻｴ＾ }I ¥I し、金鋼部li 金 H ぞれ・ち理的を下

げ 、 須繭壇 上 本命のＺｬ ｉ ｈ 設と ｾＱ ¥まって 、彼等の市想、し fこ呼土の世界 j;; 遺憾な く賢現 されにの

であっ1=。

宇治の平等院ls1. Wl情 、法界寺阿禰陀堂、大原の往生極楽院本堂、南 山上のI呼4乎?瑠I瑞f肉有号寺苧オ本£心凶aサt

大分! 鯨腎照: の宙貴ミ寺宇大1欽;7止{: 、稲品! 際の II 水11ft) 繭陀堂宮城! 院のif:i 蔵寺阿禰陀堂、岩手腕平泉の Ij l 鈴

子F金 色堂 には今f. ' . J ほ誌やかな弘前liの名残りがとどめられてゐる口

一方・白1投邸宅に於ては 、間粧を 用 ひる虫f J ｾＩＨ別様なものには丹＿たりが行はれ ＿ こが 、 彩 色

の臨用は奈良時代よりむしろ減退の何1向にあれ生地紫色を! なぴ 、部 j裕子やノj 、組J絡天 ) 1:の

組子に墨や黒漆を塗る科j立ーで 、1，)1崎、に行はれ? こ極彩色接的J( 立川 ひられなかっ fこ。

鎌 倉 時 代 よ れ 建 築 銭 前l として彫刻の臨月j が惚んとなり 、似|吋: 建築に於てはこれに 1'1' つ

務 師 寺東地布'J m内部夫 j l二の袋飾童書 (' 奈夏時代〕

て極彩色の肱mが続々

流行し 、1M止の内 外lこ

装飾文棋を抗くものの

他に 、 ＺＨ･ｾＨ の ＩＱＩ 土を拾

っ＿こものでも 、 ｍ ｾ 系 ｉ ｊ の

部分には人; 紙約i彩色を

施し fこから 、柑彩色を

川 ひるｾｷＮ (:;;"1) ;  Jlo常 lこ多

〈なつに。

ni Jl 1ntJ :も似131ごと同様悼

んにl彫刻をmひ、fたっ

てその部分には脱彩色

が施さ れに。

6 3 1 1 1  



邸宅で! 主将殿: t i 2 が股

れ 、 ｩｴ 武山から ￬ ｟ｬ ｩ Ｚｗｊｾ ｩＱＡ

へと殻民ーして行つ 1: ヵ:、

これには彩色 の行はれ

ることは ｾＧｦ￬ とな〈 、 主主

ノヤ子t J : 也実色1J : ri . J ばれる

ft(i 向にあっ fこ。

鈍f合から牢ーJnT時代へ

彩色の侠川はそのまま

の沙みを制げて行つに

が 、I'!U::' その 1:¥ll ニー・つ

f ごけ異例とすべきは 、

彩色高能 の似11寺 の中に

円足同協寺五竜塔初雪空内百¥1 炎前i'&晶( 平安 l時代〉

ｉｊｪｾｴ 宗建築のみは素色を ｽｪ ［Ｈ 則 としにことで 、例外 として三 門上府内部に のみ 極 彩 色 を 用 ひ＿こ

に過ぎなかっ? こ。

開宗 に蹄( : ! { し?こ武家の邸宅に 、古淡簡素な味 はひを A る

のは何等かの 肉果関係があるのかも知れぬ。その後足利義

湖 、義政の金問、銀問の如きが巡られ、 i察を? 塗り 、ー官官に

極彩色を行ひ 、 金箔銀箔ｩＢ 押し＿こ が 、 Ｑｾｬｬ 堂 的 ＱＲＺ 味を併せに

特殊なｾ物で、 ｊｬ っそれにしても決して華美な建築ではな

かっに。むしろ淡白な味lまひを持つも のであっ fこ。

チくで桃 山時代となり 、ここ l二時ぴ華々しい色彩の世外が

民a・圃圃圃置面 _ . 圃・・圃画掴陀

11' ，現しに。

装飾の f

張先ヨ長特

な桃山住

限 酬 守 王 霊 塔 ｾｾの 別名

の如 ＼ｬＵ へられてゐる。まことに ｉｉｉｾ 密売 予 ｉ

i 、来々しいものがある。その遣を々し. さの i  

要素は 、粘 J lj な彫刻のが民と i位以な色彩

のけ lまり lましさにある。

卸'ffT時 代以降、彩色鎖的j( 立文拡ーとして

は以前の流麗i間迷さを失ひ 、云ひ換れば

文般は .]11: くなり 、その代り 色 /1，' ，] が唄くな

っ ｦ こが 、 そ こに ー ＱＱ 庇 の毘 賢性 が ｦｾＱ これて

川1 6 4
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円 足 酬 寺 五 重 t告

ゐ＿こ。宇 ｴｬｩｬ ｪ 時代に入るに従ひ色調がｸＮ泌付きを見せて ｾ､ こ れ

吉備津 ［ＱＱ Ｑ Ｑ は ｬ ￬ｉＺ本殿 内 部の如寺 、 腕い建物の ｈ ミ柱 、 ｴ 又 押 宅 ｾＺ ー イ ｦ 停

に亙って丹及朱漆捻りとし 、相官大脂な彩色意低を行って

ゐるが決して華美ではな し 耳 Ａ ｾ味とも試ふべき務 付 きがあ

る。丹色海に 映 える厳島紳j此も色彩の建築であるが 、華 美

と云」、よりも i切かなy 寄付 L、仁美しさが身争ト. である。然るに

桃 山時代に入って捲き起き れに極彩色 l立、強烈無比で 、 そ

の華々しさはＡｊｦｾ倒的であっ＿ こ 文様としてはも早や論外で Ｎ

ｮｦｕＮＺ 自由奔放な ｊｫ ｊ ｾ 亥 Ｑ ｝Ｑ洋 と相まって 、 刺設的 な効 ｭ ｩＢ Ｍ ｛Ｇ Ｎ :介

に護事] t ' しに。この強烈な装飾は、楽楽第、伏見Jl}( に於け る

諸建築 、 ｩｬￎｬ ｬｩｦｬ ￬ＺｬＺては ＱＱ￹ 事の大 ＱＱ 日号 八幡 ｩｪｩｬ ｬｬ ［ｬ ￬ｉＺや 、 京 ｋｉ｜ の北出 ｦＧＱＱｉｾ ｬ ｬｬ ｩｉＺ

の樺現遺品t 殿 、寺院では必島の瑞巌寺本堂等に行{ まれfこが 、

やがてこれ等の建築が元となって 、日 光東 ｈｾｻＮ Ｇｾｾ ｉ Ｎ ｽ，えぴ太白 ｫｬ 院建築が生れにのであっ＿こ。

円 光建築は桃 山 建築桃 山 美術の総決算の結果である。来 ｽＡ ｾ ｾｽｙ か ら見れば 、 桃 山 建築桃山

安術はＪｊＡ ｈＧＺＭ ｊ Ｎｾ 法る円が ｪ で殻生 し ＿こやうなものである。 即 ち東， ｉ Ａ ｾ ｻ｟ 'II:C建築の生命は盤的lにあ

れそれは叉彫刻と彩色とでゐる。その彩色には ｊｫｊｾ 刻自身ｩＢＺｲｾるものと 、柱、 長押 、 ＩＨ ＺＩ Ｑ Ｚ

主主に描かれ? こ文様その他 がゐるがj洋育、総育、¥白線、紅、 朱 、胡粉等を以て数度の俊J -.柑

ＧｊＺｾ 色がずれまれ、叉慌んに 金＿白金泥をＧＺ FI' J ひ漆、螺銅 、七賞 、象 !I災、時檎笥: あらゆる手法が! 車

川 されてゐる。

色 jJ 船主強いが流石に併主，i; ではなく 、且つ fh韓の建築群に就て 、H'J立Ifi] 到な計設に碁〈色

彩の統ーが行はれてゐる。例へば表門を入ると最初の中は朱色が肱ち 、奥に行〈に従って

内が多〈なり 、 その ILIJ を金色が巧みに調和してゐる如きである。桃山時代から江戸時代に

かげで色彩乱用 とも云ふべき建築装飾も 、円 光建築に於て或る極臥に ili して 、とに かくも

ー- つのまとまりを持つ

に王つ fこ。奈良時代の

装飾文様が平安時代の

1長期に流麗鋭利二の制致

にj主し? このと 、桃 山11=.)'

It の強烈な刺戟を主と

しに彩色が、支郎減裂

とならす・ 、東J ! H宮まで

無事に辿りついにこと

は、比較していき〉か

興味がある。

桃山式彩色の飴影は、

ー大徳寺士吉門上暦内部極彩色袋飾

三門は室町時代、 給は桃 山時代で所 に々室町時代のt舎の痕跡 L める
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i' J : 戸時代のイVH切に 11っ

て ＧＱ ＿ｩ くＪ，￯Ｂｩｾ、＿こが 、 その

後は全〈文削減裂とな

り、行方ィ、明 となって

しまっ Tこ。俳数渡米よ

り一千附 ｉ ｾ ￎ 年 、 Ｚ或ると

きは百花の龍有11 とィヰり 、

!Xる時は妖花の高LれH尖

<  ｾｮ＠ ｾ時ＨＭＱこを謡歌し ｔ こ

円本建築の彩色装飾 l立、

ｪＧｾ備 の Ｑ ｉ Ｑ から穫する河
丹生郡比賀市Iljitl ィ本殿の怪彩色袋( j ( li

の 如 〈 下流 Ｈま 砂漠に作 ｾ B! : 物は安田了時代で 、彩色は江戸時代

えてしまっ? こ o Ilit !l ili l : にしても 仙寺にしても 、特に復古的に也られる建築以外にはあまり彩

1 1 1 6 6  

色lま行はれす 、これは円本人の趣味ばカ s りで

はな し 貨はみ; 終的な彩色装飾を護達させる

ｩ 徐裕カ ［Ｑｈｾ < なつ仁左も 15へねばならぬ。

fJf: し乍ら 、生地素色を繁しむ日本趣味の深

さも ー制ータ に築かれにものではない。天地

根元官逃以来 、我が住宅建築は時には丹土を

塗り 、文J肢を Jt'l i い? こ時代もゐつ fこが、寝殿; 治

を越え 、武家i 1 l に至って昨ぴ素色を回復し 、

書院迭の最盛期彫刻接的il こ作って華美な紺iilati

装飾i時代はあっ? こものの 、大勢は依然主して

紫色の情淡さを見うlとはなかっ? こ。

陣壁襖紺の諜やかさの如きは 、むしろ建築

の生地の酬幻さを引き .u:1こせるものである口

( 昭和 14年 2 月 7 FI )  

日: 光収照宮本殿扉のil 喜給



にさらはれすこ。交遜不便なところでもあり雲の中

のことであって総造物の被害の全貌は雲解り にな

らなげれば剣るまいが、 自然の暴里見? ごりははっき

りと剣る。こんな物凄い威力でな〈ても昨年の十

一月の「建築と社合 J 1このつれ雲のにめに今ぶれ

れ劇場の事件を考へでも雲の問題はも少ししっか

り考へなげればならないと思ム。哀日本の多雲地

帯に新しく工業が興りつ、あるのでゐるから今ま

での様に表日本中心に考へもれれ建築法は恨らく

会 色# な飲陥を多雲地では表すと思ム。「雲筈 J は

帝図皐士院長、接術研究合議身長、 日本聖書街振 大きい研究題目でめると思ム。例へば雪崩にして

奥合理事長、極符駅間官梅弁錠ニ博士が逝去され も雲版そのものはさげ得られないであらうが、雲

樹が起る i堂筋はやはり一つの自然の法則に従ふも

高齢にも不拘ま仁最近一月十九日の墜振委員総 のではあるまいか。して見 れば科皐的研究が行き

曾ではかくしゃくにる姿含壇上にはこばれて挨拶 とγ いて居れば激しい雲溺の起る可熊性のある道

全され1: のが月末すでに幽冥虎を異にする。まこ すぢを泣りて家舎建てることも出来 i: すめらうと

とに感搬に? こへなし、。博士の事問上の( 士- < 11・は我々 思はれる。もっとも筆者は雲のことは知らないか

専門ちがひのものにはよく剣 C ないが、準界に童話 ふ山へ行閉まどこでも雲尉ぞ起り得ると云ムの

してなされに指導的な仕事と云ひ、準界t ' 代表し なら仕方がな いが。とにかく雲害の問題は風や地

て社合的に活躍され t: 事と云ひ、 まことに皐界の 震に劣らす' 重大でめる。

第一人者でめっ 1: 。小生など親し〈聞く光祭に浴 さう云って居る中に 、 美浪の山中の￮ｍ青山でもｾ

する筈もないが博士の英語のI寅設に至つては貨に 尉の i: めに飯場がさら lまれて多数の人命が失はれ

絶品であって日本R貸し U i も仲々にこれにかなム i: と云ム報道が停へられ1: 。雲尉も雪解時のなど

ものは英語筆者にも少なかつにと云ふ。ぞの Joke れでない今の新雲のな Tごれが一ばん致想しにく〉

に至つては聞くもの〉中 、 英人のみしか ｾｊ らぬと 囚つ1: ¥，のfごと云ふ事でめる。山へ λ キーをかっ

云ふ様なえらいものであつにと云ム。些か逸事堂 いて行く若九は汽車電車の中にーぱいになって居

つ7こへで哀悼の意を表する衣第である。 るが、雲の筈をうれへる人の少いのはどうし 1: も

会 のか、新聞ではi斬〈日本雲氷協合とか云ふこの方

主要街娠輿舎が有する研究所災害研究所の建物が 菌の研究図憾の結成を報じて呉れでは居るが。

出来? こ。災害研究所は第一部が中央気象重大阪支 早稲田建築皐報の最近の盟主に積雲地) j の農家探

筆におかれて気象関係の研究がなされることにな 光法の研究がのせられ1: 。筆者がどなれでめっ i:

って居るが、第L 部の研究所の窓築は完成し、第 か今失念し? こが、 まぢめなそして地味なこうしTこ

二部乃ち大阪管大工事部内におかれt: 一般災筈附 研究を尊敬する。

係の研究所建物も竣工間近である。前々減にこの 会

欄で地盤沈下の事: を誇つ1: ヵ; 地盤( ) ; 下の王里吉命的研 準術振興曾の建築土木関係の第 11常置委員舎の

究が この研究所では千谷助教授の手によって始め 委員長には内務省土木試験月fi 長勝井民主E博士に代

られ、謬質化事的 な研究がなされる相でめる。- って早大の内藤多仲博士が選ばれれ。新聞の報す・

綜合大事力: 只懇科がそろって居ると云ム Tごりで るところによれは宵士は近〈比律賓との交換教授

綜合的な研究が少い際 lこか、る研究所の存在にょ として出霊堂せられる主云ふ事である。

ってこう云ム建築土木の重要な問題に他の方面の ， 建築祭界は先に伊東忠、大博士号? 猫逸に交換敬授

皐者の協力を得られることは製問の前途に新しL 、 として迭り、今叉内議博士を比律主主 に主主 る。準; t .

光を投げかげ るものである。 の世界的水準を示すものとしで喜ばし L、。

災害と云へば過般黒部の峡谷の奥深〈日本電力 ( 12月15 日記〕

が工事t ' して居る堰堤工事に附属しれ慾物が雲尉
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づ 也 田 宏 さ ん の と と = も グ

~ 今 は な き 同 氏 の 追 憶 に 代 へ て ~

亀 井 幸 衣 郎

嘗てJ t にし7こことのない、所開 1都市計受 J な

ら、若し況に祉I!，閉さんを物語らんとせば、 日本都

市計査の護主主史念物語る事 になるとなは信じて居

るのであります。( 比盛では絵白の都合、 その全

部合菰し待ないばかりでなく 、此 の果占に除i しでは

他の図惚に於て多少の目論見のめる事も側聞し: : [ .

居りますので、J1bbll では只. ! f J . に池田宏さんゐ横顔

でも主Eべ得ればと忠、ひ怪めてめらましであ h ます

が思ひ出のペンを取つれのでめります〉

何にしろ 、205宇部Iのi也田宏きんでめりますから

今 H では直接的に接して居つれ人々以外には到底

想像どもされない程、活動家で、今日の言葉で表

現すればNj 官PI 張り切の人と云ム形容詞が最も遡切

である械に 、文字諮りさう角I ( ，務じ得る人でめりま

し ＱＺ 。 ー 今日官支としての技術家主主は 、 法律等ｾ修

る言葉を? 私が聞い7二のは、ー大正七年の初夏( 6 月 め1: 事務官、¥! ，t記官におして( 彼等の head にお・さ

の被j め〉頃でありまし1: 。恩師笠原先生は陸軍よ まって居る人々に謝し 、〉俗に。素人 4 なる用語を

り警腕際に招聴されるとまもな〈内務省に純任さ 用ひて~素人のやることにか ι 上手〈行〈筈がな

れ大臣官房都市計霊E謀に於て、我図書s市計輩に闘 いのに、 など、 ~去って居りますが、紗くとも 、

する最初の技術的調査に胸奥する機になっ f こので 訟の知る限りi & 悶宏さんの場合は、 さう云つれ感

あります o J I: bの時、使走的ドラ 7 ツマンの要求に じがなかっ1: のでめります。否むしろ 、蛍I専の技

/ffMじて都市計室の下働をする機になっにのが筆者 術者逮は( 山間博愛伎師は勿論の事、内問州、笠原

それ自身でめりまし 1: 。そして比の時の課長と云 の雨先生できへ〉者f > 市計笠の技衡を池図さんから

ふのがJ lt 鬼 に記述せんとする 4 池回宏多さんなの 教はる方が多かつれと云ふ程度に 、都市計量に付

でありまし 1: 。省時、市区吹正委民舎の行言吉を如 いては玄人の域に主主して居つれのでゐります。而

何にかして有閑せねばならぬ機運に達して居りま も6 大昔附に都市計盆地方委員舎を宮崎せねばな

しれ時代でゐりまして、我園に都市計重の必要と らぬ主云ふ時期で、地方から上京して* " : 人々の

その可能性を見透しす; のは、放t走路新卒伯なので 要求やら陳情やらを. I っ l つ聴取せねばならぬと

めります。而も止bの見透の上に考へられましれの 云ム多忙な時期にめりながら 、所言明「↑ 右中の関 j

が所言l ' I * 都市計霊調査令。なのでありまし1: 。営 とでも云ふのか、毎月取りょせる 、都市計盆附係

時後疎伯長 をめぐる秀才の l 人として主主携し 1: 池 の雑誌( 内外共に〉の目録宏一般見て居るばかり

岡宏さんは、永年の巡蓄をぱ j地の都市計盤の開後 でなく 、 主要記事 にさへ目を主主して居るのはｾ論

に傾注し、 59歳の今日まで、す，っと都市青十重を指 なのでめりまし 1: 。而も よ 〈それ等を記憶して居

導し且っき苦展せしめて来れのでみります。ですか て、恰も教授が筆生を指導するかの態度で、御l樫

保革 ｌ の知って居る限り 、 後隊さん程今日まで秀オｾ多〈集めれ人はな いと思ふ のでゐります。技

術家も法律家も或は経済豊島者等もよく氏の配下に参集し、且つ之等のま皇園がよく政治的lこ枇合

的に 多〈の貢献をなし塗げでのでめります。

州ｾ築豊 島舎 では歎年以前より内務省の ｾ￟Ｇ 問に謄じて 、 都市計貨調査に附する委員を任命し 、 調査

ｅ 宵究ｾ謎めて居つれ のでめ る。
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々の技師連中に是れ等の記事の主要項闘のアプ兄 しろ都市計重課は積怪的であ り且つ叉脅告を持って

トラタ トを72主らせると云ふ 、張り 切り つ方でみつ? こ 居っすこのであります。( 今日これと粉々似て居て

のでめりまし 1: 。従って技師連中は勿論の率、他 而も笠' 行に着手し沢民に都市計宣 らしき 事業と云

の事務家主主い都市言十重に関するー憾の識見を持 ムのが、大阪号事前に見る土地隠創盤程による建築

つまで lご勉強せき' るを得ないと云ム状態なのであ 敷地造成計査であらう。〉

りましれ。 池岡宏さんは此の問題に附しては、全〈本気で

所誇、都市計笠調査舎と云ムものは、大正 7年 めりまして、行政官侍宥の只単なる人気取りと云

5月に官制が定められて設置されれものでありま ふのでな いこ 、全く東京市の再構築と云ふ深い越

すが、 その以前Iから i! l ! ，閏宏きんは、市I f f j ; 改正委員 想に燃えて、之れが変貌に向って様々な笠策を? 施

曾に除! i 系して居 b まし τ l t { ーに多〈の者s市の吹支改 しt: のでありま す。従って常時燭託で居りましに

善 j 二時却する問題に開興して居つれのであります。 内問先生などは、比の問題に関する限り非常なる

J すから大正 7 年 4 Ｉｾ市直改正委員約［解消され 興味料って議る場合大墜の建築科を動員しにり

都市計室調査舎が放置されるまでに 、早 < 1，都市 して外闘に於げ る超過牧容に 関する 文献や資倒な

言十重 に関する調査要綱案を用意して居つ f: のでめ どの調査 ｾｩｔ つ ＱＺ ｾ 、 或は又笠原先生などは、依

り'まし t: かも 、立案にてまどる こt なしに直に そ 釘' 岡俊彦さんを? 隊長格lコして営時大惨を出 にばか

れに基いて審議を進め 、急;i.l!iに 6 箇傑より なる調 りの中海さん〈只今の大阪府建築謀長〉などを?直

査要綱の決定するを俳1: のであります。 接指導しまして、建築物牧容に| 約する自1: &#: 屋の

行政畑の習しは、何日までも池田宏きんを都市 査定を行はしめ、毎 n、艶めかしき花柳街のある

言十笠謀に織りおく認 にも行かな〈なり、艇で内務 棋町へ現移調査に出5長せしめにのでゐります。

省の社合周長の祭えあるす骨子が奥へられ? 二のであ 之害事の計量Eは惑に大正のZ聖火災まで に着手され

ります。而 L 此の間僅か 3 ヶ年内外に過ぎないの

でありますが、都市計家委員舎が設立されますと

飢れ行く大東京の改造に早〈も着目艮し、後藤伯の

よき相談相手として、東京騨夏日本橋倒IJ に遁蛍な

る大幹線道路選定の必要を若破しれのみならや、

比の道路に直接して高 j杏ピル街を出現せしめて、

都市中心部の徳裁と終演とそして保安ヒの問題を

L ー患に解決せんと試みれのであります。之れが

嘗時東京の新聞紙上を阪はし且つ叉魚河岸の凡ち

ゃん連中による赤縁組の陳情圏まで組織せしめ、

なかつれのでゐりまし 1: 。が然し、震災後復興計

笠を樹立するのに 、比の言十重に附する調重量研究カ;

如何に役立つ? こかは全〈想像以上の L のがゐりま

して、頗る 有効に利用し得? このでめります。何故

なれば蛍 l時各方面より雲集して来1: 技術家( 主主

して土木技術家〉は全〈都市計笠に関する 知識を

持ち合せて居 ι なかっ1: のでありまして、 いづれ

もエシヂ= アリ y グとプラン= シグ He r ゴ ツ チ

ヤ」にして居る連中ばかりでめっ1: のでゐります

そこで先つ' 之等の技術者全ば教育しでか、る必要

内務省へ押しょせると云ふ騒ぎまで演じ t: 、遁携 が起つれのでめりましにが、 それには、前記棋町

棋町線 t 吉田はれれ、超過牧容を{ 宇ふ建築敷地治成 線に関する調査研究が直接役立つにと云ム結果を

計箪を目的としれ区制整理による道路言十重なので 招致しれのであります。( 比の棋町線の問題はi t i J ，

ゐります。今日に到るもか、る都市計霊的、都市 岡さん時ー代は未解決のま、で衣の課長前回多門さ

設計が出来ないのに 、20年商Iのその営時に於てよ んにリレ ーされ f このであります。〕

くまめか、る大臓な言十重 ｴｾ 目的として調査が主主め 池間宏さんの都市計主主課長時代に於げる 、 もう

られれなアと思ム程、常時の内務省と云ふよりむ l つ待筆さるべき事践と云ムのは、宮城前康容を
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中心としれ官隊街言十定案ｾＤりＧる事が出来ま す 。 さん位「都市計E症と釘死」し 7こと云ふ言葉がどンと

之は謂は v 市民改正時代より引綴き懸案となって めではまる入は、 日本都市計主主に関する限り 他 に

居りましにもので、都市言十議委員令では、大蔵省 ないと信子るのでめります。何千豆大阪に大屋鍛城

の新議院主主築中心とし にアプ ローチとその府筋言十 と云ふ都市古 ｉ Ｇｾ 佐畑の技術量誌が居り まし 1: 。然 し乍

笠案の華 社 案ｾ 作 ら ね ばならなかっ＿このでありま す ら、池 田宏さんの場合を考へま すと 、彼 れの務合.

J1bの匁め、第 1 ;奈は笠原さん向ふ コムパ λ と定 は所相打死と云ふ程焔切 でな い機な主主が致します

規とを取られ、池問案なるものを作成しれのでゐ おしむら〈は上海の港湾の復興計向;事業化され

ります。 而 も、 JI七の問題をめぐって、現建築協合 るまで生かしておき? こかつにと思ふ者は、必す，し

長片岡安民などは大東京改造論なる論文を後表し も筆者ばかりでない機な糸が致します。まことに

て、宮城南I威容の計董と東京悪事移車専業との相E自身 再苦情に耐えないのでめります。( 75頁参照〕

係を論じ、片岡案な るも の ま で 献 し れ 常 時 の 都 時

市計宣言命壇 に目究しき活路担宣伝示しれのでありま

す。; t { : の後宮城前の中心部の言十E草案樹立 に就ては

内問先生等も出馬して、故吉岡務きんを株附して

ｚｉｊ 穿ｾｾ作成しに ｨ 、柳? 撃さんなどは、得意のドラ

局 イI暗

礁

感

主if

=  

士

口
カ11

時局[ 主権! 身長J t J Jttt 設J t J j に入つ 1: 。然し永fご我が

忠、勇無比な皇軍はII事政憾 の徹底的埋軽減のにめに盆

フチングに燦々なる計j l } . 案を作成し 1: のでありま

h 猛遊撃を? 敢行しつ、 2 刀10 日正午には海南島を

すが 、 之等はし 、 づれ ＱＮ 現代では 、 市 ｉｉｉｾ 古に等し い 過
占領して世界の耳目ぞ衝動せしめ 1: 。

去の物諮りとなっ t: のでゐります。而 L今はそれ かやうに我が閣は今や東] 2 . 永溢の平和確立の1:

ちの夢とは縁もゆかりもない官版街が機関門外に めに長期戦と長期建設の二大重要任務合指包' して

出現しれのであります o が然し、今日池間去さん 立っ て居り 、 而 かもｾｾの角可決のＡ時期も漁期し緋な

ケ中心とし 1: 常時の都市計笠主[ ! f ! )J 会考へま す t き

い賞状にめる。

!t.Q!. 1よは全〈感慨の深いものが多々あり土す。 でめるから我が闘は今後如何 に物資の需要が}脅

迫]!，岡宏さんは、都市計m: に際1して如J! 祈直接的深 大するか分らな いのでめる o 政府は盆々資源の聞

い興味を持って、指導しればかりでなく 、輿論の 授と物資の統制強化に拍車公かげつ〉めることは

支持と閥係者への啓員長と云ふ ｉ ｊ ｾ 柄にも深〈関心を

持 1: れ、11司商民を起用して者s市研究舎を創立し、

都市公論なあ機関誌を雪量行せしめ 1: のであります

そして彼自ら常任理事に納まって、逝去されます

その日まで、都市研究舎の理事でめっ 1: のでめり

ます。

その問 、干狩都復興事. 業は勿論、市政調査舎を中

心に都市問題令官義の還後堂、叉時勢の鑓遜に体ふ

都市計m: の新し い課題等に謝し常に新し い考へと

識見と を持ち 、 口に ペン にはれまれ直接同志の指

国策上蛍然な撚置と云 lまねばならぬ 、民間に於て

も一意図策に順隠して物資の経済的利用節約に思

念して居ることは今夏開ふを要せない。各新聞社

は種々な企佐 賀行して来れが瓦に商工省及J i ‘ f 般の

後援のもとに殴lfL 回収の運動を開始し 1: 。従来市

町村で行はれ 1こl青物回収資上額 L 中身馬鹿に出来

ない多額に上る 、之れは磁かに一大資源に相違な

い、殊 に餓 j青に至つては貨 に重要な建築界に於り

る資源でめる 、餓鋼不足のにめ に闘策上の矛盾合

さへ主主じて居 る。

導の 上に j舌lllI J を綴 げて旅? このでめります。そして 事 後前 までは我が闘の餓鋼!J I- は生産過剰密集づ

上 海の港 湾の 復興 計 輩 ・ ｾ最後として 此 の 世 を去っ かはれて居つれ位であ り、叉我が簡の製繊設備は

れと云へ ると忠ムので あ b ます。思へは'、池回 公 府餓を主としれ ものが多 いぬで 、今衣時局の? こめ
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に芙の需要が激増しでも設備の関係上間に合はな て、工賃に於て 、規模に於て卒時産業に見られな

い。勿論銑餓府繊の輸入院J係は大きな理由である い L のがゐるやうでめる 、比の際建築家は宜し〈

が、設備の吹善と銑畿一賞作業の増産計家主? なし この際工場木造建築の研究全然すべきでめらう。

て、需要に際宇ベき謝策を l采りつ、めることは人 尖の他の木造訟築に於ても餓鋼制限に依る耐火

の知る所でめるが、示fご中身需給の閲滑は認めな 化の重要性から盛に木材耐火剤j の夜明がめり 、先

い。 頃東京の来氏が安償にして盟宮な耐火剤を完成し

固 にことが報ぜ ι れであっ f こ。

我が建築界も餓鏑英の他の統制の? こめに 、時局 木造建築殊に木造工芸Zの盛んな乳状に於て工場

産業に伴ふ建築以外は全く中絶して終つれのであ. 自憾の自衛上は勿論都市防護上かもし都市の建

るが、吾々建築方面及都市計笠方面に携はるもの 築物の耐火の重要性全深〈認識し 、木材を緩断性

としての税黒占力、らすれば、都市が耐火構造れる俄 にすることを忘れてはならぬ。

骨餓筋コンクリ ート 建築の中絡はイ也の椴務に従事 回

するものよりー暦痛切に遺憾に恩ふのでゐる o 我 t :市街地建築物法令も都市防護の重要施設と

防空上都市の建築物は絶鐙的に耐火構造 1: るの して防火地区の161J 皮があり且つ既に乏れが指定資

必要なことは、軍民共に之れを認め盛にｾｉｄＺ澗せら 施什られて居り 、而かも時帰に際して最も重要な

れて居るのでゐるが、之れがf実現と云ふ段になる 制度でめって此際大に之れが賀現金企図せねばな

と精軽減せられる感があるので重要建築物にもま らぬ時ではあるが、耐火建築物営奨励すベ〈も織

にまだ手が廻らないのでめらう。現下行はれて居 鋼制限の＿こめに目的達成の山手Ａとないのは ｾｉ こ情な

る餓鋼統制の銃園内で軍需用はＩＳ ｉｊ でめ右が重要ｾ ぃ話でめる、一方に於て都市建築の耐火化の必要

築物の耐火千七とイ也の繊鋼使用物と天秤にかげて躍 を絶叫しながらも一方に於ては之れを制限せねば

いも のはな いか、統制配給の方法に欽隠はないか ならぬと云ムギ庖制ミじて居る、之れも非常時局

を検討するのl必要はないか。

然し資際これまでは餓材のJ ; l L授とも云ひ 1こL、位

つまらぬ民主に使用せられ1: 感がな いでもな L 、。 J

にも餓 2 にも織と織の使用量φ 多少が文明閣のパ

の1: めではめるが 、餓鋼の不足から来てA l - るので

あるから ! 日も 早く図家の? こめに餓鋼の多量な生

産と事費量の解決により使用制限の解除を待つ L の

である。

ロメーターで めるとして盛に使用せられ1: 、或は か、る状態であるから市街地建築物法で時局に

事貸そうでみるかも知れないが曲L裂は国家総務上 聖書服してなすべき事柄が甚だし〈縮少せられて居

からも是非共漣りねばなら山ところのものである るのであって、せめて幾分でも順隠して行かうと

この紡からすれば今次時局を契機としてその試練 しにのが先般吹疋して同法令中に防空なる文字舎

を経て餓の利用の更正することは喜ばしい事象で 入れ、叉 2 月 l 日から t安施せられ1: 改正施行令及

めると得るでめらう o 規則である o HP ち防空防火の上から先づ第 l に這:

回 ｾ杏基準の幅員を従来の Ｙ 尺から Ｔ うｪＨ［に抜大しれ司王

かく餓鋼の統制j のにめに建築物は中紹の現状で である。又工業地域及米指定地の空地制限の強化

はあるが軍需的産業の獄充、戦時工業の奥隆とと と空地地底制度の公布と 、更に建築物の高さ及空

もに工場建築の最も盛な状勢令官苦らして居り 、而 地の制限規定を中小都市にも適用 することに鈍図

かもそれが大部分は木造である駄に於て劃期的木 を抜大しにことである。

造工務建築の出現i ' 見る に至づ1: 。その構造 に於 近〈防空建築規則の公布も迫って居る様でめる
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が何れにしても都市建築物の不燃化を嘗分望めな l に技術者の大陸輸迭の大計登を樹立して大にそ

いことは吾ゐの甚だ疫念に恩ム所である。

回

の進出 ｾｧ 足跡し 、 再び来らさＧる こ の絶好の縫合に

吾々園民就 ｲ� 背蒋ーの糸横話ｾｉｩｦ ｦｾ 動する背ＱＭ Ｑ 三は自ら 巡

今回の市街地盤築物法令の吹正で i待周産業の能 んで大陸に進出して新東百. の秩序建設のにめに八

率精進 ど鐙位向上の一端として多倣遜勤者及尖の 紘一字の大精市中に則って堅忍 ｴｾｾ に この永 曾有の弾

家族の健康を保認する? こめ に殺げ られれ工業専用 局を打開して、東J : : i . 永主主の利卒確立に池' 進せんこ

地隠と住居専用地区の制度でめるが、之れは最も とを切望して己主ぬものでゐる。 ( 2月 13 日稿〉

時宜に遁し 7二ものと官官ひ得る 、か〈して吾キが JO

数年来三重んで衆? こ我園の地域制度も漸衣畝米の綜 私

合的地域制に漸進的では めるが近接しつ〉める こ

の 放

とは喜ばしい現象である。結局我が閣の用途地域

岩 尾 保 衛

I、7 積に分類せられれ誇でめる。I ! 1 l ち 、1. 住居専 先主主て本誌の編帆幹事舎がゐ ｾ ， : ! t の席 につら

用地l益、2. 住居地域、3. 商業地域、4. 7，長指定地( なって本年度 の編! 険方針 として rI事談合 1 r物を

軽工業地域) 5. 工業地域、6. 工業専用地区 、7. I 訊〈合」の記事及気幾な開放的な随筆欄として此

染地域内待. 8
I

J地区( 衛生上、保安 上待に著しく危 の f 紫煙」 の盟主頁全般りて 、本誌に新鮮さを加味

信託有害なるものｾｾ長国地区〉とらつ ＱＺ 。只建築物 す左 編綿常務 の説明めって提識が 出一致賛成可決

の高さと空地古IJ 限は用途地域に従j蕗して居るが、

之れもか ｬ に 高度地 Ｑ 亙空地地匝の制度が Ｚｊ ｾ il!を 1: ので

めるから 、運用の如何に依つては精臥米の地城市IJ

皮 ｴ 同様な取扱をなし得るにｾつれが永 ｦ ご姑息 的

れるの紗は菟れな い。

回

さ11. 1: 。

これは小生かねての持論であって 、去る 1 jJ 27 

日委員企の腕り精井氏とも詩しれ事でゐつ 1: 。 本

誌は題 ｾｴ￯ そのものが 「 建築主枇界」でめって「建

築の祉界」でも「建築批界」でもな し、。建築技術

関係は' かりに記事を限るは本来の面白ではない .t:'

かく ｬ 時局 に 践する針策として積 ｨ の法令が ｈｾＱＺ らう。建築に掛1する活社合の1l t;t: J] 1， 、同 じだりの

が、統制緩演に闘しでも又市街地建築物法の行政 機利で記事? こる資絡がゐり 1: ｾ、。

でも之れが運用 に 於て蛍周は十分持病ｾ認識し 、 所開建築界の 玄人の執筆 に絵始し 、 イ也の立 ｅ 入 ｾ

民衆も亦闘家概念に立脚しでよく一尖の事婦の重要 許さな いで門戸を閉す必要もなからう。今後は来

性を比絞研究して司王に営ることの肝要なことは今 人も歓迎し ＱＺ しＮ凡そ 主 ｉ］Ｎ ｶｴ とし ｴｩ］Ｎ げるもの ｦ 主婦ｾ

B訪問ふを要せないとこ ろでめるがすこの千古米曾 もにぬはなし 、玄人以外でも建築に関聯する限り

布の時局でゐ ると云ム概念をー暦念頭 に於て慮理 誌面を 開放し 7こL、も の打。

すべきでめる。監督者と核監督者とはそこに幾分 斯〈考へ来れば、所矧施主の経験談もよし . :x..

考への異な る所 もめるのは巳金得な いのでめ るが 例へば文築家 、衛星長等の綜稲の感慌による住宅 、

雨者共に闘を? 愛する根本精紳には何等留をる所はな 沓索、街室の官宣言十を得て専 問家が評するも商白 力、

いのでゐ る。 る可し。

図 叉家庭の主婦の住宅に重きする注文には、男女中

最後に一言し? こし、ことは以上述べ1: 物資の統制 等感主主の理想乃至宝想、底員 、、社員の要求する ilii

に、更 に人的の統市I j であるが、共の必要は一層効i 庖、寄宿舎、 アパー ト毒事の殺官官の理想等々。

棒、せられて政府もお策を講じつ〉あるが、先づ第 叉方面を鎚へて現' l t 枇界に在つ1: 所朔 r1宣言舌 」
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焔主 、設計者 、施工者聞 のクレ イム トラプルの記

録 、共の解決の寝際例 、等々に及べば以て他 山の

右れらん露。

敗年京本誌説者の倍加、運動が同論まれつ、める

折柄、上述の如く進んで本誌の紙面全社合各暦 に

開放 し、合員 、賛助員 、玄人、素人を? とわ十本誌

の形止や分は7]'; 流に順ひ 、半分は7] c 流に逆ム て輪廻

す。丸に 7]c r1- ' に入れば廻ら 守 して流る べし。叉7]c

ｾ出ＨＡるれば廻 る 事め る べからす ＧＰ (  1ノ6 )

l 堤は築:守:て 、堀はさらひ 、橋は掛替 るを以て

遁と す。此の虫日〈 、天理と人道 とは、格$11の物な

るが故 lこ、天理は禄; 古重量ぜ子、人道は l 日怠れば

Rllf 設合員の倍加せん ことをのぞむものであ るo 忽ち に膝 すo C  1ノ 6)

雑誌l l I t 告の勧誘について、専任の人がなくなっ 1. 翁常 に日 い 人 界に居て家線のも るを? 座視し

て事務員戸空任で募集する との事でみつ1: 。経費 道路の破償金傍叡し 、橋の朽ちに るをも愛へき万

節減の匁めと解す るが、府告激減す る折柄専任の 者は則ち人道の罪人なり o C  1ノ7)

人が な 〈ては会 々厳告が減す，るのではな いか「新

年早々令長の話しの様 に、 生命保険の様な自己の

財産 になる事でも勘誘員が何度九足をはこんで積

み奉ってやっと初誘せられて行< ｊ 雑誌のｾ告な

ど、 より 以 上努力合要すると忠ふ。それ合衆任で

事務の間々 に勧誘しで行くゃうではどうかと忠ふ

何んとか財源ぞ考へて主主らって 、専任の康告取

りを置いて積長量的 にf勧誘募集し 、雑誌の資源を得

て内待問宮なる本年度の雑誌を? っ〈らな いーー と

編料開人に参加せる小生は 、紫煙の内 に思ひふり

って居る次第であります。

「二二古 翁 夜 話 | 摘

卒 野
僻

削

二宮専従、の訓へる「 二宮君主従話」中には土木全

管とされにものが多数に布りますので其の l 部合

摘記し報徳、精榊の一端会御紹介致し土す。詳しく

( ; I1' 日吉等を?1卸披見願ひま す。

1. 山 を作る L 1 と笈の土よりな る司王を明か に緋

へて 、励1宥小さなる本全勤め( ; f 大なる事! 必す，な る

べし。 C1パ 4)

i 新に l 家を持つ時! 主官事差支へゐ h、皆損料

にで用排すベ し、 |止に扱料ほどま岸辺なる物はなし

且安き物( まなし 、決して損料金高志物、損な る物

とおも J 、事な，か れ 。 ( 1ノ20)

1. 工事 にI出直営芝むも係り自に近過ぎる時は見

えぬ物也 、 さり とて議過ぎても叉眼力及ぱぬ物な

り、云 々 ( 1ノ26)

1. 何事にも普' i l l i と いふ事めり 、 しもす，んばある

べからや、則ち椛道なり 、夫れ難きを先にするは

号コ

日u ｾ入の教へなれども 、 是は先づ仕事含先にして 、

而して後に賃金を取れと云ふが虫1I き教へなり 、云

11)J  

々、火 山林を開拓するに、 大な る氷のtNt ま、其の

餓差し置 きて廻りを切り聞くべし 、而 して 3，4年

な経れＨ［ｦ 、 木の根自ら ［ ｰｪ ちてカｾ入れすＧして取 ｃ

る、なり 、 是ｾ開拓の時一時に捌取ちんと す る時

は苦手して功少しo 有事その如し。云 々 (  1ノ 28)

1. 夫れ世界績の卒は7J，面金三三れり主す。竪の直 卜土地の9 i l拓は沃土を摩ぐ るに あ り。沃土は必

lま垂針を至れり とす。凡そ比の主f I ｾ前古￬Ａｬｊ ｊ かぬ物 す'卑く窪 き底 にめりて飼り H1 0 ¥" れば綴はれぬ物

めれば こそ、地球の測量も出来 るなれ。差を外に なり 、室主に心付か守して開拓壊をなら す時は 、沃

して測量の術ゐ ι i . : や。云 々 Cl / り

ＱＮ 築 き れ る 提は時 キ 刻 々に 崩れ 、 掘ｾ 1: る姻は

日k .tをふ に々 埋ま り、五 きれ る屋娘は 、 日々 イ主h に

腐 る。是れnp ち天王里の常な り。 云々 (  1ノ2)

1. 章者日 い 夫れ人道は嘗へば、7]'; 車の如し。共

土皆土中 に埋まりで永世額{ まれや、村里の損、是

より大な るはなし。又土地 の吹支を欲せ l工、沃土

を掘 り出 して 田畑 に入 るべし o ( 2 ノ 5)

ＱＮ 夫 れ 、遠 き を説、 る者 は百年の匁 に松 杉の苗 ｾ Ｊ ￬ 自

う、 まして春植え て、秩賓 のる物 に於てをや故 に
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官有なり。云々 ( 2 ノ9) 風も 、大地震い共の徐非常の災害も必す，60年間

1 . 賛乏を免れんと欲せば、先づ庭の草を取り 、 には 11変位は必すめるべし 、 t: とひ無き渇1 ，&、す

家屋舎掃除せよ。 ( 2 パ 0) 有る物と極めて:有志、者申合せ金鍛を? 貯蓄すベし。

1. 夫れ提を築き涯を張り 、* 門{ e 立て〉引き 1: 云々 ( 5ノ7)

引 11 は、人作の川 に して自然の常の川 にめらぬ故 1. 翁山林に入って伐木公検す 、挽割りれる材木

に、 大雨の時は皆破る〉川なると 、天然向然の浬 の1f t の曲り 1: るを指して訴して日〈 、比の木の挺

を云へるなり。辺は理なりといへ共、人道とは大 は則ち所官民天性なし天性比の虫n< 凶れりといへ

いに桑なり。人道は比の川は堤を築き 、堰を張り どい幽りにる内の方へは肉多〈付き 、外へは肉

て引きれる川なれば、年々，歳々普請手入れをして 少〈付きて、長育するに llli ひて、大凡そ直木とな

大洪水めりとも 、破損のなき機にとカを盤し 、若 れり 、是れ空糸に押さる= がi放 な れ 人 間会|止法に

し流失し? こる時は 、速かに再興して元の如く 、早 押されて 、生代付きを販はさぬ に同じ。故に材木

〈修理. せよ b，云ふを人道とす。 (2 ノ15) を取るには 、木の民自? 出さね僚に還を働〈るなり

1. 人倫( 主家主? 造るなり 、故に丸木{ e 官IJ りて角と 挺を出す時は 、必す，反り出! る物なり 、放に上手の

し、幽れるを探めて直とし 、長を伐りて短とし 、 木挽の材木を取るが知〈 、能く人の性会穎さぬ機

短を＿総ぎて長くし 、 穴ｻ･ｾち ｩ 裁 を掘 り 、 然して家 にせ l工、世の中の人皆用立つべし。 l起を鰍 l之さぬ

f乍1<:';隠す 、云々 ( 2 ノ32) 様にするとは 、依人も俵を鯨はさ子、好人も好を?

1. 工人は己を恭しくして JE しく工事をするのみ 鯨はさぬ伐に 、民営色みで、尖の浜なるを? ば柱と

比 の虫11 くなれば必す' 過なし 。 ( 2 ノ38) し、曲れるをば梁とし 、大きは土妥とし 、品目きは

卜書吉田〈 、凡 そ物 、根元1: る者 lま、必す・卑き物 桁とし 、美な るをば遺作の粋に用ひて主主す本なし

なり 、.1¥1 しとて 、根元' [ f 車里親するは過なり。夫れ 人: : t ' 用ふる 、叉 Jlhの刈 J < せば棟梁の号12 と云ムベし

家屋の如き 、土釜tちりて後に 、床も替院もめる如l 云々

し、土塗l立家の元なり。云々 ( 4ノ8)

1. 翁日〈 、凡 そ事を成さん色欲せば始めに其の 公

ｾｷＮ＠ J)  0 詳かにすべし。瞥へば木を? 伐るが如l き未t: '

伐らぬ前 ｉ に 、 Ｊの倒る、民Ｆｾナ詳かに定めさＧれば 、

( 5ノ41 )

王℃
h

川

d

a

門
口

土日i 口 甚
士

ロ

f主11れんとする時に臨んで如何共仕方無し 、故に 、 「建築世界 J 2 月就の三井克氏の関西趣味雑感

予印械沼' [ f 凡分する時も 、仕上げ凡分をも 、一度 を讃了してl絢のすく感じむ。こんなに 、づげづり

にせ ん と云ひで 、如何なる兵鎚にで L 、失敗なき とはっきり 、建築批評界の妖貼営指示し 1: 交に接

方法を工夫せり。 ( 4/ 32)  しにことがなかっ t: 。めにかも布、が言はんと欲し

l 百事自然に任すれば皆際る 、是を廃れぬ嫌に 1: こ主力;、 いとも凡ej J : にす・っぱりと普かれてゐる。

勤むるを人道とす 、人の用ムる衣服の類、家屋に 建築界の批評は従来から公式的である。 関西人

用ふる 4 角なる柱、務き板の領、共の他白米偽多 の建築趣味が「低測でめ〈どい」で、低調でめく

味噌醤iUl の類、 自然に悶畑山林に生育せんや。云 どいの代名詞が 「隙! 西式」と泡用してゐるが建築

々 ( 4ノ4-4) 界でゐる。建築批評家の公式的な E自の程度はヨシ

l 翁日〈 、人1止の災害凶歳より甚歎きはなし 、 ヤノブコ作るところの家庭ぶ説級より一寸1 ，i l l ; ん

而して背より 、60年間に必す・11支めりと云ひ侍ム でゐない。

2王もあるべし 、只初Lfi 革のみ にめらす¥ 大洪水も大 所官聞東京インテ リ・ 7 ・ロフサ ーマガイの批評家
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の頭は夏目さんの小設級、 一一ー公式的f 'll 想 源 か ら 旅 村、花袋、泡嶋、 秋鳴き

一歩 b 11¥て居な L、。 の自然主義作家のものを穀みくらべてみにが、私

由来日本の建築批評家のＮｩ￯ ｬｾ は自然主義その もの はこれに到して

をさへ主主過してゐないので、現慢に直前して察官E 秋撃、fi u.嶋 、花袋 、藤 村

を直視す る 主いふ事ができてゐな L 、。その言鮮は の}I阪位金附し 1: 。秋殻こそは 、 自然主義 として 、

皆公式的で、 小理想源的 で、惑い意味の泉大主義 完成品であり 、明治 、大正、昭和の 日;本代表作家

でゐる。 として彼Tごげの作者はな L 、。

ヱマ ー ソンの自然論にい先人の吸を遁さす' に 泡鳴に謝しては少年時代より 、大なる 償値をみ

自己のまなこで、 自然に謝し、 7 エ ース ・ツー・ とめてゐれが 、大正末期、昭和初期には彼は時代

7 エ ースに 凡 よとめるが、建築批評家は、 まにこ 錯誤の代表者と L、lまれ 1: ものでめ るが、舟橋氏等

の現賀直視の煉獄を経てゐな い の?ごo の溜讃者さへ tHて今はその民僚を認められること

自然主義、 その ものこ そ欝衡 の 儒 致でめ る。明 になっ 1: 。

治 、大正、昭和 3 代の文裂が、徳川時代の望書術に 自然主義など岱いといふが 、奮い自然主義さへ

l 歩念式隼めれといはれるとすれば 、 それは自然主 民に i通過せぬ公式主義の 、内色のない概念的言 辞

事長のおかげでゐる。

l 昨年 L

る故池 田去 さん。 c昭和l 2&f - 7月 〕

のーかどの見識ぶって汚されるまE築批評界には 、

一一 自 然主義そのものが、 l つの清涼剤でみる。

昭和 14
5
1" 1  Ｉｾ＠ 7 日都市計輩界の構成池 田去

さんの計が報せ'ι れまし 1: 。

大正 8 年 4 )]1こ都市計筑法と市街地盤築物

法がを苦布されましてから令長片岡安氏は之が

徹底普及化合怠闘して創立しれのが隊l西建築

協合でめりまし 1: 。その頃日本に於て都市計

錠の表展に待別な倒心と努力を傾注し前沼の

二大法律を務布に到らしめれのは包・時の内務

大臣後藤伯のよき補佐役でゐつ に故池田 去さ

んでめ るのは都市計斑に関係を持つ何人もの

塊解して居るところでありませう。

比の怠lホで本協合と側係浅からさ' る L のが

めるのです。今日 i孜副都市計釜界多端な折り

から 池田 主択さんの逝去11誠 に痛惜に 7、へな い

L のがめります。

11品問主主さんのゐりし日の潟挺( 昭和112<1"-北

海道に於げる都市計護協談合の折に撤影し

1: もの〕と吊文を俸げ故人のおもかげを? し

のび比民主に哀悼の意を表す。
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::::rニ市 襲 賓
何

v

の

- ｾｇｯｴｨ｡ｳ と ｇｩ｡ｮ ｴ ｳ が 駿 退 さる ｾ Ｍ 一関見舞はれ、 その結果を ton l . ，ゐる 石壁の塊が

最後の Zeppelin 空襲の失敗を詳述せる Mr. Fyte 最上階の屋憾と床を打抜 いて寝室に飛込ん打。

t，I J [ 七慮で は最後の飛行機の空裂を 記述してゐ る。 比の際も 他の空襲の際 と同様 に行衛不明となっ

と等の空襲は 1918年の初期に Got ha及 Giant 裂の 7二者、逃げilll れて死んた' 者 の数は彩し い放に及/，

飛行機によりでなされ1:
0

191&11'- 5 月 19 日の空襲 Tご。燥迎が St. ｐ｡ｮ｣ｲ ｡ｳ に 投 ー ＱＢ され ＱＺ 時了皮ｾ ｾ＠

に於て、猫空軍が多大の損害 伝家つれので、 それ シーが走って来1: 。 そして運純手は身を以て維を

以後濁' i I I 飛行機の活総は思はしくなかっ1:。 逃れれが、車11大破し乗客及外 1:名[ ま惨死し仁。

機牲者の rl' にはホテルの食堂の女給仕 {， 2 人Ht っ

てゐ 1: 。 その 2人はホテルの係員の命を聞かす'!ff-

若手心に かられて不純怠に L 空襲五? 見 んとして外に

ｬｈ て 粉々に吹飛ば されて 了 つにの ＱｾＧ つ ＱＺ 。

St. Pamcras のi滋牲者の外に L 小 さな被害がゐ

つ 1:
0

f IJ ち 1:名の列者ーと 10名の失傷者全 lHし損害

金額としては、1: ¥"  40，000ポンドに過ぎなかっ 1:

比の{ おましき持認し 1  )1 に Odhams' 印刷工場に

進基盤しに人々 の| 百1に起つれ恐しき惨殺に比すれば

取るに足らねものfごつ1: 。夕方前に空襲がめり 、

Ｕ ｾ 霊の ｇｩ｡ｮｴｳ 1ま 4ton 近〈の爆強を積載して、

England の東南に滑ってやって来1:
0

2機は L ond

第 l 悶

4 大f践最後の飛行機による空襲。

Jl bの地図lま1918'.[0 2 月、3 月及 5 月に London

及 Ersex. Hertf or dshine. Kent 等の仁空{!'j 資機が

化駿しに jjs踏を示す免措かれ 1: ものでめ る。

1918年 2 片 17 U 空襲警報カ ; IH. l 包H 、て市民に さE裂

を体へ1:
0

Ki ng's C同 ss 及 St. Pancras 停車場附

近の街に居? こ人主主は高架鍛造のア ーチのドに避難

し1: が、彼等は直ぐに家に腕れる桜になる司J : { ! ' ，? ' J

みなカ : ら空襲の事につ いて殊更に戯談まじりに談

笑してゐ 1: 。炎然近〈で爆弧が破裂し 1: ので駄っ

て了つれ。爆弾[ 品質げさま にう 後ア ーチの附近に

投下され 1: 。

騒がj J:.んTご時、共慮 は死者と瀕死の重傷者で 一

杯Tごつ1:
0

fIJ ち12名の死者と 22名の重傷者が11' ，来

j : 。彼等の 「安全な天園」は その夜 L ondon に於

りる最 L危険な場所となってしまっ? このfごつ 1: 0

St. Pancras 停 車場附近の Mi dlaud Grand ホテルも

第 2 園

。破壊されれ家十. . . .. (  1  )  

比彪にある家は Chelesea 病院の庭に建ってゐれ

もので、一視のnに; ) t.磁に佐んでゐ? 二港役げ校及

彼の妻、鋭、 3 人の子供等が殺され1:
0

比の怒草.11

l土1918;' 1主 2 月16日の空艇の際起つ 土。

持 Hamilt on F  yje; Ai r  Raiders of  the  Citi ls， Gothas and  G  iants  Beat en  Back:  War  in  ite Air ， Part 

17. P. 517- 521. 
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ｯｮ を ［＾ ｾＱＡひ 、 その一機は ｌ ｯｮ､ｯｮ 近 郊にめ る 「布、

い服 ｊ で親まれてゐる老兵のｾ号 、 ｦＡｩｊち ｃｨ ･ ｬ ･ｳ･｡ 病

院の庭にあ る家屋を襲つ 1: のだっ? 、。比民主 に務 l、

しれ爆強は今 渇の中で一番大 きなもので あって、

約 1 ton の重さがめり 、 その被害 は非常に成大な

荷積に亙つ1: 。

第 3 悶

4 破! l l i されれ米? . .. .. (  2  )  

1918午 2 月17- 18日の従敬機が London 空襲の

際 Ki ng Cross 地方に多大の損害を奥へ t: 。是は

st  Pancras Rood N . に爆) l l 1 が務ドし ? こ建物でめ る

病院の耳ｾ ｬｬｉ ｬ ｪ に みつに使用人の ｦ Ｇ ｕ 舌に ＷＲＱ ・てられ ＱＺ

入つ ＱＺ ［ｬＺ ｾ で 賢 ｬ ま渇機が卦 ｅ な ｢ ' /.)1: のに。こんな事

柄は決してその時タこりでなく 、 是迄 に もtXi!l :航空隊

が飛出し? こと言ふ報告を受十? とって徽機が* な iJ.

つれミ ｾ�［ 幾度もあっ ｴＺ のた Ｇ つ Ｇ ＱＺ 。

一例密着陸げれば L ondon を含 めに南部尖閣 の大

出 分 に亘って、豆足る夜警報 がft せ られ1: :j l:t . があっ

t :。そして軍需工場は 仕事 ft" f' 止し避難所に人々

が殺到しれが、結局何事 L超らなカ・つ 1: 事がゐつ

土。そ れは K ent 海 岸 近 付こIlfl えに味方の J)¥. 1- .飛

行機の Ｚ 騒音を敵と 間 違って報告し れ 錫 ｴ ｾＧ つ ｴＺ ので

め る。 か〉 る 誤報を防〈処近 ｬ 際の ｾ間 飛行は禁 止

され1: 。

か〉 る必要 L なさ人心の騒乱は' I l { 際の空挺と同

級の恐怖を いfごかしめ 1:
0

1918年の春 のi習に度々

か〉 る恐怖が繍いにの で London 賞局者も大いに

困惑し 1: のfごつ 1: 。そ こでより多くの避難所 公殺

げ る事とし、 一時は警察署の建物 も含め 7こあらゆ

るピルヂングに殆 ん ど IOOrJ!; 人近くの人々に謝す

る避難} j げを用意し 1:
0

ｲ ｾ 雲 Ｑ 蔽 され ＱＺ 絶 好 の主 毎月 ｉｪ は 地

ド銭停車抜f ごつ 1:。是等の多( 1まLondon の東部

の人主主の避難所に営て られ1: 。作J - f もの人々 が 7・

ラッ トホームや階段に跨ってゐれので乗降客が困

難合感じ 1: 。空襲警報がめらう1 ; ; なからうが多く

の家族は是等の停車場や Phames トンネんで伎を

過す事にしてゐ t: 。他の地方にも法難所が用意さ

れてゐれが人々 をJ ! f l に安心 させる 丈 げで、資際 lこ

の償{ 直はな いも のに' つ1: 。

叉 L ondon の譲 る区域の住民の大多数は Got has

家屋の一つに爆強力: 落 lごし、 そこに 住んでゐ る苦手

働周に勤めてゐ '1: 綴兵の将校 及 その妻、及 う人の

や Gi ant s の幾度もの空襲の恐ろしさに失市中し仁

子供の '1' で子 供 2 名カサ二浅つ t :のみ t:' つ1: 。 附近

械になって 了つ1: 。然し 此 の時代の防空Jl.iJ引 918

の守( ｢ 部分 的に 破泌され Ｑ Ｚ が ｊｪｾ 民 主に ゐ Ｑ Ｚ 将校 主 主及

その家族等 li 空襲警宇R主主 L に滋維所に 泌げて府

つ1:_t意維を? のが4"1. . t :のだっ t: 。幸なI j r . に Si r C hri 

ol opl er  Wren  Iこより て設 J I-:S .j L仁美しき占 い建物

l J:少 しの核 'r[ ; ，合受り にのみで j功つ t: 。他の Gi ant s

l 土 Wo ol wish  : ¥: ' 爆燈し 2. 3 の建物に損 害 を輿へ

7 名のタE者 と2 名の:rf. 傷者 ? / P] し1: 。

是等 2 つの空襲が 2 日免i郎 、て行lまれ1:。月も空

襲に好。条件Tごつれので 3 皮目の空撲を人身が後期

11' の春に於げる 防空技術 は一層効果的になっ1:。

その司王 li 濁箪操縦士が空襲の皮勾戸に二次第 に空襲す

る事が困難になってp ¥計二事を報じてゐ る事より了

解 Hll 米る。敵機はサ ーチラ イトにより執J幼に照し

Hl され? このた' つ1: 。サ ーチライトの主要国的は前十

機ｦｴＧ照し ｈｾ して待機してゐる味方の飛行機に攻取

目擦を示す司王でめっ1: 。

英軍操縦士の熟練せる技術と勇気によりて濁空

してゐ 1: 。比の後期は的 '1' し仁のか 2 月18日再び 軍は相笛・の被害金受げ 1: 。彼等はお互に最も不愉

終報がを苦せら れ?こo ＵＰ ｾ の飛行畿が ｩ 坊繁ー する銭飛 快 な方法で殺 し合ふ 匁に懸命になってゐ れが、 l敬

び ｉｉｾ し ＱＺ Ｐ 4. 000 の砲慨がZE に昨裂し線、ての滋難 謝してゐる空軍本部 め多数の者はお互に友情と究

所 ｛ 土問屋ｾ b彼慮 L ｙｾ￭ 員の ｴ￮ 様 Ｗ ごつ Ｑ Ｚ 。然し線、ての 大 さにj冷いて共遁の感情を持ってゐ 1: のに' つ1: 。

警戒 ｬ ｪｊｾ意 ‘ ｽ ょに終つ ｴＺ ｯ ! : 言ムのは情報 が誤って 比の事 は敵味方雨方に等し〈 印さ れれ復讐心カ‘
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第 4 闘

。爆撃の跡 。

比の地園は 1918年 3 月 7 日 London Maida  Vale  

Warri gton Crescent に務ちにーをまの爆聞によ る被

告を示しれものでめる。黒< f- pしれのは全暖家屋

浪いノ、ツチは相蛍の被害を受げれも の、淡い ハッ

チは惚少な被害の建物を示してゐる。

なくなつれ例設でめる。若し出来るならば飛行機

が射落されれ時その乗組員の生命令救助する僚努

力し 1: 。家々や街の人身の聞に死と破' 媛とを衡し

1: 燭軍空襲者が射落されて焼死んTごり 、海中に陥

ちて溺死しれりしにE寺、人々は喜んfごが、彼等に

友情をもっ英空軍側は戦争に より 生じにカ昔、 る:PI

来事会甚だ遺憾とし 1: 。然レ濁軍操縦セの挑戦に

謝して彼等は決して臆病fごつれ踏ではな L 、、 むし

ろ粉 h に粉砕し燐滅して地商に 叩附げるお令塔ん

でゐ 1: のど。

空挺者にとっては地上部隊の砲火lま敵機の這般

より危般の少い事がわかっ1: 。然し砲火は彼等を

高〈飛ぶ Ｄｾ｡ 余儀な〈させ ＱＺ Ｐ RIlちmrl' 砲火を濯

げる然に尖後屡身進路を費量へなりればならなかっ

1: 0  7000吹から 10000択の高さに繋留され? こぶ球

から下げられれ綱が濁軍操縦士にとって 一存悩の

櫛となっ f: 。苦手投r飛行家にとって炎然或る 路害に

fP， r r I ム功，がー苦手系金しませるに主主ひなかっ1:
0

ｈｾ＠
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縦士 lよか、る筋 合無事に生還す る事は殆んどなカ・

つ f: o ｾ 留 納は屈身移動するし 、 飛行機が繰り高

〈飛んでゐる匁に耳目覚にな らね と言ふ考へ会起 さ

せるかも知れぬが高〈飛ぶ司王は投爆を出鱈目にし

敵 に奥へる損害を少〈 させ るのみ f:' つ1: 。叉操縦

士にとって聖書留守闘は質際める数以上に漆山める械

に信じ勝Tごつ1:
0

19181p  3 月その事柄に就L、ての

渇逸軍の報告が! 察留綱の歎が著しく増加して攻聖書

が大暦困難になっ7二本を体へてゐる。その報道は

:苦し繋留綱が倍加 され、一府吹Iまされれならば彼

等が London 会空襲する事が殆んど不可能Tごつ1:

らうと言ふ事を聯想させ 1: 。

Ｓ 月 Ｗ 日のＩｾの無 い 筏のヰ ｦＮｴ ごつ ＱＺ Ｐ Gothas を件

lまな いで Gi ants のみで空襲して米1: 。再び 1ton 

の爆強が投下されれが、比皮は前の Chel sea 病院

の殺害よりーj奇大なる殺害公務し 1: 。それは Lo

ndon の西方の人口特集せる Maida Val e に落下し

れo ifi ;夜中近くで Warrington Crescent の管理人

や家族の者が絞りに付いてゐ 1:。彼等の中で少数

の者は敵機の近づい? 二警報を悶き 、頭上高くで/ J '

すかなヱシヂ ｹ の 首 ｲｾ 聞き 、 大きな爆磁のか裂す

る背を間い 1: 。彼等の中で 12名は爆強で吹飛ばさ

れ7こうつの家の洩骸に包! められて了つ? 均衡の向

飢IJ の屋根は裂げ漆喰は天ヲ1・よ りぶ ら rIJ 、間l士匂j

墜や慾は吹飛んで仕舞ひ、爆音の激動が康鎖国に

E努力 Z りその阪域内の 400戸は石骨子力: 破れ 12名の死

者と Ｒ Ｓ 名 の￟Ｎ ￭ 弱者 ｾ ｭ しれ。その夜の被害者の 総

数は死者21名、長傷者39名Tごつ1: 。

敵機はその騒の聞に何の妨害も受げす' に、逃げ去

って 了 つ ＱＺ 。再び空襲してｾとるまでには相嘗の時

間がめつ1: 。彼等 lま再び襲って米7このTご。 今度は

是主主の攻電車機のうち で最も・大 きなも ので Gianls

と ｇｯｴ ｨ ｡ ｳ が Ｔ Ｓ 憐飛 んでよ ｾＱＺ 。その うち Ｓ Ｔ 機は

England の上空に *1: 、 その宅主戦爆弾f訟の綿、利 lま

13- 14t on で 19機 l主人i乱れて London に近づいて

ｐＱ ｾＱＺ ＷＲ 聖堂の燥却が投 Ｑ 、され被害は甚大で ＴＹ 名の 死

者と 177 名の: f : l . 傷者が IIH: 。

ｾ際然 されれ 扱 ｾ ｊｪＺは Ｓ 目前 ｉ のに比してそんなに

ひどくはなかっ1:。一方敵の放っ1: 損害は致命的

Tごつ1:
0

1918年 5 月 19 日の空襲は最後の空襲fごつ

1: 。主主に その 日は来1:
0

London の防禦は完墜を

期せられてゐ 1: 。攻殺して米1: 3機は英軍戦闘機

の見事 ｬｾ 益され 、 克に が ｬ の Ｓ 機は 池 上部隊の砲事 ｚ に

巡って型産務され 1:。最後の勝別金援つ fこのは海岸



者包fごつ 1: " Essex のi中介 Dover のifi 〈の Margatt 0: 1-- fJ 1: ヵ;収容されす: 時はl 1 : t に死I，で 7 ってゐ 7ー

と Nor th Lone  lond の防! の海 rl ' i こ濁逸機が幾Il-H 1功禦が充分 行届い てゐ 1: ので如何 Il ! : もする事

火 のぬとな って務 l' し1: 。 が ｮ ｾ ｰ 根子 、 猫機の浅 り Ｗ t幾は磁メしを7滋りんとし 1

第 5 問

。1j i j 機当主墜さ る 4

会猫逸劉民の占去し Jti H幸せる空腹 lま1918
1
1'- 5 1119  

H に敢行され1: 。その空襲 l土49名の死者と 177名

のＺｦｪ｟傷 者自 ｾ ｉｉｾ し ＱＺ ヵ Ｚ 、 敵飛行家の勇散な る Ｑ Ａｩｩ闘 に

fl! 1.等 の 7 機は滋墜され1:
0

Jlhの幻民 (i 、彼 等 の 機

Gotha の破媛せ る妥でめ る。

架空軍に射宮容され1: Gothas の一機は Mai dstonc

地方の上空に *1: 1待、 その自由ぞ失って了つ1: 。

そ して最初 ｊ の攻 修 者より、逃れて他 の飛 Ｔ 守 ｉｾ に惚笥

りを試みん としれが空しく皇室に 自爆し 1: 。第 2詳

機は Brand 大尉の執効なる攻懸念受げて火を殺

し燃え 1: 主主穏を海中 lこi . J l して了つ 1:。 第 3 若手機( I

最初と同俊英空軍の l 機より 2あれれが途にイ也 の白I

食となり East Ham に火 の塊となって務1・し 1: の

fごつ1: 。 その時 2人の乗組員は焼死を逃れる角飛

ヱ ンヂンに飲陣営生 じ Essex の Cl acton 附近に 不

時着を係1義な〈させ 1: 。 第 8響機 l土獄g丞に締法 し

れが常陸するがIに司法・2記して 了つ1:。

J1bの事 力t古ir代永聞 の想、ひ 出多き 歴 m. の絡協?ごっ

1:。飛行船による 空 襲 l士 557名 の死者と 1358名 の

l .i.f l)j 者 を、飛行機 lま 857名 の死者と 2058名 の食傷

者全 ｾｈ し ＱＺ 。伐夜、ｉｬＺ＿ｾ中駁 。 安 ｮ ｾ 岳には之等の

自文字が詳述されてゐる。伶飛行船による物質的損

害 (i J. 527，585ポント¥ 飛4升幾 によ石損害は 1. 43 

4目 526ポン "" につ t:
o

( 森口 消〉

-m 6  if.;i 1  

? ll錨'lj I 燥!濯機 4

玖 州 大戦の後半に於て濁ｾＨま英 吉刻 やイ也の図 Ｔ

ＢＢ ， 宅重量せんとして 、 極々な型の多数の妥 ｉｄｊｊ 機をｾ :{i 

する従 f白l飛行用の1爆当ft幾合製作する .i Jr， 1こ精力を集

中し ＱＺ 。比の ｩ 幾は ｇｯｴｨ ｡ と ロ ｬ ー裂で ｾ絞殺紫 の

F  ri edr ichshafener である o ::r. ンヂンは260馬力 3 人

刃Eでめる。

気 の 付
七、

ぬ 火 災 原 因

一一日 光 ( 太陽鍛冶: 火災の原因と '.. るお努令一 一

才K !J.!-} 貞 ーすく

何時何民主で＾ｬｬｩ る 力・全＼￭Ｚ梨ＢＯｬｬｾを＿許さ ω のが 火災の す と 征 ￬ｫ ｾ ｲ ， 段 ｽ ｪ 法が めりま す が其の内でし先づ Ｚｩ ＼

本質で ゐりょ す。 災の起る原因 {f 検討する率。も一方法でゐります。

火災に 謝 する 吾人の改?別収営てにならぬ事公我 従 米の; 凋宝f: EIl ち火 災原因の調査資料を調べま す と

k (ま庇 々 偲 験 してゐよ す。放 に御1ヨは「不意の火 色々と ｾｴ の原 因が明記して宥り ま すが 、 ｋ の 内に

災」に濁し「不断の fil f:c{ f せねば' な らぬ事は今 夏 「原因不明 」と云ふのがめり而 L J j ' . の原因 駄 が 相

ｊｉ Ｇ ｨｾ に申 池べ る必要 は 白 りょせ ん が只 ｉ 習に「不断 'Z; Vの駄に. 1-. ってゐ る事告?をま見致し土 す。 又新聞紙

の ｩｾｩ 意と 云つでも甚 ＱＺＧ 抽象 的 で仰Ｏｊ・ｘｊＺ Ｇ Ｎｪミを＿なさね 1-. にl目立凡する火災の記事中に L r  :1' ，火原 閃不 H月、

恨 みがどち り ま す 。 「 不 ｾｩ の同意 ｪ 金具秘 的に申 し土 1=1 1-- 取制べ '1' I とめるのをP よく 見 ます。原因不明

7 9  111 



では火災防御上頗る不安でゐります。 火 し伎/ J .の損 害 に 臼よ る。

臓 が)0 原 因 不 明 J '1' のー原因が明になりよし B 、陳列怖に仰ってみつ t :煩花カ ・ら 2イ'1・

t: ので比民主に御照合申 し 1-.け' t ・ 次 第 で め り 土 す 。 / 1 寺| 別にすれば 僅 か盟主分に過ぎぬが熔i.:rtU反賢 j占

此 のを費見 は世 界 に 於 て最 も 火 l坊研究の近歩して の陳 列 窓佐直射し ＱＺ 日光は陳列 しでめっ ｴ Ｚ ｪＺｪｾ

f舌るう1ミ閣の専門家が数ヶ年に I ( 1 ) 調査研 究 し れ 結 竹をｾＯ くぜ しめ ｊｾ 燥をまで 附 近の数Ｇぷ康と ｊｉＺ 米

巣で有ります。 財類を焼 失 し損 害米 貨3200弗( 邦貨約 1120阿 J

ｾｴ の原因を一口 ｩ こ申しますと 日光且 ＱＱ ち太陽熱で に及ぶ。

めりま す。 梢l子 の 破 片 が 枯 草:や枯 葉の1- . 1、あって C 、潟! f t の 7 ヰ ルムから

円光が務身と照り付りて舟る場合尖の石山子 の破片 怒際 の相Lにめっ u 斤7 ヰルムカ :1奈越しi Q射 の

が 日 光 旅 鮎の 媒介物となり熱なをまし 直 |、の枯紫枯 太 陽事長で燃え 卜り濯にフヰルム呪象所を? 燐4モ

キ: ヵ: 燃えH' I す 有 様は我 々 が 虫 l浪鋭で 11光 の焦駄を' し米貨 ＲＰＰＰＰ Ｙ ｾ ( 邦 貨約70000阿 〉の損 失。

作れ Ａｈｊｴ が焦げて燃へ ｾ｜ｬ Ｑ すと同じ 以成 作用で合り D 、乾 燥 させ るn めに吊してあっ 1:業主'li.f，てか ら

ます。 1件

111火事の原闘が管山者の煙玲ーのl汲妓と 遁 り 相場 紫煩 小 Ｎの ［ ｾｚ ｴ 抜室の天 Ｉ Ｑ Ｇ ，に ず ｅ る光線取り慾カＮ (， 

になって居り止 す が、太 陽 の 怒 戯 で 111 <1' に務ち て 遁 射 す る 弧 烈 な 太 陽 熱 の 潟 め 吊 し て あ つ れ 紫

ゐ る石骨子 の一片 も乾燥J t /l には 山 火 事 の原因の一つ 煽11 が 燃 え 11
1

1 し現時に金工場が火の塊りとな

になる様です。 っ て 全 焼す。

;ι i 日の33積 の 火 災 は 開 放 に 太 陽 燃 が J I ; の因企な E 、 同様窓精子を遁 じて敷物や家具類 /J.ら l ィ1

して居ま す。 F 、悠 の敷 居 に 務 込んでゐ 1: マッチ カ・ら 1  11-

1. 大腸 の直射でをま火 し1: ff 例 ・ー合計 41'1' G ，紙 府 か ら 11
1
1・

甲、煙 火 lこ使用する繋f思念戸 外に放 置 しれc H 、 セルロイ F' 製 瓜 年 筆 か ら l イ牛

燈花に用ゆる書道品が入ってゐる 鍛ｾｾの容器を 石骨子慾営通射 せ る 日 光 ( 太陽熱 〉 で 兵 の 窓 際

戸外に 放置してゐ 1: 慮太陽の熱で燥官をして火 のおL上に I買い であつれ セルロイド製瓜年 乍カ:

災を起し共火災が隣接の汚T I - 製作工場 に飛 火 燃え IHし火焔は忽ち周悶の可燃物に移り うj(;貨

して大火とな り主主に女工20名焼 死 し 1:
0

Ｒ ＱＸ ｾ ｉ ｊ＠ (手111費約760四 〉の損 害 を出す。

乙 、純の僚な植物繊維に石間告を含ませ 1: もの/ 1 ' Ｑ 、 ［ＡＮｉｾ イ也是れと類似の火災 31斗

ら務 火 し1: 0 11'牛甲板 上に照り付・げる 燐 i寸く 3. 精 子 球 靖子淑等¥t ' 遁射する太陽熱で音量火し t :賀

様な太陽熱で船員ii に納め 1: 石青酸を含ませ 1: 綿 例 9件

:k からの出火。 A 、酢の入ってゐ 1:瓶から 郵 便 袋 を燐 < 1  11' 

丙 、工 場: 構内 の跨トーにラッカ ー塗料 のj丙が32天 郵 便袋と目下が入ってゐる靖子製大瓶 金 トラツ

H耐の 似合 クt J 'i 1こし て炎天 l' に符いてゐ 1: 慮 大 陽 熱l士有

依 然音器具製 作 工場 の 排 糸 口 か ら 排出 され t: '7 姉 子 全 逓 射 し て 郵 便 袋 に 焦 駄 を 作 り 忽 ち 郵 便

ツカ ー塗料の熱で稜火し火勢] 孟烈且つ火の> l u [ 袋 全 焼失す め

り早くて 話 ｾｦｦ ー 訴 に 全焼し Ｑ Ｚ Ｐ ｂ 、 石 ｪＧ ￬ 子製 Ｗ Ｉｴ術力・らの火 ＵＱｾ 21宇

T ， メチ ールアル コーんか: 二校火 1 fキ
ヲk の入ってゐ fι1¥' 子 製1M市i > ;iii 射 し に 日光.fl [l

ちた 陽熱 11 同じ〈焦結を作り家慢の板干1:を' 方2

Ｑ ＧＮ し会社主 主 Ｒ ＰＰ 卯Ｈ手 ＱＱ 貨約 ＷＰＰ 閲 〉の 偵 ｾ｜ｴＧ ｴ ｦＺＮ じ

t: 。

メチ ーノレアルコ ール入り の瓶 を中i ' 1二日 して置

いれ鬼 太陽 の直射 で 燥 破 し)1; の家屋全焼

ＲＮ 怒 精子ｾ遁射する太陽熱でをま火し に笠 ｅ 例 13件

A 、木製テ ー プん からをま火 l イ斗 C 、 同様防水布を縫い 1: 資 例 1  i'ド

111 8 0  

マ カ ロ = ー製 造工場 の 針 金 入 り 硝子 忽 伝活射 ｄ 、 金魚鉢をｾ ｾ射する 太 陽 熱 で

しれ太陽 熱は ｾ ｬ Ｚ 晴子力 ［ ポ Ｑ ＺＱｬ占の作用を＿なしｾｉ［窓 1. カーテ: / ｾｾ発 い ＱＺ ＧｬＡｬ 例 2 イ牛

際 に 位 置 し て ゐ 仁 木 製のおしを旅しを引くして他 2. 米 兵 を 燥し、 1: 1'( 仰IJ 1111二

の家屋類に燃え移つれがキにしてJt 工 場 には

λ プリンクラ { が 袋置しでめっ 1: ので 1宜に消

3. "  - l r.. の汲み込八 fご敷物の焼 げ f 二質例 11' 1' 

ＴＮ 革製 ニ ｦ ・ ｾｾ焼 い ＿こ 質 例 1  l' ド



4 鋭夕、 (1共の反射 ( 光 線〉警告でをま火 し1:官E例 4 ｦｾ 占 外 ｯ 散 歩 Ｇ Ｑ Ｇ 日光が ｊ ｾ の眼鏡合通射 して慨 に［焦

甲、薬 品} 苫の陳列伺n/J ' ら後火 11牛 思占企{ 下り忽ち怖が，f . ' ケット内で燃え卜りポケ

L 、燈花販費底の陳列棚か らをま火 l イ斗 ツト火事 を起し 1: 。

丙 、電気ヒ- J ; 1 ー の反射熱で紙回が焼げ 1: 例 以I - . ! ま待 !jl;; な' l ! ( 例で 有り ますが-k. 陽 の必戯カ; 人

γ 、木 製f慮中に在つれ破片石骨子が太陽の反射光 聞 の意表に Ｑ Ｎ ｪｊＮる事 と我 々に は 怪 めてｾ主主聞なミ Ａ ｲＮの械

線熱で尖械を焦し 1:官E例 l イ牛 に凡え ることが原因で大事合惹起する事を数赤; す

5. :Jt 他 の質例 3 件 るもので有り ます故に前記の質例は例へ待異稀な

甲、潟民フヰノレム製作所に於ておL上に在つれ 7 l . ，のとしても質際に在つに例で すから我々は決し

ヰルム の上に抜大鋭をウツカ リのせて置い 1: て是等 のt定例をお岸の火 災視すべきでなく 、f也山

ら其抜大鋭が魚果占となり後火し 1: 質例 2件 の石としてI l i iiUi し建築物は凡べて焼げ るも のでめ

L 、 ポケッ ト内の眼鋭が焦黙となりセル ロイド、 ると云 ｊ 、 税 ＿合 ｾｾ深くして建築に常つては勿論の車

製 怖を燐いれ質例 l 件 既設立I b: 築物に L 火 i妨設備を厳 にするこ とは非常時

眼 鏡 とセ ル ロイ F'櫛を胸のポ ケットに入れ戸 の今日に廃する 巡のーと考えま す。

2  Ｉ ｾ＠ 20 日軍人合総 に於 げ る笠原敏郎、桑原英治

繭氏の講演会中心とする 2 月例 合 の疑況
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防

d去 ，

こ1 二二 建

( 昭如十周年二月十七円〕

f' J  務 省 令 ff' 五 械

第 1f様 市街地建築物法第十二燦ノ規定= 依ノレ往

築物ノ構造、 設備叉ハ敷地= 闘シ防空 j 二必

要ナル事項ノ、本令/ 定ムノレ所二依ル

第2 { j 祭本令ノ、内務大臣 ノ指定スル隠域= 之ヲ遁

用ス

第 3 ｻｾ傑 本令= 於ケル用語ノ、: 左ノ例= 依ル

l  耐火木材トノ、耐火液ヲ注入シタル木材= シ

テ内務大 i豆ノ定ムル規絡 = 適合シタノレモノ

ヲ謂 7

2  床叉ノ、屋根ノ 目jg鼠構mトノ、鍛筋「コンクリ

ート」 迭は長骨鍛筋 l ::l Y クリート n 丘ヲ

含ム 以下之 = 同 ジ〕 こシテ 主主 ノ各減 ノ ! こ

該?Z スルモノヲ百円 7

ィ、版/ ) 享ハ 40 ピンチメ ー トル以ヒ ニ y テ各

部分= 於ケル餓 ト 「コンクリ ー ト」 卜ノ容

積比ノ、0. 04以 上旦複筋及繋筋ヲ配置ン 1・7自

ノ情] 陥ノ、 15センチ x - トノレ 以下ト銭シ L r、

ノ繊筋ノ、千鳥= 回目シ遡営 = 熔接シタ ルモノ

ロ、版ノ j享待= 大ナルモノ; 等 = シテ地方長官

( 東京 JHニ在 リテノ、警j j j _1i ; 総監以下之ニ同ジ J

flir 聖書ト同等以上ノ i耐強数カアリ ト認ムノレモ

ノ

3  ＱＱ 方議 Ｑｊｾ ト ハ左 ノ各 自主Ｏ 1  =. 該営スノレモノヲ

吉岡7

ィ、鍛 製 = シテ製板ノ 厚ノ 合計 3 ミリメ ート

ノレ以 上且防毒上有数ナノレ構造ヲ有スノレモノ

ロ、木造= 乙ペテ厚 6 センチメ ー トル以 上旦防

毒上有数ナル構造ヲ宥スルモ ノ

ノ、 、英ノ他地方長官各誠二準ズ ト認、ムルモ/

第 4傑 木造( 銭骨木造 7 含ム 以 F之 = 閃ジ) O i

物= シテ隣地限界線叉ノ、幅員 4 メー トル永

満 ノ 道 路 / r+' 心線 ヨリ ノ7k卒距離 3 メート

ノレ永浦ノ位置= 在ノレ部分= 付テノ、i r . ノj隣m

ト匁スペ シ

!  外壁、軒、E臣、軒蛇腹ノ類叉ノ、出格子、11・l

掛 、 戸袋 ｾ ノイ也 建物 ノ突出 苦心 、 準耐火橋治

ト錦シ叉ノ、左= 掲グルモ ノ ヲ以テ構成若ノ、

1 1 1 8 2  

築 規 員IJ

被覆スルコ ト

17k卒Z巨日¥1[2 米

Ｗｫ 卒距 ｾ￭ｬｴ 2米米商ノトキ |  

|以上ノ

ィ|俄綱「モルタル J =. シ 矢厚 2 糎|銭 納

以上ノモノ I  I モ ルタル」

ロ ｼ塗 土 、 漆喰等二シテ厚 Ｒ 糎以上 ｉｾ Ｚ ｨ ｾ｣ ｪＩ［ｾ Ｎ＠
ノモノ |塗土、漆喰等

、|耐火木材= シテ厚 l 糠 以上 / 物|

(水卒 倒fto.5米 未満ノ時ヲ 除 ク;1耐 火 木 材 !

1; 百料盤叉ノ、金属板こ シテ木部 トI - r  ' i o  . t j & i  

=1遁常二階縦 セルモノ ( 水 利 問I1石 純 盤 |

|0. 5米未満 ノトキヲ 除ク 15- -
r

.Lrt:!f"J lt l 又ノ、金属板 !

ホ|義 ; 間 ? 長 官 前 各 銃 二 準ズ 卜| 同 J 二i

2  悠叉ノ、 出入口= ハ防火戸うえノ、; 在ノ各昔話ノ i

］該営スノレ 戸 Ｗ 設ケ ｾｕ 声 ｬ 悶昔日ノ、前君主 ］規

定スル構造 ト匁 λ コト

ィ、耐火木材 、金属 4仮、石純盤叉ノ、綱入ガラ

スノ類ヲ 以 テ構成シタ L モ ノ

ロ 、 主ｊ［ ノ 他地 ｊｪ 長官自 ￭ｲ 減ニ準ズト ｴｩｾ ムルモノ

3  金属板ヲ 以 テ胡{磁 シタ ル屋様/ !百' 地ノ、遜営

ナル厚 / 不燃材 料叉ノ、耐火木材ヲ 以 テ之ヲ

構成スルコト地盤面 ヨリ ノ高 4 メー トル ヲ

超ユ ル木浩遺物 / 部分エシテ隣地限界線又

ノ、幅員 6 メート ル未満・ノ遁路 / 中心線ヨリ

ノ7k卒距離 5 メート ル未満ノ 位 置 = 在 J レモ

ノュイ寸テノ、前項ノ :規定ヲ適用ス

同一敷地内= 於テ隣接 スル木造猛物ニ下卜リ

テノ、 J3"，=. 相I百ス ル外壁 間ノ rll 心線 7 以 テ隣

地肌界線ト若倣シ前 2 項ノ規定ヲ適用ス 、

f旦シ建築面積 ノ合 計 600卒方メ ー トノレ以 l、

/ 建物= 付テノ、比 ノ[ 袋二在ラズ

第 5{康 友 ノ 各 鋭 ノ I=. 該蛍 スノレモノ= 付テノ、地

っち長官前{ 際ノ制限7 ' 1煙滅叉ノ、免除スルコト

7' ｾｾ主

l  建物ノ屋階及地階ヲ除キタノレ部分 ノ床面秘

/ 敷地面積 = 主主スノL 割合 / 限度十分ノ五以

ｉ ｾ ノ 空 地地院内ニ 在ルＡｩｬｬＺ物

2  床面積 4 卒っちメ ー トル以 F ノ卒家窓 ノ: 建物

3  公園、府 筋、河、海 ノ瓶二 百 スル建物ノ :音¥i

4  縫露、 防火星産叉ノ、 防火上告・数ナノレHA; 塀ノ煩



二百スル建物 / 古fI分

5  防火 上有放ナノレ事JI! 箆ノ類ヲ設ケ F ル場合ユ

於ケノレｾＱ［ノ後 ｪｪ ノ建物ノ￭Ｑ ￟ 分

6  ; 道官こ[ " 1、レンチヤ ー」ヲ設備 λ ノレ建物 /

部 分

7  市 ｉｾ 条第 Ｑ ｾ民第 ｩ 誠二規定エノレ構泣ヲ シ 合スル

モノニ依リ紹 絞 セラノレ ノ レ建 物 ノｾＥＺＯｉｾ 音｜｜

8  柱 、 桁ｦＱｾ・ノ ｦ 也大材ヲ使用 λ ル建物 Ｏ d¥¥うf

9  其ノ他地方長官防火上支障ナシ l 認 ム ル 述

物 叉ノ、建物ノ部分

第 6燦 木造 / 長屋ニ 夜 リテノ、地盤 ヨリ屋根ニ逮

λ ノレ迄土塗控 Ｚｺ ノ、金 ｊ Ｚ，ｭｾ波 ノ奴ヲ以テ各戸ヲ

阪宣IJ. スベ ν

木造ノ長屋ユシテ尖ノ建築面積 150平方メ

ー トルヲ超ユルモノハ 150平方メ ー トル以

内毎= 準防火壁ア設クイシ

第 7 {隊 準 l坊火控ノ構造 ノ、左ノ規定ニ依ノレベシ 、

但 シ 準防火壁ノ壁面ョリ u メートル以上

二亘リ建 物 ノ外周部叉ノ、 野地 Ｗ 第ｾＮ fi 条第 l

項 / 構法 ト角シ 9 ルトキノ、第 23J)l ヲ、ハ第 3

鋭ノ規定二依ラザノレコトヲ得

厚 3 センチメ ー トル以上ノ 鎖 倒 モ ル F ル」

主主/ 類ニシテ仕1] 媛ノ l炎ナキモノト潟 λ コト

2  雨端ノ、之= 近接スル水吉f¥ヨリ 30センチメー

トノレ( 地盤面上 2. 5メー トル以内ノ部分ノ、

15センチメ ー トル 〕以上9tmセシムルコ B ト

3  上端ノ、屋根面= 直角= - ｾｾ リ Ｔ Ｕ センチメ ー 卜

ノレ以上屋上= 突出セシムノレコト

第 8憐 木 造 建 物 ノ 関 口 = シ テ 隣 地 磁 界 線 ニ 商 シ

旦 ｾＮｴ［ /  Ｗｊｾ ＴＭＧＡｉｯ Ｘｾｪｬｦ＠ 1 メー トル永i向ーノモノュ H

テノ、地方長官防火上ノ! 必要= 依リ其ノ大サ

ヲ ｪｬｪｬｪｦｾ スルコトヲ ｱｾ Ｑ］

第 9 {I傑 蛾筋「 コンクリ ー ト」造 / 建物 又 ノ、建物 /

昔¥i 分 = シテ階数 6以上ノモ/ 又ノ、階数 5旦

其 ノ 床 面 積30004- ' 方メ ー トルア超ユノレモノ

ユ在 リテノ、共ノ屋根' 7 ffi j . f弾構滋 1:- 銭 λ ペシ

但シ最上階ニ 集合室ノ類アル銭其 / 屋桜ヲ

而B皐構造ト然シ基盤キ場合= 於テノ、英ノ部分

= 付テノ、床ヲ而j弾 構造 ト匁シ之= 代 7 ノレコ

トＧＷｾ与

前 項 ノ建物叉ノ、，建物ノ部分エノ、英ノ居室ノ

床 面 積 ノ 十 分 ノー以 J 二ノ J¥X容面積' 7 :f i スル

1;7j 議 室 7 殺クペシ

第 ¥O{傑 銭 筋 「コンクリ ー トJ 迭 ノ建物 叉 ハ 建物

ノ部分 ニシテ階数 3以上且共ノ床面積 600

不カメ ー トノレヲ超ユノレモ ノ= 在 リテノ、共ノ

居室ノ床面積ノ十分ノー以?上 ノ収容面積ヲ

イミ兄ノレ 防護室叉ノ、準防議室 ヲ設クィシ

1i W {傑 外壁 叉ノ、屋根木造若ノ、鍛造ノ建物又ノ、主主

物ノ部分 ］ν テ階数 Ｒ 以 上 、 旦Ｑｬｾノ床面積

600 卒方メ ー トノレヲ起ユルモノ = 在 リテノ、

左/ 各誠ノ 1 =- 依リ 防護ノ施設ヲ角スペシ

居室ノ床面積ノ十分ノ一以上ノ I百積ヲ右シ

旦周壁及屋根又ノ、上階ノ i末俄筋「 コンタ リ

{ 卜J 迭若ノ、之ト同等以上ノ i耐磁投力' 7 /有

; <. J レ室ヲ設クノレ コト

2  前盟主 = キ目嘗スノレ 防謎 ノ 施 設 7 匁 シ 得 ベ キ 空

地ヲ設クノレコト

前項ノ室叉ノ、空地ノ、地方長官 ノ許可 7 受ケ

建物ノ敷地外= 之ヲ設クノレコトヲ得

第 ¥2係 星計豊 7 以テ池島iセラノレル建物ニイ寸テ ノ、前

3il 奈ノ規定ノ、兵ノ区劃セラノレノレ音¥¥分= 付之

列車用ス

第 13{隊地方長官ノ、左ノ各競ノ 1=- 該 営 ス ル 建 築

物ニ付準防殺室共 ノイ也防謎ノ施設又ノ、防設

ノ施設ヲ匁シ得ベキ空地= 関シ第 10係又ノ、

第 11{ l 条ノ規定= 準ジ必要ナル命名 7 匁スコ

ト ヲｾＡ手

公共 闘 穏 ノ公用= 供スルモノ

2 皐 校

3 病 院

4  停車場、停留場叉ノ、航空世話若ノ、汽船ノ後着

場

う 卸賀市場

6  常 時50人以上ノ職工ヲ使用 λ ノレ工 場

7  劇場¥ 映茜官官、 i寅禁場、御 物 塚、公省鉄ヌ

ノ、集省広

8  古iJ 各由起こ掲グノレモ ノノ外地方長官命令 7 以

テ指定スノレモノ

第 14係 防 護 室 ノ 構造設備ノ、左 / '規定= 依ルペシ

l  牧 容 室 ト 前 室 トニ隠i創シ叉ノ、臨時匿創/ 設

備 7 潟 シ 得 J レモノ 卜然ス コト 但シ地方長官

防護室ノ位置茶ノ他ノ状況 = 依 リ 支障 ナ j

ト認ムルトキ ノ、比/ 限= 在ラズ

2  収容室ノ床面積ノ、 100卒 j j メー トノレヲ超エ

ザルコト但シ地方長官建物 ノ用 途 英 ノ他 /

状ぬ= 依リ 己 ムヲ得ズト認 メ叉ノ、支障ナシ

ト認ムル トキノ、比ノ限 = 在ラズ

8 3 川



3 上部ノ i末叉ノ、屋根ノ、耐磁 構 造 ト;馬見コト仮 クルコト

シ防護室ノ上音s =0 2 以上/ 版アル場 合 二於 4  外塗= 設クル防j 口ノ、英/ 面積 7 3 卒方メ ー

テ 地 方 長官支隊ナシト認ムノレトキノ、 l耐強榔 トノレ 以 1、ト然シ且防護 扉 ノ 類 7 設ケ叉ハ之

進 ノ係イ牛ヲ軽減 Z ノレコトヲ件 二代ル臨時設備ヲ然シｾｾＩレモノ ト 湾 ス コト

4  帰l 壁ノ、餓筋 「コ ンクリ ート 」溢 ト匁エコ ト 5  -1ト壁 二重ドザル周塗ノ関口 = シテ面積 4 卒方

但 シ 建 物 ノ: 外塗= 接シ且第 l 階 以 -r'-/ 階ヱ メ{ ト ルヲ超ユルモ ノユ ノ、防謎扉 / 類 ヲ 設

防諮室ヲ設クノ レ ｾ合］ノ、ｾノ昔日分ノ声 Ｑ 塗ハ タノレコト

待こ三堅固ナノι 構造ト匁 λ ベシ 6  出入口 l ナル場合= 於テノ、; 盈嘗ナノレ位置ユ

5 防譲二際シ使用スル出入口= ノ、防 諮 扉 ヲ 設 非常脱出口ヲ設クルコト

クルコト 7  防署長上司有数ナル勝進ト角スコト

6  外塗= 設クル関口ノ、英ノ 商位ヲ 3 卒カメ ー 第 16{傑 地方長官ノ、建物/ 用注文ーノイ也/ 状況叉ハ

トル以ドト匁シ旦第 2 階以上ノ I省二 在ノレモ 待別ナノレ事由= 因リ己ムヲ得ズト認メ叉ハ

ノ= 付テハ防諮扉ノ類ヲ設ケ叉ノ、之= 代ル ー支障ナシト蕗ム J レトキノ、第 9 {l 条乃至第 Ilj 傑

臨時設備 7 匁シ得ノレモノ ト1'&シ尖ノイ也ノ |常 ノ耐強構法、 防議室、準防秘室共ノ イ也防殻

= f E ) レモノ二付テハ耐強宣究開i 7 然シ又ノ、之 / 施設叉ノ、空地二閥スノレ制限ヲ軽減スノレコ

ユ代Ｉｾ臨時設備ＧＱｾ事シ符Ｉｾモノト潟 Ｑ コト トヲ得

1  外壁= 非ザノレ周塗 / 1}iJ 口二シテ 商 積 4 卒 j J 第 17{! 条 地方長官ノ、第 9 係 乃 至 第 II {際ノ防謎室準

メー トルヲ超ユルモノ= ハ防 謎 扉 ノ 類 7 設 防議室、英ノ{ 也防護/ 施設叉ノ、空地/ ｾ￟ 置

タノレ コ ト = 闘シ必要ナ ノレ命令ヲ王寺ス コ トヲβ

8  ＱＱ｜ 入口 ｬ ナル場合二於テハ遡ｾＮナノレ位置］ 第 18係 地方長官ノ、総袋ノ: 鍔建築物ノ形態、色 彩

非常脱出口ヲ設クノレコト 叉ノ、総終準備装置= 際j シ必要ナル命令ヲ銭

9  防毒上有数ナノレ構造ト j 毒λ コ ト λ コトヲ得

第 15{際準防諮室ノ構造設備ノ、友ノ規定= 依ノレペ 第 19燦 石油「タンク 」 二シテ共ノ容積三 F キロ

与/ リッ トノレヲ超ユノレモノノ、之' 1 j . 也 F こ設クペ

l  牧 容 室 ノ床面検ノ、50雫) 5 メート ノレヲ超エザ シ但シ地方長官土地ノ状ぬ叉ノ、遁嘗ナノレ防

ルコ ト但シ地方長官建物ノ用途英ノ他ノ状 秘施設ノ設置= 依リ支障ナシト認ムんトキ

ぬ］依リ己ムＧＱｾ尋ズト認メ叉ハ 支障ナシ ト ノ、比ノ限二在ラズ

認ムノレ トキノ、比ノ限= 在ラズ 第 20傑 1  s寺/ 使用こ供スル建築物 ニ シテ地方長

2  上昔1¥ノ床叉ノ、屋根及周塗 ρ 鍛筋「コンクリ 守 支障 ナシ ト認ムルモノエ付テノ、本令ノ規

ート ｊｩｬｩ 叉ノ、之 ｬ 防 ｬ 等以上ノ ￱ｦｲｴｾ 息数力アノ ｴＮ ｾセニ拘ラズ存綴期限 Ｗ J!f it  y ;ltノ ;建築ヲ許可

壬ノ ト匁スコ ト 7- Ｉｾコト Ｗｾ 号

宅 防E護ニ際シ使用スノレ出入口= 0 ，、防設七支障
同t J-!リ

ナキ位置二平f : J レモノヲ除クノ外防諮扉 7 言皆 本令ノ、昭和 14i("- 4 月 l 日ヨリ之ヲ施行ス

川 8 4



築
(  1  ) 藤 原 義

三併 ， 寺 投 入 堂

投 入 堂 の 外 観

文 珠 2主

山 の 古 建 築

徳 {発 寺山

鳥取締東伯郡三靭温泉の奥. 海抜3 千尺

の三億山の中腹にある。天謹宗の行場の ]

つで. 急坂をよぢ. 鍛鎖にすがって岩を上

って行〈 と激町にL て文珠堂がある。岩頭

に鋒ｾを僚へて建てられた建築で室町朝代

末のもの. 更に急坂を上ると地震芝k いふ

のがある。外敵年代共に文珠堂と同じ そ

して同じく危い岩頭に建ってゐる。更に上

ると奥のi時三至る。納経堂といふ小さな春

日活の様式を待った堂があ り. 一部分i.:-: ZP

安時代の手法を とどめてゐる。そこから見

上げると綿密に懸って役入堂が澄られてゐ

る。ｾろ ｌ い窃 ￎｭ きを岩の凸聞に燭り乍ら侮

って行かねぼならぬ。苧安中期の堂k たる

建築で. 宇治の平等院鳳恩堂を恩はすもの

がある。人間業を超越L た古人の工作に

土地の人は音L 樹 T由主主主って神通力で投

げ入れたものだ 正傍へてゐる。



川 2

向 上 寺 三 電 塔

海 の 古 建 築

瀬 戸 田 の 向 上 寺

瀬戸内海でも最も鹿の多

い尾の道からの海上. 生劉

ぬの小さな滋の後E にある

向上寺三富裕。

室町初期の建築で. ぬの

美術にふさはしい明るい盟

かな基踏め主行はれてゐる。

除掻菊の畠を越して見渡す

四万の海と島の風景は震に

のどかで‘ あるa

厳 島 市11
1

枇

最 島 神 社

清盛の作った般向語Fiii t.の

枇殿は今は平安羽の印式を

形に土どめるのみで・一郎

鎌倉時代のm' 物の他は約ど

全部ｾ町時代に毛利元枕の

自主築鳥居は明治 ] 8年の

再活で闘賞建造物としては

新L い 時 代 の も の 湖 が 満

ちてくると前後左右に; mる

建築部の丹色がi浪ピ映えて

笑しくゆらく。



新 建 築 戸l

西 商 外 観

l 階 卒 面 園

“ 米忠、 味 噌 本 底" 設計 ・加藤義男民 ・施工 ・木 村 組 3  111 



外 観

2 階 :zp. 荷 図

111 4  ・・米 忠 、 味 噌 本 庖H 青空言十・加藤義男氏 ・施 工 ・木 村 総



階 内 玄 側 及 ホ ー ル

4

匁

弓

A

株

卦

噌

ｾ＠ I  • 

3 階 卒 歯 固

米 忠 味 噌 本 庖" 設計 ・加藤義男氏 ・施工 ・木 村 組 5 1 1 1  



2 階 熔 接 室

屋 上 属 国

111 6  ・・米 忠 味 ゆ 本 j占" 設計 ・1m藤義男氏 ・施工 ・木 村 組



前庭 より 玄闘 を槻る

玄 開

H 大 久 保 氏 邸.. Ｈ大阪塚口〉設計 ・ 施工 ・ 問中久雄ｾ築事務所 7  111 



茶 室

2 階 居 間

111 8  “ 大 久 保 氏 邸.. ( 大阪塚口) 設計 ・施 工 ・問中久雄建築事務所



食 堂
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E

止

結

噌

E
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4

生

与

え

“ 大 久 保 氏 邸.. ( 大阪塚口〉設計・施工 ・問中久雄建築事務所 9  111 



南 面 外 観

]  t愈 潮 係 室

Ｒ 憾ｾ塗

3 蛮 長 室

4 事 務 室

5 事 務 室

6 便 所

7 W ， 事 務 室

8 悶 測 犠

下部 地震 計 室

しょ4 ムL.1. J n

111 1 0  ・・榊戸海洋策 象華" 設計 ・刻口捨巳氏 ・施工 ・松 浦 組

2 階 卒 商 問

。



東 立 薗

南 立 面

ｌ 品ーム｟｟ＮＮＮ｟・ ｾ ｊ

“ 利i 戸 海 洋 気 象 蓋“ 設計 ・堀口拾巳民 ・施工 ・松 浦 組 1  1  111 



観 測11 培 と 脳 会

玄 関 ホ ー ル

111 1  2  “ 神 戸 海 洋 祭 象 華 設計 ・堀口拾巳氏 ・施工 ・松 浦 組



南 商 f外 観 の l 部

観 測 塔

" ijI I[I' 戸 海 洋 紙 象 事" 設計 ・期日捨巳民 ・施工 ・松 浦 組 1  3  111 



金 武

111 1  4  “ 制1 港 ピ J レH 設計 ・木下建築事務所 ・施工 ・竹中工務底



前 庭

入 口 康 問

烏 鰍 模 型

ヒッ トラ戸・ ユ F ゲントの指導者主主成所

の建築に就いてはL ほしぼ報告されてゐる

本建築も亦その 1 つでーある。Braunschwei g 

は北方 ドイツでも特に地方色の箆かな農民

建築様式をもってゐる所であるが. この建

築も郷士的な建豪様式を主潮として設計さ

れた。 E置に趣味上の様式選援ではなくて.

例の民族主誌杓建築統制lの ] つの表はれで、

あり. ｲ 懸賞募集に絶縁紋をたｉＮｾつけて

Fra Fur t の建築に感謝の挨拶とした」結

果の所還と言って良い。屋狽. 窓の形態は

勿論. 中庭式の午面配置まで玉三< Brauns  

chwei g の農民建築風なF 作者に言ふ3

( Baukunst， J an.， 1939 より〉

( ドイ ツ) 北方濁逸 Braunschwei g の地方指導者養成所 建築家 H ans R eich o w t  5  111 
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ι 同一寸
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2 階 卒 商 問

~ 一 一

( ドイツ 〉北方濁逸 Braunschwei g の地方指導者養成研

l 階 卒 面 悶

建築家 Ha us Rei c how 



ヒットラー ・1 ーグンド

ｆ 濯物は獅ｾ建築界割問題

になって居るがこ 与に掲げ

た副主ペノL リン近〈のハー

ぺんに建つもので- ' T > . 高級

に厨する。プランもや L ゆ

とりがあり材料も多少吟味

L てゐる。第 ] 闘はその西

側姿. 第 2. 第 3 闘はプラ

ンである。

(Bau[ ormen.  Jan • 1939より 〉

外 貌

商E 置 困
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( ドイツ ) 乙ツトラー・ユーゲント郊外の家 建築家 Fri t z G.  Wi nt er  1  7  111 



2 階 2 F 商 圏

ｅｾｾｅｾｊｾ ａ 自
0 5 陥 2 0 3 0 ・0

l 階 卒 面 国

外 観

露 蓋

と¢病難病室ではー傍w! 病穆防の完壁を期する

僑に. 建物内の換気を自然換気に侮ると とにして

3踏獲の各病室の悶には9尺のバルコェ ーをその

後方及び爾襲硝にも巾腐い開放した通路を設けて

出来るだけ自然にm近せL めた。

それに. 在来の病院に屡々見られる甲室から乙

室への傍梁現象を防ぐ震に病室以外の各室には

概ね扉がなく此叉直接外気に接してゐるのである

各病室の間仕切はガラス壁で出来てゐて. 看護

婦は中央の 1室にあって. 患者に充分注意する事

が出来る綴になってゐる。

( Aechitectural  Record， J an.，1939より〉

111 1  8  (イギリス ) ロンドン熱病院の隔離病室 建察家 Maur i c e E.  We b b  



内 部 祭 桓

外 淑

左闘はロF マに於ける新大教曾堂建築。

態築家 Mar cello Pi acentini ， Achi l l i  F un  

の墜簡のある祭担を示す。序は赤色m: 岩.

壁面は暗赤色遣座は磨きの トラパ F チン 。

祭織は緑色大型石。合唱所の手胞は鍍金し

てある。 ( Zentra1b1at t. N ov. .  1938 より 〉

ｾｲ ー ｉ

益田

卒 面 図

( イタリー 〉新しい教書建築 Christo Re 建築家 Mar c el l o Pi acent i ni  1  9  111 



外 車日

左は差虫色堂で. 右に* 属望してゐる

のは映箇箇でーあって. 奮々には奇抜

に恩はれる組合せである。

Gru冗d門 s del' K  irch. e  u11d  dω angrel1 0  

enden Li cht spi elltauses. M.  1 ・800.

卒 面 園

内 音E

本堂の祭駒山町こところで・ある。光線が前方から射入する

やうに考へられてゐるので. 祭担をj薗奔する人は側面からの光

線に妨げられることなく限を向けるととが出来る。祭! i ' l と外壁

聞の室には・オルガンと合唱者が隠される。敬曾堂と踏の.ot燈

は銭筋コンク リート澄である。熔の鏡は上下に配置されてゐる

外裳は斎色である。

( Zenlralbl att ， Nov. ， 1938 より〉

川 2 0 ( イタリー 〉新 し い 教 禽 建 築 建 築 家 S a n Mi c hel e Ar eagel o 



外 貌

サバウダアは新しく建設せられたボンテ: = . - ( Pont mi) の第 2 番目の都市である。数曾

堂は図曾議事堂を始め其他の公共建築物の閥均L てゐる革命の腐揚に遜ずる大湿りの目放

の地黙r 建って居る。主主曾堂の左には 4 6 mの答があり. 右には問形の洗趨堂がある。そ

の後方には所砲のf宵院が見える。容と玄関の建物には トラパーチンがご色に使ひ別けられ

てゐる。本堂及趨拝堂は燦瓦活。玄関の震砲には F 町 ruccio F  errazz i の作になるモザイ

ク簡 が あ か そ の 間 物 蜘 切 モ ザイタの閥面は試みとしては鑓に高〈詐l買され得るもので

あって. その力強いモザイクの畿大感は着る人に釘して効果的である。

( Zentalbl alt ， Nov. ， 1938 より 〉

E  l  

v '  

E

日

川
卒 面 闘

( イタリー 〉新しい教曾建築 S a boudi a  建 築 家 Ca nc elI ot i ，Mont ur i ， Pi cci nat o 及 Scal pel l i 2  1  111 



l 階 卒 商 圏

良 合 断 面 闘

111 2 2  ( ドイツ ) Grei fswal d の自動車憲兵隊宿舎

正門から宿舎及農

舎をｾｾむ

2 階卒面園
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配 置 園

A 宿舎 B 農舎 C 車庫及工場

1 自動車給油所 2 . 1 0 0 M道路

31高 跳 場 4 幅 跳 場

5 掲 旗 位

良 舎 の 食 堂

沼 保

壁板は松¢犠板. 天井は煮沸援理した柳

製のマット。

傾倒には. 制限附I i i i 金具を保護する震に

濁轄の老案になる僑り儲りが設けられて

ゐる。

( Zentral blatt. Dez .  1938より〉

( ドイツ ) Grei fswal d の自動車憲兵隊宿舎 2 3  111 



集 合 場 か ら 宿 舎 をデ主主. む

:ド、

し

回 目 置 困

会

会

臨

宿

衛

瑠

A

C

E

 

B 民 会

D 工 場

F 給 泊 所

下

I

l

l

1

5

1

1

1

1

1

L

1. 2 階 卒 面 図

川 2 4 ( ドイツ ) Al t damの自動車憲兵隊宿舎



良合内にある作業

指導員住宅の入口

2 階 卒 面 箇

l 階 卒 面 図

( ドイツ ) Grei f swal dの自動車憲兵隊宿舎 25111 



農 舎の l 階にゐる食堂

酒 保

111 2 6  ( ドイツ ) Al t damの自動車憲兵隊宿舎
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l ../ 

ro SA側 同 州CI5CO TOS.l HF R酬 CISCO 刷 、

ORI Ve. ' I N S PACE  

内 音E

とのレストランはサンフランシ

スコのゴ ーノ1.- :デンゲ F ト舗を渡る

人達がi前快に憩へる様に建てられ

たもので. 放に日曜日:など協を散

歩する人達によって非情によく阪

はってゐる。建物は図形にしてゴ

ーデンゲイド ・サンブ ラシシスコ

轡及びその町と 3 方面の展望を医

〈自由に得られる稼IC大きなガラ

ス窓がとられて食卓もそれに泊ふ

て記置されてゐる。

( Ar chitectural Recor d，]an.， 

1939より 〉

〈アメリカ ) Gol den Gate を望むレストラン 建築家 Vi nc enl G ， R a n e y  2 7  111 



特 異 性 能

火= 婿民入0 0度以上の赤署長か ら冷水に投じて勉裂せす・

火= 地下室、地下道 に使用 して防水効果絶望オ願者Tより

餅 ］ 岸壁「ケイソ ｾｊ 等海水工事に 浸 蝕な〈強力増加す

熱 = 堰堤其他「マ ツ兄 コy クリート J に使用してをま熱せす・

歯車= 硫磁等の酸煩及関類溶液中にでも蝕損せす安全なり

8 = 壁面に塗って普遜セメ ントに比し五割 の鋭展なり

酎

防

酎

低

耐

鰻

業セメントｾＪｾ曾紅 ｖ ｌ ，



E菩

所

金(:?仁川 殺人

常 務 合〈努B 回〉

2 月 6 日午後 5 時30分- 7 時 10分

建築材料陳列場 )]I J室

名 誉 の 戟 死 者

普 通 賛 助 員

工兵時 騒 崎 政 雄 氏

明治36年 8 刃 J 6日生る

大正 10年 3 月 和歌山 l際立工事長率校m築科卒業

大正 12年 J2月 高槻工兵隊入轡

大正 13年 工兵伍長佐官

大正 13年 7 刃 ill 轡徐た阪市西区京町招上泡3

了目横同工務所勤務

大正 13&j三 6 月 本協合普泡賛助員に入合

昭和 13年 6 刃 熔召

昭 和 13年 10刃 0 0方面 に於て戦死

il13. 給仕辞職願出並探用のイヰ

14. 合員詮衡

報 告

1. 委員長、幹 事、幹事長決定報告

出 席 者 理 事 片 岡 令 長 中海副合長
2. J 刃倒合報告

監 事 松 本 監 事 山 脇 監 察
3.  13年度決算並合計検査報告

常 務 桐 本 主 記 県 問 主 記
4.  出征、入事筆者報告

f宇 野 主 記

草左中主記

三 浦 主 記

久保田主計

5. 南京 、上海防空空爆盤調査報告官寄贈受の

イ牛

松 井 主 計

議 事

l. 評議員合開催に関する件

2. 刻自余金民主分に附する件

3.  2 刃例舎に際Iする件

勉弁編>v l 1:

4. i満洲の土木建築に附する講演と映愈のタ閲

催の件

5.  竹中式r宮之図工法H央震観覧のイ牛

時

月f

陳 列 場 幹 事 舎 ( 第 2 回〉

2 刃 9 日午 後 6 時30分 一 7 時30分

陳列携がl室

出 席 者 幹 事 長 中 西

幹 事 伊 東、 小 川

協議事項

l. 幹事増員依蝿方のイ牛

6. 市街地建築物法令改訂出版の件

7. 教化委員合より大工資絡検定試験制度に除j

する待別委員合設置方のイ牛

1. 建築材料展覧舎に慨し材料委員舎と協議の

イ牛

8. 問委員舎より臨時委員依燭方要求のイ斗

9. 都市武袋促遜委員合よりの希望に除Iするイ牛 時

材 料 委 員 合 ( 第 2 回〉

2 刃 9 日午後 7 時 - 9 時

10. 問委員令より委員依蝿方要求のイ牛 : 所 陳列場 )] IJ 室

JI. 大分工芸従事校より 「建築と枇合」寄贈方依 : 出席 者 委 員 長 松 久 保

績のイ牛 ι  幹 事 木 野 山 、退 問

J2. 土木て署長協合より曾誌交換方依績の件 ・ 委 員 秋 問 、楠 瀬、島 問

8 5  111 



協議事項

1 . 盈築材料展覧合開催に闘し陳列場幹事: 舎と

羽合せを行ふ

l . 委員増員依燭に関するイキ

都市計重委員曾( 第 2 回〉

時 2 月 9 日午後 7 時- 8 時20分

所 倶 禦 部 室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 中 井

委 員 伊 藤 、 小 宮 、 菅 、 稗 問 、 森 口

協総事項

J . 本年度研究事項に関するイキ

t重鎮新エi去の矯; 賓と映竃の曾

時 2 刃10 日午後 6 時30分 - 8 時30分

所 大阪朝日新聞社 3 階府間

出 席 者 約 400名

I . 午後 6 時30分i宇野常務関合の挨拶を述べ講

演者大内民自? 紹介す

ト 大 内 民 は 下 記i寅題によ 940分間に亘り熱心

に講演せらる

1. 竹中式潜画工法に続て

株式含社竹中工務J苫潜副部長大内二男民

1. 午 後 7 時i O 分講演修了夫れより質疑殿舎に

入り出席舎員中よりの質問に重苦し夫身大内1

氏より 民主主 ｾｩ｢ ｾ＠ .  

1. 午 後 7 時30分町長潟に移り下記映笛上映す

1 . 新興建築日本

l . 朝日世界= ユ- ; < .

1 . 角カの妙技

l. 日:本民詩集

l . 午後 8 時30分{ 宇野常務より講演者並竹中工

務庖に重苦し謝録音＿述べ一同拍手ｾ以て之に

和し盛舎怨に散命す

法 制 小 委 員 曾 ( 第 2 図〉

時 2 月io日午後 b時30分- 9 時

所 陳列場. 8
11室

出 席 者 委 員 長 室 置

幹 事 松 井

委 員 同 中 、 平 野 、 村 岡

協 議 事 項

ト 市街地建築物法令改訂第 9版原者自作成の件

111 8 6  

陳列者毎幹事舎聯合舎( 第 i 回〉

紡 料 委 員 舎

時 2 }j 16 日午後 6 時50分 - 9 時40分

所 倶 禦 部 室

出 席 者 陳 列 者 毎 幹 事 長 中 西

協 議 事 項

斡・. $ Ol:. .束、小川、黒問、小林

材 料 委 員 長 松 久 保

幹 事 木 野 山 、 道 悶

委 員 秋 問 、 檎 減、 島田

J . 時局建築展覧舎開催に闘する具鐙案に付協

議 す

E手 il 員 舎

l . 昭和 14年 2 月 17 日大阪市北区中之島 3 了回

3番地朝日ピルヂングに於て評議員舎を閲

令す

I . 出席者下記の沼、評議員28名、従事 l 名

伊 藤 和 夫 、 飯 田 賢 攻 、 石 井 春 雄

石 川 流 三 、 石 川 純 一 郎 、 岩 尾 保 衛

小 笹 徳 蔵 、 大下順三郎、 岡本松太郎

加納L f t - _ 片岡 安 、 亀 井 幸 次 郎

桐 本 楠 雄 、 久 保 同 極 吉 、 黒 海 研

小 林 務、鈴木金太郎、 中海誠一郎

中 島 喜 卒、 中 西 六 郎、 {宇 野 良 三

施 知 秀 夫 、 ー松 井 清 之 助 、 三 浦 賀

遊間君主治郎、 矢回 餓 歳 、 薮 中 一真

米 食 威 夫 以上評議員

山脇友三郎 以上監事

1. 午後 6 時 10分合長理事片岡安民議長となり

只今出席者23名にして定歎第24! 際に依 b評

議員定員43名の 2 分の l 以上の出席に性本

合成立の旨を告げて関舎を宜し直に議事に

入る

議案第 ｉ ｾ 玉虫事 1，名補鉄主主着陸に関するイ牛

法務高IJ 令長竹股縫誼主主比皮都合により僻任申

出ゐり? 二るを以て定歎第 17傑第 19傑及第20傑

により稀飲遺伝制子ム旨を主Eベ 友3 ケ僚に付

定員k抜挙期殺す、歩: でi窓傘方法iこ付議有害lこ路

ｾＱ 二る風評議長久保同額吉君起立Ｑｬｩ ｲ 例により

詮衡委員 Ｕ 名ｾ振り Ｇ て詮衡を一任し倫詮衡委

員の入選は総長に一任し fこしとの動緩めり、

議長より只今久保阿君より勧告義めり如何です

かと賛否を問ふ賛成異様なしの聖書めり

総長は夫れでは詮衡委員制とし委員は一任さ



れましすこので私より御指名申上げますとて

{宇 野 良 三 君 、 三 浦 茂 君

大 下 順 三 郎 君 、 桐 本 橋 雄 君

熱 海 研 君

を? 指名し以上五名の方にお・願ひ致しますかも

直にかl室にで御詮衡願ひますと述べ詮衡委員

は，811室 に入り 霊堂衡に着手す

銭案第 2 君主 昭和 ＱＳ 年度ｾ支決算に関するイ牛

議案第 3 貫主 昭 和 13年度剃係金1 i & 分に測するイ牛

議長より右 2 案を l 指して松井主言十常務より

説明致します t 主主ベ

常 務 舎 C第 4 回〕

時 2 月20 日午後 4 時30分- 5 時20分

所 大阪軍人舎官官食賓室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

i 議 事

監 事 山 脇 監 事

常 務 仲 野 主 記、三 浦 主 記

重苦中 主記 、久保問 主 計

松 井 主 計 、 新 名 編1隊

中西陳列務幹事合幹事長

松久保材料委員舎委員長

松井主計は決算並に剰量生金1 i & 分案につき別表 : 1. 3 月例舎に関する件

により詳細に説明をなす

衣で山脇監察起立只今主計よ り説明占b l:> 1こる

昭 和 13年度J j 女支決算につき夫々査溜せる員総

て合法的に整理されゐる旨 ￍ＿ｾ 登明す

事たで議長より右 2 案に付質問なきゃを? 問ひ異

議なし5異議なしの5 1 ! ' : あり夫れでは右 2 祭共御

糸認のことと認めますと告( ' ，比時詮衡委員

詮衡を移り? こる旨を議長に報告し英氏名を手

交す

l  次で議長より只今詮衡委員より詮衡の結果

を提示さ れましれとて下記の惑をま表 す

理 事 副 令 長 坂 静 雄 君

是で竹腹宜主遊君辞 任の後任として坂静雄君が

嘗遜されましにから早速夫々手緩きを致しま

す、一同拍手

1. 夫れより議長は本評議員合議事録の代表署

名者に下記の 2 君を指名し其承諾を得 t: 1:> 

鈴 木 金 太 郎 君

中 西 六 郎kl ・

i  次で議長より本日の評議員舎は之を以て閉

合する旨を宣: し散命す、時に午後 6 時40分

合 員 委 員 含 ( 第 2 回)

時 2 )3 18 日正午ー午 後 2 符

所 陳列海，E11室

出 席 者 委 員 長 鈴 木

協議事項

幹 事 松 井

委 員 池 田 、大 下、景山、鈴木( J宮山

宮士閥 、薮中 、米倉‘

l  新入合員勘誘方法に側し打合す

卜 委員府民方のイ牛

2，材料委員合並陳列場幹事舎より展覧合開催

方要求のイキ

3  陳列務幹事合より幹事依強方要求の件

4. 材料委員合より委員依強方要求‘ の件

5. 激化委員舎より臨時委員依燭方要求の件

6. 給仕館職願出並採用のイ斗

7. 舎員詮 衡

報 告

ト 1月分合計報告

2  建 築 新工法の講演 t 映重量の倉終了報告

3，理工図惚懇談合に出席の件

ニ月例曾 ( 満洲主主築事情講演と映吉野の合〉

時 2 舟20 日午後 6 時30分- 9 時

所 大阪軍人合館

出 席 者 約 450名

ＱＮ午 後 Ｖ 時 Ｓ Ｐ 分亀井常務司合の下に関合ｾ情

げ下記順序により各講師並に i寅E置を夫身紹

介す

]. 関舎の辞

日 本 建 築 協 工 皐 博 士 片 岡 安民

合 身 長

] ，満州通E築界の事情に主主て

議官FS堂 工 準 博 士 笠 原 敏 郎 氏

l  滞納i図政府関係替絡に説て

卜 閉含の黄僻卒

務洲図修繕需

桑 原 英 治 民

品周後繕慮長

品品富宅喋ι路工皐鞠博士坂駄本助太郎

lし. 守午Ｎ後 ｂ 時より下 記 映富諮まをぞ ｾ ｴ映決潟

J. {1中ぴ行〈閣都 ( 満州国〉

]. 友 の 11合前夜

8 7  tll 



1. ，争後 9 時薮ず常務閉舎の旨を告げ散含す

1. 本 日は生1曾雨天にて聴衆の入場気遣はれれ

るも熱心なる磁衆約 450名に及び盛舎ぞめ

つ?二

段 備 委 員 曾 ( 第 2 回〉

時 2  Jl 21 日午後る時30分- 8 時20分

所 1具紫部室

出席者，委 員 長 岩 尾

幹 事 篠 原

委 員 右 井 、 大 久 保 、 大 原

協織事項

1. 防毒殺備 に闘 する講演舎開催のイ牛

1. 臨時委員依燭方のイ牛

; 曾 員 動 静 i

入 曾 者

曾 員

安藤 繁 夫 君 和( 歌大阪山県餓系送伊都局工郡丸務好部村建築大課字三〉谷

力日E奈 悦 雄 君 西 成 広 津 守 町501' ( ゐめりか犀〉

高 阪 辰 夫 君 府 下 北 河 村 三 郷 村 醐93 (め

めりか屋

菅 原 徹 買 陪 ザ 戸 市 林 岡 町 番 町 2 ノ35ノ l

紳戸市役所経理部建築課〉

長谷保太郎震 紳鍛造戸市灘区永卒町 l ノ40 ( 大阪

局〉

古 家 匂 君 築北工区察北批扇町〉57C合資舎批日: 本建

地 方 舎 員

石 川 準君普遜重量劫員より鱒格

熊岡 忠衣君満洲図三江省慮佳木〉斯( 省公居官

房経理科吉野総

特別賛助員

竹林勝吉主主東淀川区中給本主! i 3 ノ102 ( 三

英電住器製作所〉

普通賛助員

1守 木 秀 雄 君 北区大深町〈大阪繊送局工務部

建築謀〉

赤 松 美 三 君 糊 守 谷 東 之 町 8 ( 住友電線製

作 所

車E
亮三君奈夏草系生駒郡生駒阿T大字谷悶 72

1  ( 大阪t鉱堂周工務官官建築課〉

臼 井 正 三 宥 官 星 野 江 岡 鳥 海 軍 兵 鰍 清 水 組

野 信 所f下7 ( 南大河阪内繊郡道南府入工下程村大宇野尻

上 三 君 48 務部建築課3

111 8 8  

岡本 1陪 君 京 都 市 左 ヂ 新堺町遜仁王門商

入 和 国 町 同 上 〉

太 古 正 治 君 。紳戸市林同区細岡町2/ 120 ( 同

上〉

土 橋 彰君主 東成区片江町184 ( 同上〉

中 川 努 夫 君 鰐 l孫 生 駒 昔 日 開 村 大 字 矧64

〈同」二〉

西 補 吉 君 尼 崎 市 衣 屋 ノ 子 後 野 2 / 6( 同上〕

業資敏雄君・大津市膳所錦町新郷( 同上〉

前川 長年君府下三島郡吹岡田子西ノ奥 1. 054

( 向上〉

宮 本 抗 議 野 閉 式 木 村 上 一

山下源太郎君 旭事務区南所島?町737 ( 古塚正治建築

波主盛' 1 ' & 君天王寺区圏分町( 大室ゴムr . O

舎 員

f導谷一四ニ君

地 方 曾 員

三 島 制 定t

特別賛助員

中 西 長 次 宥

普通賛助員

退 曾 者

石 弁 淳品司君 、小 出 ↑専君、谷脇 清 泉 君

森 岡 充 宏 煮 、 宝 悶 明正君、E飯 田 武 一 君

持 居 韓 勤

舎 員

波 塗 久 雄 君 岡 山 市 閣 官 町255

宮 崎 巌主主 新京税町 3 ノ9

森 本 義 雄 君 京 都 市 布 京 恒 松 室 庄 問 問r 4

麻 野 俊 定 君 府下中河内郡八尾町中之町

山手 研吾君 澗岡市新家田了21 ( 清水産E 九州支

活〉

吉 田 、 正 彦 君 愛 媛l際新居液市山田住友社宅

市間 末居者君旭医南島町884ノ4

菅 陸 、ニ 君 東 淀 川 区 三 津 屋 南 遁 1 166 

杉 喜 代 一 君 東 区 高 津 9若手了11

井 手 正 雄 君 北 区 扇 町 市 水 道 部 隠 舎

10甘谷 昌克君・浪、速区立楽町 1，302

; > p : 原因雄君悶 紺谷昌実方

武田 音量男君 戸畑市小芝町 3 パ . 382

佐 野 一 義 君 ・ 旭 区 嶋 野 町52

大 江 武夫l . l ' 京都市三東紫山荘区松内原遁東山総商人

上ル 内

阿 部 厳君 布施市宮華麗西 4 ノ63



東京市日本橋区鍋伎町 4 ノ 6

( 中 / 橋アパ ート 新 館53盟主〉

呉市東蜂屋町71 道原入十一方

東京市t豊島区巣鴨1l l T 3 ノ 5

岡山市森下町61

東京市四谷阪商伊賀町52

旭広森小路町5パ09東洋ノ、ウ λ

紳戸市兵庫版永津田rl ノ 120 C山

森工務庭内〉

住吉院住吉町1.078

鈴木秀次郎君

谷 村 定 雄 君

森岡常一郎君

西 崎 ' t¥男君・

田 村 幸一君

勉尾瓜太郎肴

主 計

豪 郎 君

一雄 君

結 烏

姓改

員

後 定 君

舎

大 橋 ( 奮姓麻野〉

亡

昭 和 14年 2 J! 16 日逝 去

死

合 員

小山助太郎君

普遜賛助員

立 木 誠 遊 君 昭 和 13年 12月 3 日逝去

( 謹んで哀悼の意を表す〉

戸畑市東天鎮守町35

長崎市奥普町 3

住吉底H青明遜 2 ノ46

西淀川底路町218

神戸市灘原拠口町 3 ノ 14

山口市上初坂( I1J 口県菜園窓瞥繕謀〉

住吉匝阪南町東 3 / 2 0 佐際新

四郎方

漢口交活路35君 主 清水 組 出 張 所

太一君

地 方 舎 員

吉 村 幾 蔵 君

伊様車量一君

北村 蹴 府 君

和 田 盛 郎 君

杉 浦 巴 君

言語男君高橋

今 西

比花阪吉野町 3 ノ 92 C株式合社

淀川餓工所〉

北区都島北 ｾ Ｒ ノ ＱＵＹ

膝 七君

喜市君

特別賛助員

永井

仰木

よ毛、庵i際武摩郡甲子園 口188 .C富

士スレ l ト犬阪工議〉

普遜賛助員

浅 井 泰 君 兵 庫i際武庫郡住吉村入甲田 735

七 海 賢君兵庫県芸明石郡林崎村宇和i奴

宮 坂 昇君北阪都島中主! i 4 / 9

春 義 君

三島岡四郎君

吉川

| 本裁執筆者手百介l 〈五 十音)1慎〉

大阪市防設課

内務技師 ・ 言十ｾ局

岩尾工務底主

工準博士 ・錦鱗問砥f長

官 在 家

堺市技師 ・技 術 課

大阪府警察官日詮築課 ・技 師

紳戸高等工業製校教授

工皐博士・京都帝国大豊島工豊島昔日助教授・本協合常務

兵庫際電車修部消防課

大阪市防諮課

市政調査合研究員

株式合祉法7/(*Jl.

姫路市技師

大阪市経理部鐙絵課長

大阪府立西野間職工準校在築科長 ・本協合常務

大阪市技師 ・防設課

京都高等工事事事校教授

大阪府警告察部建築課

有

郎

街

邦

郎

吉

郎

弓

諒

戎

郎

三

助

川 儀

束 五

尾 保

熊 喜

岡 喜 二

藤 普

井 幸 次

樗 良

橋 ー

野 貞

良 幸 次

lLlj・ 良

県T 調

原 義

τ1: 岡 軍 一

口 甚 吉

田 秀 穂

ノ ・ セ イ ゴ

日 清

石

伊

岩

大

太

加

抱

瀧

棚

、

氷

奈

卒

平

藤

官

堀

宮

モ

森
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編 輯

後 記

漁期以上のものを後表し得? このを欣快とする。

0 其の他に大熊先生からの俗説i吊天井、平野1 f t

三さんからの美被審査委員舎とその運用に就て

は、金〈の拾ひ物で、1めの新しい行き方の動向

。本盟主はも象告の如く「役員の雑誌」から「合員 を示唆し得るものと誇示すｾに足右ものと忠弘 ・

の雑誌 J へを目指して、積々と関口を蛾げ1:1ヨ O ま7:[司ーテ ーマとしてタ建築と色彩少の欄に

論見の結果、 タ合員の撃が何虚にあるかを窺知 は溺湾さんのク古典建築の色杉少と云ムカ作も

することが第 l 僚件であらねばならぬ九 と云

ふ結論に蓬しれのである。

のかも 、 宮士関さん、太悶さん、 モトノさん及

mi 原さん等のエキスパ ー トによるそれぞれの論

0 此の要求から試みられれのがク紫畑室少と云 説 L 侍徴のめるもので是非ー戒を推勘し 7: ，、 L

ふのである。比良では、合員でめりさへすれば のばかりでめる 0

2 何んな放談でもなし得ると云ふことにー隠しれ

0 紫焔では、力日i怒さん、岩尾さん、姻口さん及

のでめる1 ) t. :'か ら今後は止bの舎員の欝が、比の

卒野( 禰〕さん等の顔援も! 包揃ひ衣費量の顔仮が

i Wlt ・貢士」を指導して行くものでめり t: いと希

期待される擦でめる。

墓して居る o 7ごから合員 7: るものせいぜい比の

欄の利用を試みられ、雑誌をして諸君のものに O叉宮田さん他 2 名による木造家屋の改修方法

らしめにいと願ってゐる。 試案も 、 時周ものとして働め? こし、ものである。

O比の行き方に即降、する方法のーっとして市街 O さて新しい目論見はやって見れもの、思ふ燥

地物法の改正を機舎に 、 内務省から改正の要旨 には具骨量化出来すz、御 期待の席分の l も1崩しf与

を、そして協舎としましでは関係各方面の有志 なかっ7こと恩ふが、舎員の擦に従って出来得る

を招き座談合を催し、合員各位の直接的な比の かぎり吹幸子に努力する積1 ) 7 める。

問題の理解に資することにし1: 。そして比虞に 〈馳井幸次郎〉

建 築 と 社 曾

第22特 第 3 費量

普

庚 告 掲 載 料 金

主E l 頁 l 回 15. 00 

遜 I 72頁 l 回 8. 00 制 l 回 l 日 後 行 定 償 l ;悲鳴 i明:塁5 I普

昭和 14年 2刃25 日印刷 昭和 141f- 3月! 日後行

軍手 遜 I 1 頁 I 1 回 45. 00

1I 1  9 0  

霊堂行・編純 11、 板 常 男

印 刷 人

大阪市北阪朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西阪江戸掘南遜ス了目 13番地

後 行 所 在 更 日 本 建 築 協 伶

大阪市北区中之島 3 ノ3 籾日ピル

電話長北潔( 23) 4501苦手( 9)

緩替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販賀} 苫 柳 々 堂 書 応

大 阪 市 西 阪 京 町 堀 羽 子 板 橋 西

電話土俵縄 2 4 4 0番

娠替口 座大阪2084番

禁 轄 載

ヨド盟主に掲殺せるものは、一切これを無断にて

鱒殺し又は翠行本 iこ上梓その他の複製行銭を

なすことを禁子。

「前前第11{) I  一. I  I  

普 沼 I 1 頁 I 1 回 I 40.  00 

{ 前前錨2 ! l O 1  ← ー 1  1  

普 遜 I 1 頁 I 1 回 I 25.00 

(1邸付館1! l . 盈軒買) I  I  I  

一 一 一
ア ー ト I 1/

2頁 I 1 回 I 20.00 

( 中 郷) 一 . I  I  

- 一 一
表 紙 2 l 頁 l 回 60. 00 

表 長 ｌｾ 3  l 頁 l 回 45. 00 
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